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ご挨拶 

 

理事長          稲垣 暢也 

病院長          秦   大資 

医学研究所所長  武藤 誠   

 

 

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

この度、令和 6（2024）年度の「医学研究所北野病院紀要」を取りまとめましたのでご案内いたします。 

本紀要は平成 21年度まで冊子体で発行していましたが、諸般の事情により一時中断しておりました。 

令和元年度より、電子版として発行を再開いたしました。 

 

令和 6年度は新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の医療現場への影響は、重症化率の低下により担当科を

除き限定的となり、診療業務と研究活動は正常化しました。 

夏の学術講演会は「糖尿病の新しい治療」をテーマに前年度と同様ハイブリッド方式を採用して院外の参加者

にはオンラインで同時視聴して頂き、編集録画を YouTube配信いたしました。こちらも研究所のホームページ

から直接視聴ができます。 

 

令和元年度より開始した 3年間任期のプログラム「北野カデット」制度は、診療に携わると同時に研究を継続

できる環境を提供し、次世代の医学を担う優れた医学研究者の育成を目指しています。京都大学医学研究科と

の連携・協力のもと、研究意欲旺盛な若手医師を毎年採用し、軌道に乗りつつあります。 

また、京都大学大学院医学研究科の連携大学院として教員も配置し、大学院生を受け入れるプログラムも充実

を図っています。 

今後とも当研究所の活動にご理解ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

なお、本紀要の編纂に当たり、医学研究所運営企画室の森田寛之氏をはじめ関係の諸氏の多大なご尽力に感謝

します。 

内容に関するお問い合せがございましたら、下記までご連絡下さい。 

今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

紀要編集委員会；  

本庄  原   （腫瘍研究部）  春名  徹也   （呼吸・循環研究部） 

濵崎  暁洋  （内分泌・代謝・腎臓研究部） 井村  嘉孝   （炎症・免疫研究部） 

戸田  弘紀  （神経・感覚運動器研究部） 塩田  光隆   （発達・再生研究部） 

尾上  雅英  （病態生理・薬理研究部） 寺井  美峰子 （保健・健康研究部） 

 

 

 

〒530-8480 大阪市北区扇町 2 丁目 4 番 20 号 

公益財団法人田附興風会 医学研究所 北野病院 研究所事務局 運営企画室 

電話 06-6131-2792  E-mail: lab-mp@kitano-hp.or.jp 
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各研究部 概要 

 

腫瘍研究部門 

腫瘍研究部では、消化器系、呼吸器系、泌尿生殖器系、女性生殖器系、乳腺などの悪性腫瘍に関して研究し

ています。臨床では、ガイドラインだけでなく、科学的根拠に基づく研究を実施し、更にがん治療の向上を

目指し、分子生物学による基礎研究や臨床への応用研究も取り組んでいます。 

 

呼吸・循環研究部門 

当研究部では、生命維持に不可欠な呼吸と循環を担う心臓、血管、肺の疾患、呼吸・循環の調節システムの

生理機能およびその障害に関する研究を実施しています。また、呼吸・循環障害の際に生命維持に必要とな

る医療機器の研究も行っています。 

 

内分泌・代謝・腎臓研究部門 

当研究部では、糖尿病などの代謝疾患や多様な内分泌疾患の病態解明、さらに個別化医療を目指した基礎、

臨床研究を実施しています。また、腎疾患および腎生検データベースを活用した臨床研究や糸球体疾患の基

礎研究に加え、多様な疾患の病態や治療経過を改善する栄養と食のあり方などを研究しています。 

 

炎症・免疫研究部門 

炎症は傷害に対する生体反応であり、本来病原体や異物を排除する仕組みである免疫でも引き起こされます。

当研究部では、自己または非自己抗原に対する自然免疫および獲得免疫や、その炎症反応を研究し、感染症

や免疫疾患の病態解明と治療や予防法の確立を目指しています。 

 

神経・感覚運動器研究部門 

当研究部では、視覚、聴覚および表在、固有感覚など外界の情報を脳で統合判断し、中枢および末梢神経を

介して筋肉、骨、関節の随意運動に繋げるシステムに生じる病態について研究しています。たとえば、鼓膜

の再生療法は長年の研究が実り、保険診療として承認されました。また脊髄損傷についての再生医療も研究

しています。 

 

発達・再生研究部門 

当研究部では、小児科と小児外科領域の免疫やアレルギー、血液、神経、代謝や内分泌、新生児と未熟児等

の各専門分野における臨床研究を実施しています。病態解明や治療に結びつくような症例報告や臨床研究の

成果を発信し、同時に京都大学と協力して研究医の育成に注力しています。 

 

病態生理・薬理研究部門 

病態生理・薬理部門では、麻酔科、集中治療部、救急部での手術や敗血症に代表される急性の重症疾患にお

ける生体の侵襲反応の病態生理や、それを制御する薬理学の研究を実施しています。また、薬剤部では薬物

療法の有効性と安全性の向上を目指した臨床研究を実施しています。 
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保健・健康研究部門 

保健・健康部門では、主に疾病予防や健康増進に関する部門独自の研究や他の研究部門との共同研究を行っ

ています。放射線に対する腫瘍、生体の反応や機器と薬剤の安全性をはじめ、生活習慣と疾病の予防法を研

究しています。さらに検査や輸血の安全性に加え、医療情報の管理とデータマイニング研究、看護の質向上

を目指す臨床研究やリハビリテーションによる身体機能の改善を目指す研究、口腔周囲疾患の発生や予防の

研究を実施しています。 
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このたびは、由緒ある研究所北野病院の講演会

にお招きいただき、厚く御礼申し上げます。稲垣

暢也理事長をはじめ、関係各位のご尽力に深く感

謝申し上げます。本講演では、糖尿病診療におけ

るイノベーションとして、当教室が稲垣暢也教授、

さらにその先代である清野裕教授の時代より長

年にわたり研究を重ねてきた「インクレチン」と

総称される消化管ホルモンについて、これまで糖

尿病臨床にもたらしてきた変革、ならびに糖尿病

やその合併症である心血管疾患・糖尿病関連腎臓

病、さらには認知症や悪性新生物といった併存症

の克服に向けた展望について概説いたします。 

 

現在までに、インクレチンとして GIP（glucose-

dependent insulinotropic polypeptide）および

GLP-1（glucagon-like peptide-1）の二つの消化

管ホルモンが同定されています。これらは、食事

から摂取される多様な栄養素に応答して、消化管

に存在する内分泌細胞の一種である K細胞および

L細胞からそれぞれ分泌されます。 

 

分泌された GIPおよび GLP-1は体循環を介して

膵 β 細胞に作用し、インスリン分泌を血糖依存

的に促進することにより、食後の血糖上昇を抑制

します。また GLP-1は、グルカゴン分泌および胃

運動を抑制することによっても血糖改善作用を

インクレチンの臨床科学： 

糖尿病と合併症・併存症の克服に向けて 
京都大学大学院医学研究科 

糖尿病･内分泌･栄養内科学 教授 

矢部 大介 先生 
                                                                                          

経口摂取した栄養素に応答し消化管から分泌され，血糖依存的にインスリン分泌を促進する消化管ホ

ルモンはインクレチンと総称され，1906年の概念提唱から今日までにGIP(glucose-dependent 

insulinotropic polypeptide)とGLP-1（glucagon-like peptide-1）の２つがインクレチンとして作用

することが確認されています。食後のインスリン分泌の約7割がインクレチンの作用にもとづくこと

から、DPP-4阻害薬、GLP-1受容体作動薬、GIP/GLP-1受容体作動薬など、インクレチンの作用にもとづ

く糖尿病治療薬が開発され、国内外の糖尿病診療を大きく変革しています。特にインスリン分泌障害

を主な特徴とする東アジア人の２型糖尿病では、他民族と比して血糖改善作用がより大きいことも示

され、日本では薬物療法を受ける糖尿病患者の約8割がDPP-4阻害薬を使用するにいたっています。ま

た、GLP-1受容体やGIP受容体を薬理学的濃度で活性化しうるGLP-1受容体作動薬とGIP/GLP-1共受容体

作動薬は、膵β細胞からのインスリン分泌を血糖依存的に促進し、高血糖を改善するのみならず、中

枢に作用して食欲抑制効果を発揮することから、わが国でも増加傾向にある若年肥満２型糖尿病の治

療薬としても期待されています。基礎研究の結果からGLP-1受容体作動薬は、血糖改善効果や減量効果

のみならず腎症や神経障害などの細小血管障害、虚血性心疾患など大血管障害の発症・重症化予防に

資する可能性が指摘されています。実際、心血管安全性試験にてクラスとして、主要心血管イベント、

腎イベントのリスク軽減が示されています。また、GIP/GLP-1受容体作動薬についても著明な血糖改

善・減量効果から合併症や併存症の発症・重症化を予防しうる糖尿病治療薬としてなお一層注目され

ています。本講演では、インクレチンやインクレチン関連薬についてこれまでの知見を振り返りなが

ら、糖尿病や合併症・併存症の克服に向けて残された課題について議論したいと思います。 
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発揮します。 

当初、糖尿病を有する症例では、インクレチン

によるインスリン分泌促進作用の減弱や、GLP-1

分泌の低下が報告されたことから、国内外の研究

者および製薬企業により、糖尿病に対するインク

レチン補充療法の開発が進められました。さらに、

遺伝子改変動物を用いた生理学的研究により、イ

ンクレチンが心臓、腎臓、神経などに対して臓器

保護的に作用することが示され、糖尿病合併症の

発症・進展予防の観点からも、インクレチン補充

療法の創出に向けた期待が高まりました。 

私が関西電力病院に着任したのは 2007 年頃の

ことです。当時、インクレチン補充療法として、

DPP-4 阻害薬や GLP-1 受容体作動薬の上市に向け

た治験が国内外で進められていました。これらの

薬剤については、「日本人では白人に比べて血糖

改善効果がより大きいのではないか」という議論

が始まりつつありました。しかし、その一方で、

日本人におけるインクレチンの分泌量や作用に

ついては、十分に検討されていませんでした。 

当時、関西電力病院の病院長であった清野裕教

授から、「白人と日本人のインクレチン分泌量を

比較してみてはどうか」とご助言をいただきまし

た。そこで、ドイツの研究グループと協議し、同

じ研究室で同一の測定系を用いて、糖負荷および

食事負荷の前後における GLP-1と GIPの血中濃度

を測定しました。 

 

 

その結果、白人、日本人いずれにおいても、糖尿

病のある方とない方の間で GIPや GLP-1の分泌量

に大きな違いはみられませんでした。すなわち、

インクレチンの分泌低下が糖尿病の主な原因で

ある可能性は低いことが示されました。 

一方で、大変興味深いことに、日本人では白人に

比べて GLP-1の分泌量が著明に低いことが明らか

になりました。日本人ではインスリン分泌能が白

人より低いことが広く知られていますが、もしか

すると GLP-1分泌量の低下がその一因となってい

るのではないか――そう感じ、大きな興奮を覚え

たことを今でもよく覚えています。 

当時は、まだ DPP-4阻害薬や GLP-1受容体作動

薬が上市されていませんでした。そのため、「どの

ようにすれば GLP-1の分泌量を増やせるのか」を、

関西電力病院の仲間とともに真剣に考えました。

その際、管理栄養士の岩崎真宏さんが、たんぱく

質や脂質が GLP-1分泌を強力に促進するという論

文を紹介してくれました。そこで、これらの栄養

素を多く含む食品を先に摂取して GLP-1分泌を促

し、その後に炭水化物を摂取すれば、食後の血糖

上昇を最大限に抑制できるのではないかという

仮説を立て、検討を行いました。具体的には、糖

尿病のある方とない方に 2 回来院していただき、

それぞれ朝食を召し上がっていただいたうえで、

GLP-1や血糖値などを測定しました。1回目は、米

飯を食べる前にサバの水煮を摂取していただき、

2 回目は米飯を食べた後にサバの水煮を摂取して

いただきました。同じ食事内容でありながら、サ

バの水煮を先に食べた場合には GLP-1の分泌が促

され、胃運動が抑制された結果、食後の血糖上昇

が抑えられることを明らかにすることができま

した。 

 

炭水化物に先んじて、たんぱく質や脂質を含む食

品を摂取することで血糖上昇を改善できるとい

う本研究の知見は、大きな注目を集めました。 

この考え方は、当時注目されていた「ベジファー

スト」――すなわち、炭水化物より先に食物繊維
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を多く含む野菜を摂取して食後高血糖を予防す

る方法――と相まって、国内外で広く実践される

食事法となっています。さらに、GLP-1 は中枢に

作用して食欲を抑える働きをもつことから、GLP-

1 分泌を増やす「食べる順番」が減量にも有効で

ある可能性を考えました。 

 

そこで私たちは、国内で実施されている特定健

診を受ける 40 歳以上の方々のうち、いわゆる糖

尿病予備群とされる方を対象に、「食べる順番」の

効果を検討する臨床研究を行いました。この研究

では、参加者を二つのグループに分けました。ひ

とつは保健師による従来通りの保健指導を受け

る群、もうひとつはそれに加えて「食べる順番」

――すなわち炭水化物に先んじて食物繊維やた

んぱく質、脂質を含む食品を摂取する方法――を

説明する群です。両群を比較し、6 か月間にわた

って体重の変化を観察しました。その結果、驚い

たことに、「食べる順番」を説明した群では摂取エ

ネルギー量が減少し、体重も増えにくいことが明

らかになりました。この結果は、「食べる順番」に

より GLP-1の分泌が増強されたことが関係してい

ると考えています。 

また、私たちのグループでは、実験動物を用い

た検討により、食後の血糖値や摂食量に対する

「食べる順番」の効果が GLP-1を介した作用であ

ることも確認しています。現在は、血糖値や体重

に最も影響を与えるたんぱく質や脂質の種類・比

率についてさらに研究を進めており、その成果に

もとづいて、糖尿病や肥満症の治療の一助となる

ようなサプリメントの開発を目指しています。 

 

さて、食事によって GLP-1を増やす方法を検討

していたころ、2009年には DPP-4阻害薬が、続い

て 2010 年には GLP-1 受容体作動薬が、わが国で

も相次いで上市されました。GIP と GLP-1 はいず

れも消化管から分泌された後、DPP-4（Dipeptidyl 

peptidase-4）と呼ばれるたんぱく分解酵素によ

って速やかに不活化されます。そのため、これら

のホルモンの半減期はわずか数分とされていま

す。DPP-4 阻害薬は、DPP-4 の活性を抑えること

で、体内で活性を保ったまま存在するGLP-1やGIP

の量を増やし、インスリン分泌を促進します。 

一方、GLP-1 受容体作動薬は、遺伝子組み換え技

術により DPP-4で分解されにくい構造をもたせた

GLP-1 を体外から補充することで、インスリン分

泌を増強します。 

実際に、薬物療法を受けていない糖尿病をもつ

日本人を対象に、これらの薬剤を 2週間使用して

いただき、前後で食事負荷試験を行ったところ、

インスリン分泌が増加し、食後の血糖上昇が明ら

かに抑制されました。さらに、食事摂取 2時間後

に経静脈的にインスリンを注入して人為的に低

血糖状態を作ると、これらの薬剤によるインスリ

ン分泌促進作用は消失することを確認しました。 
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この結果から、DPP-4 阻害薬および GLP-1 受容

体作動薬はいずれも血糖値が高いときにのみイ

ンスリン分泌を促進し、血糖改善効果を発揮する

薬剤であることが示されています。したがって、

これらの薬剤は単独で使用した場合に低血糖を

起こしにくく、またインスリン自己注射との併用

においても低血糖を助長しにくい、安全性の高い

薬剤といえます。この特性により、インスリン分

泌障害を主な特徴とする日本人や東アジア人の 2

型糖尿病に対して、非常に有効かつ安全な治療選

択肢となっています。 

さらに、DPP-4 阻害薬および GLP-1 受容体作動

薬に関する臨床開発治験のメタ解析では、日本人

を含むアジア人では、他の民族に比べて HbA1cの

改善効果がより大きいことも示されています。

 

なお、最近の研究では、GLP-1 に対する受容体

の感受性を高める遺伝子多型が、東アジア人では

高頻度にみられることが報告されています。この

遺伝的背景が、東アジア人において DPP-4阻害薬

や GLP-1受容体作動薬の血糖改善効果が大きい理

由の一つになっていると考えられます。 

さて、DPP-4 阻害薬や GLP-1 受容体作動薬は、

高血糖時にのみインスリン分泌を促進するため、

低血糖のリスクが低いことを先ほど述べました。 

この特性は、超高齢社会を迎えたわが国において、

極めて重要な意義をもっています。日本人の 2型

糖尿病は、インスリン分泌不全を主な特徴として

いるため、これまで SU 薬やグリニド薬といった

インスリン分泌促進系薬剤が多く用いられてき

ました。しかし、低血糖のリスクという観点から、

DPP-4 阻害薬が上市されると急速に置き換えが進

みました。 

日本糖尿病協会（JADEC）では、2型糖尿病をも

つ高齢の日本人を対象に、DPP-4阻害薬と少量 SU

薬の有効性および安全性を比較するランダム化

比較試験を実施しました。その結果、両薬剤とも

に 2年間にわたり同程度の HbA1c改善効果を示し

ましたが、少量 SU 薬と比べて DPP-4 阻害薬では

圧倒的に低血糖の発生が少ないことが明らかに

なりました。この研究成果は、わが国の糖尿病人

口の約 7割を占める 65歳以上の高齢者において、

DPP-4 阻害薬の有用性を明確に示すものといえま

す。 

 

安全性という観点から、私たちのグループでは

レセプトデータを活用し、DPP-4 阻害薬による急

性膵炎や膵癌のリスクについても検討を行って

います。DPP-4 阻害薬や GLP-1 受容体作動薬につ

いては、非臨床研究の結果を踏まえ、上市当初か

ら膵疾患リスクへの懸念が指摘されていました。

しかし、実際の臨床データを解析した結果、DPP-

4 阻害薬による急性膵炎や膵癌のリスク上昇は認

められませんでした。もちろん、ランダム化比較

試験のメタ解析においては、発症頻度は極めて低

いものの、DPP-4 阻害薬と急性膵炎の関連を示唆

する報告もあります。したがって、実臨床におい

ては、飲酒や肥満といった既知のリスク因子を考

慮しながら、DPP-4 阻害薬が適切に使用されてい

るものと考えられます。 
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さらに、私たちは DPP-4阻害薬の費用対効果につ

いても検討を行いました。その結果、標準治療と

比較して、DPP-4 阻害薬の使用が医療費の軽減に

つながることを明らかにしています。このような

ビッグデータ解析の成果から、DPP-4 阻害薬は医

療経済的な観点からも、わが国の糖尿病診療にお

いて重要な役割を担う薬剤であるといえます。 

一方、糖尿病をもつ全ての方に同じように有効

というわけではないことも明らかになっていま

す。 

日本糖尿病学会（JADEC）が実施したリアルワー

ルドエビデンス研究では、約 4人に 1人の割合で

DPP-4 阻害薬の血糖改善効果が時間の経過ととも

に減弱することが示されました。 

さらに私たちのグループでは、DPP-4 阻害薬の

効果と食習慣との関連を検討したところ、飽和脂

肪酸の摂取量が多い方では、治療開始後 6か月以

降に体重増加がみられ、HbA1c 改善効果が次第に

弱まることを確認しました。効果が減弱した群の

飽和脂肪酸摂取量はおおよそエネルギー比で 9％

でしたが、わが国の食事摂取基準では、動脈硬化

性疾患予防の観点から飽和脂肪酸摂取量をエネ

ルギー比 7％未満に抑えることが推奨されていま

す。このことから、栄養指導の内容と整合をとり

ながら飽和脂肪酸摂取を適正化することで、DPP-

4 阻害薬の血糖改善効果を長期に維持できる可能

性があると考えています。 

 

私たちの教室では、清野裕教授、稲垣暢也教授

の時代から、高脂肪負荷時には GIPが脂肪組織へ

のエネルギー蓄積を促進し、肥満を助長すること

を世界に先駆けて報告してきました。これらの知

見を踏まえると、飽和脂肪酸を多く摂取している

方では、DPP-4阻害薬によって増加した活性型 GIP

が、余剰のエネルギーを脂肪組織に蓄積させやす

くなります。その結果、体重増加やインスリン抵

抗性の悪化を引き起こし、血糖改善効果が次第に

弱まると考えると理解しやすいと思います。一方

で、飽和脂肪酸の摂取量を十分に改善できず、

DPP-4 阻害薬による効果が得られにくい方では、

GLP-1受容体作動薬が注目されています。 

現在、国内では複数の GLP-1受容体作動薬が使

用可能となっており、それぞれ血糖改善効果や減

量効果に違いがあります。まず、血糖改善効果に

ついてです。私たちのグループの研究では、生体

内での作用時間が短い短時間作用型の GLP-1受容

体作動薬は、主に胃運動を抑制し、栄養素の吸収

をゆるやかにすることで食後の血糖上昇を抑制

することを確認しています。一方、作用時間の長

い長時間作用型の薬剤は、主に膵β細胞からのイ

ンスリン分泌を促進し、グルカゴン分泌を是正す

ることによって、食前・食後の血糖値をともに改

善することが明らかになっています。また、創薬

技術の進歩により、長時間作用型の薬剤は、かつ

ては 1日 1回の注射が必要でしたが、現在では週

1 回投与でよい製剤が一般的となりました。これ

により、治療の継続性が向上し、糖尿病をもつ人

の生活の質（QOL）は大きく改善しています。 
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次に、減量効果についてです。私たちは、分

子量の大きい GLP-1受容体作動薬では食欲抑制

効果が限定的であり、減量には分子量の小さい

薬剤の方がより有効であることを明らかにして

います。GLP-1受容体作動薬は、脳内に移行して

視床下部弓状核など、食欲制御に関与する部位

の神経活動を抑制することで、食欲抑制および

減量効果を発揮すると考えられています。前述

の週 1回注射で使用される長時間作用型 GLP-1

受容体作動薬には、大きく分けて二つのタイプ

があります。ひとつは、生体内での安定性を高

めるために脂肪酸修飾を施し、血中アルブミン

と結合しやすくした比較的分子量の小さいタイ

プです。もうひとつは、IgG4 の Fc領域やアルブ

ミンなどの大きな分子と融合させた分子量の大

きいタイプです。 

 

興味深いことに、分子量の大きい GLP-1受容

体作動薬は、分子量の小さいものに比べて食欲

抑制や減量効果が弱いことを、私たちのグルー

プをはじめ、いくつかの研究グループが報告し

ています。 

 

皮下注射された GLP-1 受容体作動薬は、脳室

近傍の上衣細胞に発現する GLP-1受容体を介し

て脳内に取り込まれることが知られています。

しかし、分子量の大きい GLP-1受容体作動薬は

脳内へ移行しにくいため、食欲抑制や減量効果

が発現しにくいと考えられています。 

さて、GLP-1 受容体作動薬に加えて、近年では

GIP/GLP-1受容体作動薬が、その顕著な血糖改善・

減量効果により大きな注目を集めています。現在、

チルゼパチドが唯一の GIP/GLP-1受容体作動薬と

して、わが国でも使用可能となっています。チル

ゼパチドは一分子のペプチド製剤であり、GIP 受

容体と GLP-1受容体の双方を活性化することがで

きます。薬理学的検討によると、チルゼパチドは

GIP受容体に対しては GIPと同等のEC₅₀を示す一

方、GLP-1 受容体に対しては GLP-1 よりも約一桁

高い EC₅₀を示します。このことから、当初はチル

ゼパチドの血糖改善および血糖改善効果や減量

効果は主に GIP受容体を介したものであり、GLP-

1 受容体を介する作用は限定的であると考えられ

ていました。 

 

実際に、私たちのグループでは、GIP を薬理学

的濃度で投与した際に、顕著な血糖改善効果に加

え、食欲中枢への直接作用と脂肪組織からのレプ

チン分泌促進による間接作用の両面から、著明な
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減量効果を発揮することを、実験動物を用いた研

究で明らかにしています。 

 

しかし、近年、チルゼパチドが GLP-1受容体に

対してバイアス型アゴニストとして作用するこ

とが報告され、GLP-1 受容体を介した作用の重要

性が改めて認識されています。通常、アゴニスト

が結合した GLP-1 受容体は細胞内に取り込まれ、

シグナルが減弱していくことが知られています。

一方、バイアス型アゴニストが結合した GLP-1受

容体は細胞内に取り込まれにくく、シグナルが減

弱しにくいため、生体内でより強力かつ持続的に

GLP-1 受容体を活性化し続けると考えられていま

す。もちろん、GLP-1 受容体を強力に活性化する

と、嘔気や嘔吐などの消化器関連の副作用が問題

となります。しかし、チルゼパチドの場合は、GIP

がもつ制吐作用により、GLP-1 受容体を強く活性

化しながらも、こうした消化器症状が軽減される

と考えられています。 

実際に、2 型糖尿病をもつ日本人を対象に実施

されたチルゼパチドの臨床開発治験においても、

GLP-1 受容体作動薬デュラグルチドと比較して、

圧倒的な血糖改善効果と減量効果が認められて

います。さらに、同試験の一部の被験者では食事

負荷試験も実施されており、その結果、インスリ

ンおよびグルカゴン分泌の是正とともに、食前・

食後いずれの血糖値も著しく改善していること

が確認されました。興味深いことに、チルゼパチ

ド投与群では HbA1c 6％未満を達成する被験者が

多数を占めていました。この結果は、従来の治療

では困難とされてきた血糖正常化が現実のもの

となり、合併症の発症や重症化を予防できる時代

が到来したことを示唆しています。 

 

 非臨床研究において、GLP-1 や GIP が多面的な

作用をもつことが次第に明らかとなり、血糖改善

や減量効果によらない直接的な臓器保護作用が

示され、GLP-1 受容体作動薬や GIP/GLP-1 受容体

作動薬による合併症の発症・重症化予防への関心

が高まっています。また、私たちのグループでは、

GLP-1 受容体作動薬の使用前後で低血糖クランプ

試験を実施し、この薬剤が低血糖時の交感神経お

よび副腎系の反応を抑制することを明らかにし

ました。この作用は、GLP-1 受容体作動薬による

心血管イベントの抑制効果にも寄与していると

考えています。 

 

米国 FDA（Food and Drug Administration）の

勧告により義務付けられている心血管安全性試

験（CVOT, Cardiovascular Outcome Trial）の結

果、GLP-1 受容体作動薬では、主要心血管イベン

トや腎イベントの発症を抑制することが報告さ

れています。こうした知見を踏まえ、日本糖尿病

学会が発出した 2型糖尿病治療アルゴリズムでは、

慢性腎臓病や心血管疾患を有する場合には、GLP-

1 受容体作動薬の使用を考慮することが推奨され

ています。 
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なお、GIP/GLP-1 受容体作動薬による心血管イ

ベント抑制効果については、現時点では議論が定

まっていません。GIP 受容体欠損マウスを用いた

非臨床試験では、GIP シグナルを阻止することで

虚血再灌流後の死亡リスクが軽減されることが

報告されています。一方、薬理学的濃度の GIPを

投与した場合には、虚血再灌流後の死亡リスクに

有意な変化は認められませんでした。このため、

GIP シグナルを抑制すべきか、あるいは活性化す

べきかについては、今後さらに検討が必要と考え

られます（なお、2025年 9 月に欧州で開催された

欧州糖尿病学会（EASD）では、GIP/GLP-1 受容体

作動薬チルゼパチドに関する心血管安全性試験

の結果が報告されました。その結果、チルゼパチ

ドは GLP-1受容体作動薬デュラグルチドに対して

主要心血管イベント抑制における非劣性を示し、

さらに心血管死・総死亡・腎イベントに対して優

位性を示したことが明らかにされています。一方、

現在わが国でも開発が進められている GIP受容体

中和抗体と GLP-1受容体作動薬のハイブリッド分

子（AMG-133）については、現時点では心血管・腎

イベントに関するデータはまだ報告されていま

せん）。 

 

 

1906 年にインクレチンの概念が提唱されてか

ら、すでに 100年以上が経過しました。この間に、

インクレチンの作用にもとづく薬剤が登場し、糖

尿病治療は大きく変革を遂げてきました。しかし、

その一方で、まだ解明されていないことも多く残

されています。今後は、若手の医師や研究者の皆

さんにも、ぜひこのインクレチン研究に積極的に

参画していただきたいと思います。特に、糖尿病

治療の個別化が注目される今日において、どのよ

うな患者さんにインクレチン薬がより有効なの

かを、科学的に明確化していくことがますます重

要になっています。 

 

私たちのグループでは、GLP-1受容体作動薬の

食欲抑制や減量効果が、個々人の食行動パター

ンに依存することも明らかにしています。
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食行動パターンと GLP-1受容体作動薬の有効性お

よび安全性に関する前向き観察研究において、オ

ランダで開発された DEBQ（Dutch Eating Behavior 

Questionnaire）を用いて、外発的摂食・情動的摂

食・抑制的摂食の 3 つの食行動を評価しました。

外発的摂食は、「パン屋さんの前を通りかかった

ら、おいしそうなので買いたくなりますか？」と

いった質問で評価され、視覚や嗅覚などの外的刺

激によって引き起こされる食行動を指します。情

動的摂食は、「イライラしているとき、何か食べた

くなりますか？」といった質問で評価されるスト

レスなど感情に関連した食行動です。抑制的摂食

は、「体重に注意して、夜遅く食べないようにして

いますか？」といった質問で評価され、セルフケ

ア意識の高まりにより一時的にみられる食行動

ですが、残念ながら多くの場合、3 か月ほどで元

に戻ってしまいます。大変興味深いことに、GLP-

1 受容体作動薬は外発的摂食を 1 年間にわたり持

続的に抑制する一方で、情動的摂食や抑制的摂食

に対する影響は一時的であり、1 年後には開始前

と同程度に戻ることがわかりました。さらに、治

療開始時の外発的摂食スコアが高いほど体重減

少量が大きいことも明らかになりました。一方で、

情動的摂食スコアや抑制的摂食スコアとは明確

な相関が認められなかったため、特に情動的摂食

スコアが高い方では、カウンセリングなどを通じ

て心理的ストレスを軽減する支援が必要である

と考えられます。 

 また、私たちのグループでは、GLP-1 受容体作

動薬の血糖改善効果が、残存する膵 β 細胞の機

能および量に依存することも明らかにしていま

す。膵β細胞からのインスリン分泌は、糖尿病の

発症以前から徐々に低下するとされており、その

要因の一つとして膵β細胞量の減少が注目され

ています。私たちは、GLP-1 受容体作動薬の単独

療法や経口薬との併用療法における血糖改善効

果が、残存膵β細胞量の指標である Cペプチド・

インデックス（CPI）によって予測できることを見

出しました。 

 

もっとも、CPI はあくまで間接的な指標である

ため、より直接的な評価を目的として、稲垣暢也

教授が京都大学で確立された膵 β 細胞イメージ

ング技術を用いて検討を行いました。具体的には、

膵β細胞を選択的に障害する薬剤であるストレ

プトゾトシンを用い、残存膵β細胞量の異なる糖

尿病モデルマウスを作製し、GLP-1 受容体作動薬

を投与しました。その結果、膵β細胞が多く残っ

ているマウスでは GLP-1受容体作動薬による血糖

改善効果が大きく、一方で残存量が少ないマウス

では血糖改善効果が減弱することが明らかにな

りました。今後は、糖尿病をもつ方を対象とした

臨床研究による検証が必要ですが、残存膵β細胞

量が GLP-1受容体作動薬の効果を規定するという

知見は、糖尿病の発症や重症化を防ぐ新たな治療

戦略の方向性を示すものです。 

 

私たちは現在、膵β細胞量を減らさない、ある

いは増やすことで糖尿病を予防・改善する治療の

実現を目指し、再生医学・免疫学・分子遺伝学な
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どの多面的アプローチによる研究を進めていま

す。 

1型糖尿病の根治をめざし、ES細胞や iPS細胞

から膵 β 細胞を作り出して移植する治療は、社

会実装に最も近い膵β細胞補充療法といえます。 

京都大学は、これまでわが国の膵島移植を先導し

てきた施設ですが、ドナー不足のため、実際に膵

島移植を受けられる方は限られています。 

 

最近では、東京大学・山田泰広教授のグループ

が、転写因子 MYCLを用いることで、ドナーから採

取した膵島を試験管内で増殖させることに成功

したと報告しています。私たちのグループでも、

この成果を社会実装につなげることを目指し、共

同研究を進めています。 

 

さらに、京都大学 iPS 細胞研究所ならびに

Orizuru Therapeutics 社との共同研究として、

iPS 細胞から作製した iPIC（iPS cell–induced 

islet cells）を名刺大のシート状に織り込み、皮

下に移植する臨床研究の準備を進めています。先

日、倫理委員会において本研究の実施が承認され、

現在、来年 1月以降の移植開始に向けて鋭意準備

を行っているところです。なお、本臨床試験で用

いる iPIC は、目的外細胞を大幅に減らした高純

度の内分泌細胞（インスリン陽性細胞、グルカゴ

ン陽性細胞など）で構成されており、凍結保存が

可能です。解凍後、約 2週間でシート状製品とし

て準備できるため、計画的な移植が可能となり、

医療現場の負担軽減にもつながると考えられま

す。まずは 1型糖尿病を対象に治験を開始します

が、将来的には、インスリン分泌障害を特徴とす

る東アジア人の 2型糖尿病にも適応を拡大できる

ことを期待しています。 

 

私たちのグループでは、生体内で膵β細胞を増

やす治療の開発を目指し、膵β細胞の増殖制御機

構についても研究を進めています。膵臓の一部を

切除すると、血糖値の上昇を伴うことなく膵β細

胞の増殖が強力に促進されることが知られてい

ます。そこで、私たちは膵部分切除前後の遺伝子

発現変化を単一細胞 RNAシーケンス（scRNA-seq）

で解析しました。興味深いことに、増殖中のβ細

胞では、がん抑制遺伝子である p53 および Rb が

一過性に発現することがわかりました。さらに、

p53 や Rb の発現を抑制すると、膵 β 細胞の増殖

が制御されず、インスリン産生腫瘍を形成して低

血糖によりマウスが死亡することも確認してい

ます。この結果から、p53 や Rb が膵 β 細胞の過

剰増殖を防ぐ重要なブレーキとして機能してい

ることが示唆されました。 

 

もちろん、p53や Rbを直接標的とする治療薬の

開発は現実的ではありません。そのため現在、
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scRNA-seqを用いて、増殖β細胞に特異的に発現

する転写因子を探索する研究を進めています。 

また、私たちのグループでは、膵β細胞増殖を

誘導する薬剤を効率的にスクリーニングできる

実験系の構築にも成功しています。この系を用い

ることで、細胞レベルで膵β細胞の増殖をリアル

タイムにモニタリングできるだけでなく、世界で

初めて、生きたままの個体レベルで膵β細胞増殖

を 2光子励起顕微鏡により可視化・評価すること

にも成功しました。 

 

インスリンの発見から 100 年を経た現在、ES細

胞や iPS 細胞を用いた膵 β 細胞補充療法の実現

に大きな進展がみられています。今後は、生体内

で膵β細胞を増やすことで、糖尿病の発症や重症

化を予防する未来を実現すべく、教室一丸となっ

て研究を推進していきたいと考えています。つき

ましては、今後とも皆さまのご支援とご指導を賜

りますようお願い申し上げます。 

 

また、本日の講演内容に少しでも関心をお持ち

いただけた若手医師の方は、ぜひ一度、教室に見

学にお越しください。新しい糖尿病治療の扉を共

に開く仲間として、一緒に研究できる日を心より

楽しみにしています。 
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秦病院長、過分なご紹介、ありがとうございます。

今日こういう講演の機会を頂き、ありがとうござ

います。私自身は糖尿病の研究をずっと、インス

リン分泌、あるいはインクレチンの研究に関する

研究をずっと行ってまいりました。ただ、今日は

矢部先生がインクレチンの素晴らしいご講演を

いただきましたので、その辺は全て矢部先生にお

まかせして、私自身は京都大学の教授になってか

ら始めた臨床研究の話をさせていただきたいと

思います。タイトルは、「非侵襲的膵β細胞イメ

ージング研究：臨床応用までの 17年」ということ

で、これから北野病院でもさまざまな臨床研究を

行っていかなくてはいけないと思っていますが、 

こういう私の経験がご参考になればと思いまし

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た。先ほど少し矢部先生からも触れていただきま

したけれども、このスライドは UKPDSという前向

きの試験なんですが、糖尿病と診断された前後で

膵β細胞の機能がだんだんと進行性に機能が低  

非侵襲的膵β細胞イメージング研究 

：臨床応用までの 17年 
公益財団法人田附興風会 医学研究所北野病院 理事長 

稲垣 暢也先生 
                                                                                          

1 型糖尿病は膵β細胞が破壊され、インスリン分泌が廃絶することによっておこる。一方、2 型糖尿病にお

いても、ヒト剖検膵を用いた検討により、膵β細胞量が減少していることが知られている。従って、2 型糖尿病

の病態においても、膵β細胞の機能低下だけでなく、量の減少は重要な要素と考えられる。糖尿病の発症や

進展に際して、あるいは治療を行った際に、膵β細胞量がどのように変化するかを非侵襲的に定量することが

できれば、糖尿病の病態解明や新たな治療法の開発において有益となると期待される。 

私は、京都大学の教授着任後間もない 2006 年頃、京都大学の薬学研究科に分子イメージング研究で有

名な佐治秀郎教授がおられることを知り、早速、まだお会いしたこともない佐治先生の教授室を訪れ、膵β細

胞を可視化することができないか尋ねてみた。佐治先生は、初めて対面する私に向って、「それは面白そうだ

からぜひ一緒に研究を行いましょう」、と仰ってくださった。非侵襲的β細胞イメージング研究の始まりである。 

膵β細胞量を非侵襲的に定量化する方法の一つとして、single photon emission tomography（SPECT）ある

いは positron emission tomography（PET）を用いたイメージング法があげられるが、これらの方法を用いるため

には、膵β細胞に特異的に集積するプローブの開発が必要となる。当時、世界ではいくつかの研究グループ

によって同様の研究が進められていたが、いずれも膵β細胞へのプローブ集積の特異性が低く、周囲臓器に

も相当量のプローブ集積を認めることから、より特異性の高いプローブの開発が求められていた。私達は、さ

まざまな候補物質を試し、最終的にインクレチンの一つである glucagon-like peptide-1（GLP-1）の受容体に

結合するリガンドである exendinを母体骨格としたプローブが有望であることを見出した。 

マウスを用いた検討においては 111In が入手性に優れ、プローブの合成が容易で収率が良いこと、半減期

が長く一度のプローブ合成で複数のマウスの評価が可能であるなどの利点から、111In標識した SPECT用プロ

ーブを使用し、さまざまなモデル動物を用いて、膵β細胞量を非侵襲的に評価することが可能であることを明

らかにした。さらに、ヒトにおいては、exendin を母体骨格とし、より定量性に優れる 18F 標識 PET 用プローブを

開発した。そして、2017 年にはヒトでの第 I 相臨床試験を開始し、その安全性と有効性を確認することができ

た。2022年からは、1型糖尿病患者ならびにインスリノーマ患者を対象に第 II相臨床試験を行い、多くの知見

が集積しつつある。 

本講演では、私のこれまでの 17年以上に及ぶ膵β細胞イメージングに関する研究について紹介したい。 
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下するということが分かっています。このスライ

ドは横断的な研究で、私がいた京都大学における

入院患者さん 700例で調べたもので、グルカゴン

負荷試験を行ったときのインスリン分泌を見て

います。糖尿病と診断されてからの年数が長けれ

ば長くなるほどインスリン分泌は悪くなるんで

す。つまり、あくまでも横断的研究ですが、糖尿

病は進行性に悪化するいうことが出来ます。しか

も、BMIが 25以上の太ってる人ほど、低下の傾き

が急であるということが分かりました。じゃあ、

なぜこのように進行性にインスリン分泌が悪く

なるのかということなんですが、これはアメリカ

のバトラーという病理学者の有名な研究なんで

すが、交通事故で亡くなった 124人の剖検例にお

ける膵臓の切片を調べて、β細胞の量がどうなっ

てるかというのを調べています。2003年というこ

とですから、もう 20 年以上前の研究になります

が、糖尿病のない人と比べて、2 型糖尿病では肥

満、痩せ、いずれにおいても、β細胞の量が半分

ぐらいに減ってしまっているということが報告

されています。その原因として、β細胞のアポト

ーシスすなわち細胞死が 2型糖尿病では進んでい

る事が分かります。また、特に肥満のある人では、

境界型糖尿病の段階でも β 細胞の量が有意に減

っていると報告しているのです。このスライドは、

2 型糖尿病の自然史としてよく使われる図なんで

すが、私達は通常、加齢と共にインスリン抵抗性

が高まってきます。それは、肥満になったり、あ

るいは筋肉量が減ったりすることによるもので

すが、その結果代償的にインスリンをなんとかβ

細胞から出そうと頑張るわけですね。その時にβ

細胞の量も若干増えると考えられています。とこ

ろが、ある時点から破綻し始めるんです。破綻し

てしまうと、インスリン分泌がインスリン抵抗性

に追い付かなくなるということで、糖尿病を発症

するということになります。じゃあその破綻や、

分泌が低下する機序にどういうことが考えられ

るかというと、もちろん一つは個々のβ細胞の機

能不全なんですけれども、もう一つはβ細胞の量

そのものが減ってくるということがあげられる

わけです。この両方が合わさってインスリンの分  
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泌不全、その結果としてのインスリンの相対的な

作用不全が起こるというふうに考えられてます。

そいうことで、私自身も京都大学にいる時は、先

ほど矢部先生に紹介いただきましたけども、β細

胞をどうやったら増やすことができるか。あるい

はβ細胞の再生の研究を行ってまいりましたけ

ど、今日はそういう話は全て置いておいて、イメ

ージングの話だけをしたいと思っております。じ

ゃあβ細胞をどうやって見たらいいのかという

ことですね。先ほどのバトラーの研究では、剖検

例で見ていますけど、私達は生きている人から膵

臓のβ細胞を見ることはできないか。そのために

は、非侵襲的に見るためにどうやったらいいんだ

ろうかということです。膵臓にはランゲルハンス

島ともよばれる膵島が 100 万個程度あって、直径

が 50 から 500μm、非常に小さいものが散在して

います。これをどうやって見るかっていうと、も

ちろん顕微鏡みたいなもので空間分解能の高い

技術で見ればいいんですけど、それは侵襲的にな

ってしまうということで、じゃあ非侵襲的に見よ

うと思ったら何か高いコントラストを実現する

ような標識プローブ、そういったものを開発して

イメージングすることができないかということ

になります。私自身は先ほど秦先生に紹介いただ

きましたように、京大の教授になったのはちょう

ど 2005 年、矢部先生の今の時期にあたる頃だと

思いますけれども、なんとかこういうイメージン

グができないかなと考えていました。そして、翌

年に、京都大学の薬学部にイメージングで非常に

有名な佐治英郎先生という教授がおられること

を知りました。私はその時恐れ知らずだったんで

すね。行ってみようと思って、佐治先生の教授室

のドアをノックして入って、なんとか β 細胞の

イメージングをしたいんだけどできますかみた

いな話をしたら、「それはすごく面白いですね。ぜ

ひ一緒にやりましょう。」と言っていただきまし

た。それが 2006年になります。ちょうど本格的に

研究費も取れて始めたのが 2007年ということで、

今年が約 17 年ということになります。この写真

は、その後佐治先生が京大の薬学研究科の教授を

ご退任される時に、懇親の場で感謝を申し上げた 

時の写真になります。 

さて、具体的に非侵襲的にイメージングしようと

思うと、MRI であったり PET であったり SPECT で

あったりということになりますけれども、これら

はいずれも侵襲性はありませんが、最も定量性が 

良いものは PET。SPECT もそれなりに定量性があ

ります。MRI は定量性があまりないということに

なります。私達は佐治先生との共同で、PET ある

いは SPECT を用いて β 細胞のイメージングを行

おうということを考えました。  
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それまでに先行研究もいくつかありました。じゃ

あイメージングしようと思うと、何か β 細胞に

特異的に発現しているような分子をターゲット

としてプローブを作る必要があるということに

なります。どんな分子があるかということで、ま

ず考えられたのはスルホニル尿素受容体。私は、

先ほど矢部先生に紹介していただきましたよう

に、それ以前にβ細胞の ATP感受性カリウムチャ

ネルの構造決定することできましたけども、この

ATP 感受性カリウムチャネルを構成している分子

が、糖尿病の治療薬であるスルホニル尿素薬、SU

薬やグリニド薬の作用部位であるスルホニル尿

素受容体です。これをターゲットとしてやったら

いいんじゃないか。つまり、SU薬とかグリニド薬

とか、そういったものを標識したらいいんじゃな

いかと考えました。あるいは、グルコーストラン

スポーター、GLUT2 を標的としてグルコースアナ

ログであるようなアロキサンといったもの、を標

識したらいいんじゃないかと、いろいろと試して

みました。一方で、それまでに論文も幾つか出て

いました。例えば細胞内小胞の膜にあるモノアミ

ントランスポーター、VMAT2 をターゲットとした

プローブなどが他の国でもやられてました。ただ、

どれもあまり結果が良くないんです。この VMAT2

をターゲットとしたプローブでは、確かに一見膵

臓が描出されるんですけども、ご覧いただくよう

にバックグラウンドの肝臓とかにも集積してい

ます。これではなかなか使い物にならないという

ことになります。いろんな分子を薬学研究科の先

生方と一緒に試して、最終的に行き着いたのが、

実はインクレチン、GLP-1 なんです。ここで今日

の矢部先生の話ともつながるんですが、GLP-1 の

受容体のアゴニスト、Exendin-4 というのは、エ

キセナチドともよばれ、バイエッタという名前で

糖尿病の治療薬として使われていました。1 日 2

回打たないといけないので、今はもうほとんど使

われていませんけども。この Exendin-4というの

はアメリカオオトカゲの唾液腺から取られたペ

プチドで GLP-1と非常によく似た構造をしている

のですが、Exendin-4 の N 末部分を欠損した

Exendin（9-39）を、I-125 で標識したもの 

が当時レセプターの結合アッセイに使う目的で

売られていたんです。それを試してみたら非常に

うまくいったんです。具体的には、GFP を発現さ

せてβ細胞が蛍光で緑に光るようなマウスに、放

射線ラベルした Exendin（9-39）を尾静脈から注

射して見ると、左の写真は膵臓におけるインスリ

ン分泌 β 細胞の GFP を見ているのですが、β 細

胞とよく一致して、この放射線プローブが集積す

るということが分かったわけです。この結果は

2009 年の論文に報告しました。今から 15 年前と

いうことになります。これはいけるんじゃないか

ということで、GLP-1 レセプターにターゲットを

絞ってさらなる開発を進めたわけです。  
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ただ、先ほどの研究で用いた I-125で標識したも

のはイメージングには全然使えない代物なので、

私達は次に SPECT用のプローブを考えました。具

体的にはインジウム 111 というもので Exendin-4

をこれで標識するんです。GLP-1 の受容体アゴニ

ストである Exendin-4にこういったものをキレー

トしてくっつけるんです。半減期は 3 日弱です。 

この写真は実際にインジウムで標識した

Exendin-4 をマウスに投与した時の結果ですが、

臓器における分布をみると、腎臓と肺にかなり集

積してることが分かりますが、それとは別に膵臓

に集積することが分かりました。これはこのプロ

ーブをマウスに投与して、SPECT/CTで撮ったとき 

の代表的な写真になります。膀胱と腎臓が描出さ

れていますが、このプローブは元々腎臓から排出

されるので、腎臓と膀胱は、描出されます。それ

とは別に綺麗に膵臓が描出されることが分かり

ました。先ほど矢部先生にもお話いただきました

けれど、膵島移植ではドナーから単離したヒトの

膵島をレシピエントの門脈から肝臓内に移植す

るわけですけども、それと同じようなモデルで、

膵島を移植したマウスの肝臓においても、移植し

た膵β細胞が膵臓と同時に描出できることも明

らかにしてまいりました。 

そこで次に、本当にβ細胞の量も測ることができ

るのかということになります。NOD マウスという

のは 1 型糖尿病モデルのマウスで、db/db マウス

っていうのは肥満の 2型糖尿病のモデルマウスで

すが、いずれにおいても膵臓へのプローブの集積

と、実際に膵臓の切片から算出した β 細胞量が

非常によく相関するということも分かりました。

また、この 1型糖尿病モデルマウス、これを縦断

的に評価して、非侵襲的ですから縦断的に見てい

くことができるわけですが、NOD マウスで 1 型糖

尿病発症して高血糖になった群と、発症せずに正

常血糖のままの群。実際に膵臓へのプローブの集

積を見ると、高血糖を起こした群ではβ細胞が著

しく減っているのに対して、発症しなかった群で

はβ細胞量が維持できてることも分かってきた 

わけです。また、非侵襲的ですから縦断的に見て

いくことが可能となります。また、高脂肪食で肥

満を誘導したようなマウスでは、β細胞の量が経

時的に増えているということも、このイメージン

グで見ることができるということが分かりまし

た。あるいは、高血糖になるマウスモデルに SGLT2

阻害薬を投与して、血糖値をずっと下げてやると、  
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β細胞の量の減少を食い止めることができるこ

とも分かりました。こういったことも、縦断的に

このプローブを用いて見ることができるわけで

す。さて、これらはあくまでもマウスの話です。

マウスですと、先ほどのインジウム 111を用いた

SPECT なんですが、ヒトでやっていこうと思うと

より定量性を高めたいということで、私達が取っ

た戦略は、PET を用いて放射線でラベルするもの

はフッ素 18というものですね。PETと SPECTで何

が違うかというと、PET というのは放射線のラベ

ルしたところからポジトロン、陽電子が 180°で

出て、それが電子と一体になって光子になる。そ

れをディテクターでディテクトするわけです。

180°の合致したところだけを捉えるわけですの

で、非常に正確に、かつ定量性が強いのですが、

ただ、欠点は、フッ素 18 は半減期 2 時間という

ことですので、サイクロトロンを使わないと作れ

ない。これは、京大じゃないとなかなかできない

んですけれども、FDG-PET で用いられているのは

フッ素 18ですよね。あれは大量生産して、短時間

の間にデリバリーで運んでます。私達は、京都大

学のホットセルという鉛で作った大きな遮蔽を

設置してこのプローブを作ったわけです。具体的

には PEGという分子を介して Exendin-4にフッ素

18で標識しました。このプローブが本当に機能す

るのかどうか、まずマウスで調べたわけですが、

マウスでもきちんと膵臓がよく描出されるとい

うことが分かりました。先ほど矢部先生に紹介し

ていただきましたが、京都大学に当時におられた

児玉先生、今は神戸大学の消化器内科の教授をさ

れてますが、PNETマウスっていうのを作られまし

た。このマウスは RB と p53 をダブルでノックア

ウトしたもので、ものすごく面白いマウスなんで

すが、  
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インスリノーマとグルカゴノーマの両方ができ

るんですね。そういう自然発症マウスなんですけ

ども、それで見ると、実際インスリン陽性の腫瘍

は GLP-1の受容体が発現してるんですけど、グル

カゴン陽性腫瘍には GLP-1受容体が発現していな

いということで、これをこのわれわれの PETで見

ると、インスリノーマはきちっと描出されるんで

すけども、グルカゴノーマ、この点線で、枠で囲

ってるところですが、ここは描出されない。イン

スリノーマだけが描出されるということもよく

分かりました。 

さて、いよいよこれをヒトで投与しないといけな

いということで、われわれは 2017 年だったと思

いますが、6 人のボランティアの方に、第Ⅰ相の

臨床試験を行いました。これはヒトに投与すると

いうことで、非常に大変な労力とお金がかかって

るわけですけれども、ここでは、第 1コホートは

2人の人に1mCi、第2コホートは4人の人に2mCi、

さらにガイドを投与するということを行ってい

ます。結果になります。これで見ると、第 1コホ

ート、第 2コホート。これは投与してから 30分、

1 時間、ここでやっと 2 時間ですね。2 時間のと

ころで綺麗に膵臓が描出されていることが分か

ります。この図を見ると、腎臓と膀胱に多く集積

してて、その下の部分を拡大すると、膵臓に集積

し、2 時間たっても残っているということが分か

ります。このプローブは GLP-1の受容体に作用す

るので、軽い低血糖を起こした人がいましたけれ

ども、特にそのまま経過観察をするだけで問題な

く終了しました。ということで、第Ⅰ相の試験で

きっちりと忍容性、安全性を確認できた上に、実

際に膵臓も描出できるということが分かりまし

た。 

現在は、1 型糖尿病の人と、インスリノーマの患

者さんで、第Ⅱ相の試験を行うこととなり、京大

の糖尿病・内分泌・栄養内科の助教をしている村

上隆亮君が中心になってやってくれています。 

このスライドはその一例になりますが、この患者

さんは 1型糖尿病で、8歳の時に 1型糖尿病にな 

って、膵・腎同時移植を行ってるんです。その患

者さんにこのプローブを投与しました。本来であ

れば膵臓がここにあるのですがプローブの集積

は弱いです。そして、ドナーから頂いた膵臓、腸

骨下に移植されています。
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この黒く見えてるのは膀胱と腎臓。腎臓は一つだ

け移植されているのが分かりますが、移植された

膵臓にもプローブが綺麗に集積していることが

よくわかりました。さらに、これはインスリノー

マの患者さんですけれども、これも PET、CTで非

常に綺麗にインスリノーマが描出されていると

いうことが分かったわけです。村上先生が頑張っ

て患者さんをリクルートして、現在 1型糖尿病患

者さんで 20 例以上、それからインスリノーマの

患者さんでも 10 例以上行っています。いろんな

病院から患者さんを紹介していただいて、遠い人

は北海道からも来てくれています。実際にここで、

臨床的に高インスリン性の低血糖を認めて、腫瘍

が描出できて、インスリノーマが疑われるような

成人例についてまとめたものがこの結果です。こ

れは症例 1 から 7 の 7 例で、うち 6 例は CT で腫

瘍が認められていますし、残りの 1 例も超音波、

あるいは SACI testというものでインスリノーマ

が一応確認できている。こういう患者さんで具体

的に見たのがこれになります。これよりも、その

次を見たほうが分かりやすいと思います。7 例の

全てにおいてインスリノーマが綺麗に描出され

ているということが分かります。これが 1時間後

ですね。これが 2 時間後で、2 時間後のほうがバ

ックグラウンドとの比率がより大きくなるとい

うことで、より綺麗に見えるということが分かり

ました。これ、症例 1から 7ですけれども、腫瘍

の局在は膵頭部から膵尾部といろいろあり、腫瘍

の大きさは大体 1cm 数 mm 程度ですが全ての症例

においてこのプローブが綺麗に集積しており、手

術後に低血糖が消失しています。そして、この手

術と実際の病理所見を確認することによって、こ

のプローブが集積したところがインスリノーマ

であるということも確認できています。 

これは、この 7 例とはまた別の例ですけれども、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21



医学研究所北野病院紀要 R6                １．学術講演会特別講演 

この方は 73 歳の女性で、絶食試験陽性の高イン

スリン性の低血糖例で、他院で造影 CT、MRI、EUS

施行するも局在が分からないということで、ジア

ゾキシド内服で 5年間フォローされていましたが、

それでも依然頻回の低血糖に悩まされていて、局

在不明のインスリノーマ疑い例としてこの臨床

試験に参加していただきました。この患者さんも

このプローブを用いますと、非常にクリアに描出

することができて、今まで画像で分からなかった

ものも分かったということで、無事この人も手術

を受けて、低血糖がなくなっています。 

これは最後のスライドになりますけれども、そも

そも糖尿病ではβ細胞の量の低下と機能の低下

の 2つがみられるわけですが、膵臓のβ細胞量を

非侵襲的に評価することができれば、この両方の

側面から評価することができて、新たな病態の解

明につながると考えています。また、β細胞量を

指標とした治療効果を評価することで、個別化医

療につながり、β細胞量を治療のターゲットとし

た、そういった創薬につながるのではないかと考

えています。さらに、先ほど申し上げましたよう

に、インスリノーマの診断にもかなり強力だと考

えておりまして、今後はこの村上先生を中心に、

緩徐進行 1 型の糖尿病の患者さん、あるいは

Nesidioblastosis、膵島細胞症の患者さんにおい

てもこのプローブを応用していきたいと考えて

みているところですので、ぜひともまた北野病院

から、ご協力いただける症例ございましたら、私

に報告いただいても結構ですし、矢部先生でも結

構ですし、村上先生に直接ご連絡いただければと

思います。ということで、この 17年間に及ぶ研究

ですが、特に初期の段階は、佐治先生のご教室の

当時助教で現在は金沢大学の教授になられてい

る木村寛之先生や私の教室の助教で現在は開業

されている豊田健太郎先生、それから藤本裕之先

生、そして藤田直尚先生、浜松圭太先生、向英里

先生らと共に研究を行ってまいりました。アーク

レイ株式会社の皆さんには大変ご協力いただい

て、そして、現在ヒトへの段階になって、村上先

生を中心に、京大の放射線医学の先生方に大変ご

協力いただいて進めているところです。この場を

借りて心より感謝申し上げます。以上、私の発表

を終えたいと思います。どうもご清聴ありがとう

ございました。 
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年間優秀論文表彰 

最優秀賞受賞記念講演 

 

 

症例部門 

内分泌・代謝・腎臓研究部  塚口  諒 

 

 

原著部門 

神経・感覚運動器研究部   原田 博之 

内分泌・代謝・腎臓研究部  高山 祐美 
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【背景】 

下垂体腫瘍の半分程度は臨床的に非機能性な腺腫

(PitNET)である。一方で、臨床的に非機能性と診断され

る下垂体腺腫でも免疫組織化学的にはホルモン産生が

認められる例は多く、組織学的なホルモン産生性と臨

床的な機能性の乖離はよく経験される。ゴナドトロピ

ン産生下垂体腺腫の大半は臨床的に非機能性であり、

機能性ゴナドトロピン産生下垂体腺腫(FGA)は稀であ

るが、閉経前女性では月経不順・卵巣過剰刺激症候群

(OHSS)などを発症することがある。OHSSは一般的にhCG

を用いた生殖補助医療の合併症であり、卵巣腫大に加

えて血管透過性亢進による血液濃縮、胸水・腹水貯留を

来す疾患である。しかし、FGAによるOHSSの報告は限

られている。 

 

【症例】 

内科的既往のない28歳女性。初経は17歳で、年3-4回

の稀発月経であった。X-1年9月に頭部MRIで19 mm大

の下垂体腫瘍を指摘され、下垂体前葉ホルモン基礎値

から非機能性下垂体腺腫疑いで経過観察となった。X年

7月に下腹部痛・腹部膨満・呼吸困難で受診し、15 cm

大の両側卵巣多房性嚢胞と胸水貯留を認めた。エスト

ラジオール(E2) 1564.0 pg/mLと異常高値で、LH抑制

(＜0.30 mIU/mL)がみられたが FSH 抑制はなかった

(4.86 mIU/mL)。外因性hCG投与歴はなく、FSH産生下

垂体腺腫によるOHSSを疑った。 

 

【治療経過】 

生理食塩水の投与に加え、既報でOHSSの病態緩和に関

する有用性が報告されているカベルゴリンを投与した

ところ、胸水貯留は改善しE2は低下したが、卵巣嚢胞

はむしろ 25 cm大まで増大した。全身状態改善後に内

視鏡下経蝶形骨洞手術を施行した。免疫化学染色にて

FSH陽性、その他下垂体前葉ホルモン陰性でありFSH産

生下垂体腺腫の確定診断となった。術後E2はさらに低

下し LH・FSH とともに概ね基準範囲内となり、卵巣嚢

胞は著明に縮小した。月経周期も 1-2か月に 1回と改

善傾向となった。 

 

【考察】 

本症例は、非機能性と考えられていた下垂体腫瘍フォ

ローアップ中にOHSSを発症しFGAの診断に至った症例

であり、そのような報告は初である。FGAは閉経前女性

では月経異常・不妊・乳汁分泌・OHSS、男性では精巣腫

大・性腺機能低下症を来すが、頻度は稀であり報告も限

られている。治療としては下垂体手術が第一選択であ

り、ゴナドトロピン分泌正常化、月経不順やOHSSなど

の症候の改善が得られる。一方でカベルゴリンを含む

薬物療法の効果は限定的であり、血管透過性亢進やホ

ルモン異常の改善には有効だが下垂体腫瘍縮小や卵巣

嚢胞縮小には無効と考えられている。本症例も過去の

知見と同様、カベルゴリンは胸水貯留・E2 高値には有

効であったが腫大卵巣嚢胞には無効であり、下垂体手

術により卵巣嚢胞含めたOHSSの症候が著明に改善した。 

 

【結論】 

hCG投与歴のないOHSSや閉経前女性の下垂体腫瘍フォ

ローアップ時には、FGAの可能性を考慮する必要がある。

薬物療法は補助的な役割であり、治療としては下垂体

手術が最も重要である。  

機能性ゴナドトロピン産生下垂体腺腫による卵巣過剰刺激症候群 

 内分泌・代謝・腎臓研究部 塚口 諒（糖尿病内分泌内科） 
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【背景】 

飲酒・喫煙が口腔癌の原因と一般に広く知られている

一方で、飲酒歴も喫煙歴も無い口腔癌の症例に臨床の

現場でしばしば遭遇する。飲酒喫煙歴の無い口腔癌症

例については、包括的に検討された報告は未だ無い状

況であり、その病因等の詳細についても明らかにされ

ていない。 

 

【目的】 

本研究では飲酒喫煙と関係なく口腔癌を発症している

症例に焦点をあて、その疫学的特徴、重複癌の発症状況、

また予後について検討することを目的とした。 

 

【方法】 

北野病院主幹の多施設共同研究により 970 人の患者の

データを分析した。患者は45歳未満（<45 y）、45歳以

上の喫煙者/飲酒者（SD ≥45 y）、45歳以上の非喫煙者

/非飲酒者（NSND ≥45 y）の3つのグループに分けられ

た。年齢・性別・亜部位、重複癌の発症状況、予後につ

いて統計学的に検討を行った。 

 

【結果】 

飲酒・喫煙と関係なく発生している口腔癌のポピュレ

ーションとして‘若年舌型’と‘高齢女性型’が存在す

ることを特定した（ともに統計学的にp < 0.001）。ま

た口腔癌と咽喉頭癌・食道癌といった上部気道消化管

の重複癌は既知のポピュレーションである喫煙と飲酒

歴がある高齢の男性で多い（p < 0.001）。一方で、本研

究において初めて、咽喉頭・食道癌の重複が無く口腔に

のみ多発癌が発生する症例は女性で多いという結果を

得た（p = 0.022）。さらに予後に関しても検討し、口腔

癌は飲酒・喫煙歴別、また年齢別で多変量解析において

予後に差は無かった。これは以前、若年の舌癌は特段に

予後不良という報告があったものに対し、新たな結果

であった。 

 

【考察】 

本研究の結果から、飲酒喫煙による遺伝子変異とは異

なる口腔癌の発癌機構の存在が示唆され、その解明の

ために次世代シーケンサーによる解析、免疫微小環境、

ホルモン、マイクロバイオーム等について包括的な研

究の必要性があると考えられた。 

 

 

【結論】 

口腔癌における‘若年舌型’と‘高齢女性型’のサブグ 

ループの存在と重複癌の発症状況の特徴から、喫煙・飲

酒以外に口腔癌の発癌要因があると考えられた。  

Characteristics of oral squamous cell carcinoma focusing on cases 

unaffected by smoking and drinking: A multicenter retrospective study 

神経・感覚運動器研究部 原田 博之（耳鼻咽頭科） 
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【背景・目的】 

我々はこれまでに、肺非結核性抗酸菌症（肺NTM症）

の女性患者は健常な女性よりも痩せており、食事摂取

量も少ないことを見出していたが、その理由は不明で

あった。本研究の目的は、肺 NTM 症女性患者が痩せ

ている一因は、自己の体型への認識（イメージ）と実際

の体型（Body mass index: BMI）がずれる「歪み」で

あるとの仮説を立て、両者の関連を明らかにすること

であった。 

 

【方法】 

研究デザインは、横断研究であった。当院に通院する肺

NTM症女性患者で同意の得られた81名を対象に、日

本人版ボディイメージ質問紙で体型認識を調査し、体

組成測定（InBody）、食事調査、血液生化学検査も実施

した。対照とする同年代の健常女性 111 人の体型認識

と体格データ（自己申告）をWeb調査で収集した。統

計解析では、まず、患者と健常者間で体型認識とBMI

を比較し、続いて、患者間で、体格の過大評価者（OE

群、n = 31）とそれ以外の者（Non-OE群、n = 50）で

各データを比較した。さらに、患者において、体型認識

（独立変数）とBMI（従属変数）の関連を明らかにす

るために、年齢、罹病期間、栄養因子などの潜在的交絡

因子を調整した上で重回帰分析を行った。 

 

【結果】 

患者と健常者の比較では、患者は健常者に比べ、BMI

が有意に低いにもかかわらず（p < 0.001）、健常者と同

程度の約40％が体型を過大評価していた。患者間の比

較では、OE群はNon-OE群に比べ、BMIおよび体脂

肪率（いずれもp < 0.001）、標準体重1㎏あたり換算

のエネルギー摂取量（p = 0.037）およびたんぱく質摂

取量（p = 0.013）が有意に低く、20歳からの体重減少

率（p = 0.003）が有意に大きかった。重回帰分析によ

り、体型認識の過大評価は、より長い病歴、経時的な体

重減少、栄養因子などの交絡因子を調整してもなお、低

い BMI と関連していた（ꞵ = 0.442、95%信頼区間

−0.852 – −0.316、p < 0.001）。 

 

【結論】 

結果から、肺 NTM 症女性患者において、体型認識の

歪み（過大評価）が低いBMIの独立した要因であるこ

とが示唆された。同患者への食事指導において、ボディ

イメージの把握が必要かもしれない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肺非結核性抗酸菌症（肺 NTM症）女性患者における体型認識の歪みと 

Body mass indexとの関連 

内分泌・代謝・腎臓研究部  高山 祐美（栄養部） 
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第 22回研究所研究発表会 

 

 

 

内分泌・代謝・腎臓研究部   松原 雄 

 腫瘍研究部          大角 明宏 
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【背景】糖尿病性腎症は透析導入の原疾患として日本で

最も多いが、その発症・進展機序は十分解明されたとは言

えない。糖尿病に罹患しても腎症を発症する割合が 40%に

過ぎないことや、腎症の発症に家系内集積が知られている

（ER Seaquist et al, NEJM 1988）ことから、「腎症感受性

遺伝子」の存在が示唆されてきたが、ゲノムワイドアプロ

ーチでは有力な遺伝子は見つかっていない。病理学的な観

点から見た糖尿病性腎症は「糸球体硬化」という糸球体へ

の細胞外基質蓄積が特徴の一つであり、糸球体の構成細胞

の一つであるメサンギウム細胞が細胞外基質である IV 型

コラーゲンを過剰に産生することと捉えられる。そこで

我々は、メサンギウム細胞によるIV型コラーゲンの転写制

御機構を遡って明らかにするという古典的な方法で腎症感

受性遺伝子に近づくことができるのではないかという仮説

を立てた。 

【目的】糖尿病環境下でのメサンギウム細胞によるIV型

コラーゲンの転写制御機構を明らかにする 

【方法】IV型コラーゲンのプロモーター領域に糖尿病環

境下で新たに結合する転写因子を Yeast One 

Hybridization でクローニングし、その因子の役割を in 

vitro、in vivoで解析した。さらに、その転写因子を制御

する因子を検索し、その役割を解析した。 

【結果】メサンギウム細胞を終末糖化産物で長期刺激し

たときに IV 型コラーゲンのプロモーター領域に結合する

新たな転写因子として Smad1 を同定した。Smad1 は終末糖

化産物刺激のもと、細胞内で増加し、リン酸化を受け、プ

ロモータに直接結合し、IV型コラーゲンの転写を正の方向

に制御することをin vitroで示した。次に、Smad1が、健

常の糸球体ではほぼ発現を認めず、糖尿病モデル動物やヒ

ト糖尿病性腎症の糸球体で発現が増加していることを確認

した。そして、Smad1強発現するマウスでは糖尿病性腎症の

病理像が悪化すること、Smad1 ノックアウトマウスでは病

変が緩和することを示した。また、Smad1のリン酸化を促進

する因子として液性因子である Bone morphogenetic 

protein 4（BMP4）に注目し、BMP4強発現マウスでは糖尿病

性腎症の病変が悪化することを示した。さらに、BMP4中和

抗体を作成して、糖尿病性腎症モデルマウスに投与するこ

とで、糸球体 Smad1のリン酸化抑制と、病変の緩和を示し

た。 

【考察】以上の結果から、Smad1は糖尿病性腎症進展の鍵

となる因子である可能性が示唆された。今後、Smad1を制御

する因子、更にはその因子を制御する因子と遡ることで、

糖尿病性腎症の感受性遺伝子に近づくことが期待される。

Smad1は発現とリン酸化の2つの段階で制御を受けている。

前者の機構については現段階では未だ不明な点が多く、SNP

などの解析を進めている。後者に関しては、BMP4がその制

御因子であることが今回の研究で示され、今回の結果によ

り新たな治療標的になる可能性が期待された。 

【結論】Smad1 シグナル関連分子は糖尿病性腎症進展に

重要な役割を果たす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糖尿病性腎症の進展機構に関する基礎研究 
 内分泌・代謝・腎臓研究部 松原 雄（腎臓内科） 
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【背景】移植医療においてドナー臓器不足は日本と同

様，諸外国でも喫緊の課題である．ドナー肺の増加を目

的として，移植に適しているか否か判断が困難な摘出

肺（マージナルドナー肺）の利用が，その一助となって

いる．欧米諸国では，摘出したドナー肺を体外で換気・

灌流することで移植に用い得るか否か判断する体外肺

灌流システム（Ex-vivo Lung Perfusion: EVLP）が広

く行われ，肺移植件数の増加に大きく寄与してきた． 

 

【目的】EVLPが最大限にその真価を発揮するには，換

気・灌流中に傷害肺を評価するのみでなく，治療するこ

とにあると考える．すなわち，マージナルドナー肺を積

極的に EVLP に応用することで肺機能を正確に評価し，

より多くのドナー肺を移植に用いるだけでなく，EVLP

中の治療により機能回復したドナー肺を移植すること

で，肺移植の治療成績を向上することが可能となり得

る．この手法を用いると，臓器摘出前のドナーに介入す

るわけでなく，肺摘出後に他臓器に影響を与えること

なく介入することができる．また，肺の臓器特異性とし

て，血管内のみでなく気道内から介入することが可能

である． 

 

【方法】移植実験においてトランスレーショナルリサ

ーチを行うにあたり，従来はイヌやブタを用いた大・中

動物実験が主に行われてきた．より革新的な実験を行

うにあたり，ラット・マウスなど小動物実験のモデル作

成には大きな意義がある．ラット肺移植モデルは既に

確立された技術であったが，我々は臨床現場に即した，

摘出肺の長時間冷保存後の傷害肺を用いて４時間の

EVLPを行なった後，肺移植・再灌流を行う実験モデル

を作成した．次の段階として，EVLP中に傷害肺に対し

て機能回復を試みる実験を行ってきた． 

医療用ガスの気道への投与・吸入や，薬剤や細胞の灌流

液への投与が可能である．これまで行ってきた試みを

ご紹介させて頂きたい． 

 

 

 

 

 

肺移植の最前線 ―グラフト肺の機能をどのように改善させるか？― 
 腫瘍研究部 大角 明宏（呼吸器外科） 
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研究所セミナー研究発表 

 

 
第 112回 研究所セミナー 
内分泌・代謝・腎臓研究部  渋江 公尊 

炎 症 ・ 免 疫 研 究 部  中川 権史 

 

第 113回 研究所セミナー 
病 態 生 理 ・ 薬 理 研 究 部  上ノ山 和弥 

保 健 ・ 健 康 研 究 部  鶴本  一寿 

 

第 114回 研究所セミナー 
腫 瘍 研 究 部  吉川 貴章 

呼 吸 ・ 循 環 研 究 部  丸毛 聡 
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膵α細胞から分泌されるグルカゴンは血糖上昇作用を

持ち、 β 細胞から分泌されるインスリンと共に血糖恒

常性の維持に寄与する主要なホルモンの一つである。 

グルカゴンは消化管運動の抑制作用や低血糖時におけ

る血糖上昇作用から、薬剤として既に臨床現場で広く

使用されているが、例えば糖尿病においてはその正常

な分泌反応が障害されていることが知られている。低

血糖時のグルカゴン分泌反応障害は重症低血糖の遷延

に繋がり、そのメカニズムと治療法を模索することの

臨床的有用性は高いと考えられる。 

 

基礎研究に目を転じると、グルカゴンを分泌するα細

胞については主に齧歯類を用いた研究がこれまでの主

体で、β細胞に比べて α 細胞のヒト糖尿病における詳

細な役割の解明は進んでこなかった。ヒト α 細胞の研

究が進んでいない主たる理由として、1)ヒト α 細胞の

培養細胞株が樹立されていないこと、2)抗体反応を用

いない簡便なヒト α 細胞の単離技術が存在しなかった

こと、3) β 細胞に比べ齧歯類とヒトの間では α 細胞の

分布パターンや割合に差異が大きく、動物実験の結果

をヒトに外挿できないケースがあること、などが挙げ

られる。これまでに発表されている、α細胞の発現遺伝

子パターンや糖尿病患者由来のα細胞において障害さ

れているシグナル経路などについての情報は主に膵島

細胞のシングルセル解析によって得られる静的なデー

タであり、単離α細胞を生きた状態で長期培養し、各種

刺激を与えることによるダイナミックな遺伝子発現パ

ターンの変化を観察した研究は極めて限られていた。 

  

最近我々は、新規のプローブであるジアセチル化ジン

ピル1（DA-ZP1）を使用して、単離ヒト膵島細胞から

約95％の純度でα細胞を生きた状態で単離し、培養す

る技術を新たに見出した。DA-ZP1 を用いて単離膵島

細胞からソーティングされ免疫染色によって確認され

た α 細胞は、細胞塊からなる擬似膵島(pseudoislet)を

形成した。擬似膵島は培養中少なくとも10日間生存能

を保ち、グルコース刺激応答性グルカゴン分泌が保た

れていた。単離培養 α 細胞を単離膵島及び単離後細胞

を解離した膵島との RNA シークエンス（RNA-seq）

分析による比較から、擬似膵島培養中もα細胞の主要

なアイデンティティに関する遺伝子の発現レベルは維

持されていることを確認した。一方で DLK1、GSN、

SMIM24などの一部の遺伝子は、時間依存的にα-擬似

膵島細胞で発現が変化していた。これらの単離細胞技

術はヒト α 細胞における転写研究などの下流分析に使

用できる高純度のヒト α 細胞を確保するのに有用な手

法であると考えている。 

 

本セミナーでは、はじめにグルカゴンの役割について、

種を超えて報告されている生理作用を臨床、基礎両方

の側面から紹介する。次に齧歯類を中心とした動物モ

デルとヒトとのα細胞の生理的相違を概観した上でヒ

ト膵α細胞に関するこれまでの国内外での主要な先行

研究を総括し、著者が関わったヒト膵α細胞の単離培

養技術及びその解析結果を供覧する。最後にヒト膵α

細胞を用いる研究の臨床的意義並びに今後の展望につ

いても考察したいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

  

グルカゴン研究の新展開: 作用解明とヒトにおける新たな研究方法確立へ向けて 

内分泌・代謝・腎臓研究部 渋江 公尊（糖尿病内分泌内科） 
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【緒言】NFKB2異常症は2013年に初めて報告さ

れた疾患で、抗体産生不全に加え副腎不全、爪萎縮や

脱毛などの外胚葉異形成などを伴うとされる。単一遺

伝子によるCommon Variable Immunodeficiency 

(CVID)の原因として知られ、本邦での報告は少ない。

今回我々は、高血圧緊急症で発症し腎不全に至ったこ

とを契機にNFKB2異常症と診断された一例を経験し

た。既報告例との比較を交えて報告する。 

 

 

【症例】発達遅滞、体重増加不良でフォロー中の2

歳女児。易感染性を示唆する病歴はない。夕方からの

活気不良、夜間からの呼吸困難で前医受診。酸素飽和

度低下があり当院へ搬送され、高血圧を認め入院とな

った。入院後、腎障害、ネフローゼ症候群、溢水、肺

うっ血が明らかとなり、循環管理を行うも尿量減少、

溢水が進行したため血液透析を開始し腹膜透析へと移

行した。その後、全エクソーム解析によりNFKB2に

ヘテロ接合性のフレームシフト変異が同定され、さら

に精査したところ軽度の抗体産生不全等の免疫異常が

指摘された。 

 

 

【考察】本児はNFKB2のN末端側に変異があり

IgGの軽度低下を認めるもののそれ以外の典型症状を

示さなかった。一方、典型例の多くはC末端側変異で

あり、既報告にもあるように変異部位で表現型が異な

る可能性が示唆された。ネフローゼ/腎不全を呈した同

症の報告は少数認めるが、本症例の腎不全がNFKB2

変異による一次的なものかは不明である。今後長期的

には腎移植が考慮されるが、免疫異常症という観点か

らは管理に関して慎重な検討が必要と考えられる。 

 

 

 

  

高血圧緊急症・ネフローゼ症候群を呈し、末期腎不全から腹膜透析に至ったNFKB2異常症の1例 

炎症・免疫研究部 中川 権史（小児科） 
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（緒言） 

 免疫チェックポイント阻害薬(ICI)は、さまざまなが

ん種においてその有効性が示されている。一方で、免疫

関連有害事象(irAE)は発現の多様性から臨床上しばし

ば問題となる。irAEをより早期に発見し、発現を最小

限に抑え、治療効果を最大限に引き出すためには、irAE

の正確な把握や薬剤間相互作用の影響、その他の関連

因子を解析する意義は高い。 

 

１．ICIによる腎障害の実態調査および長期的な ICI投

与による腎機能の変動に与える影響 

irAEの1つである腎障害は、腎生検が実施されて確定

診断までに至らない症例が多いことなどから正確な実

態把握が難しい。また長期的な ICI 投与が腎機能にど

のような影響を与えるかは不明である。そこで、ICIが

関連する腎障害の発現率や発現時期、長期的な ICI 投

与による腎機能の変動、ICI薬剤間の差異について調査

および関連因子について分析した。公益財団法人田附

興風会医学研究所北野病院（以下、当院）において、2016

年11月～2021年11月の間に、ICI(Pembrolizumab：

PEM、Nivolumab：NIVO、Durvalumab：DUR)のい

ずれかが投与された肺がん患者 184 例を対象とした。

184 例のうち 8 例(4%)に腎障害が認められ、全例とも

男性であった。薬剤別の腎障害の発現数、Grade 分類

(G1～3)、および発現時期は、PEM 2 例(G1/G2/G3：

0/2/0)で中央値200日、NIVO 4例(G1/G2/G3：2/2/0)で

中央値46日、DUR 2例(G1/G2/G3：0/1/1)で中央値195

日であった。全例で ICI 投与が中断され、うち 6 例で

は再開に至らなかった。PEM 1例を除いて、単剤での

ICI 投与かつ化学療法や放射線治療の前治療歴があっ

た。併用薬については、8例中7例(88%)でproton pump 

inhibitorかnon-steroidal anti-inflammatory drugsを

使用していた。6ヶ月以上 ICIが投与された患者63例

を抽出し、血清クレアチニン値(serum creatinine：sCr)

と体表面積未補正推算糸球体濾過値（未補正estimated 

glomerular filtration rate：未補正eGFR）の推移を調

査した。その結果、sCrは投与開始時と比べて3ヶ月後

(P＜0.01)および 6 ヶ月後(P＜0.001)には有意に上昇し

ており、未補正 eGFR は投与開始時と比べて3ヶ月後

(P＜0.01)および 6 ヶ月後(P＜0.001)には有意に低下し

ていた。ICIが関連する腎障害の発現頻度はまれではあ

るものの、6ヶ月以上投与された症例において経時的な

sCrの上昇、未補正eGFRの低下を認めたことから、 

投与継続によって腎機能低下のリスクが高まる可能性 

が示唆された。 

 

その他の因子も含めて検討した結果を報告する。  

 

２．ワルファリン使用中患者への ICI 投与による PT-

INR延長に関する調査 

ワルファリンは多くの薬剤との相互作用によって PT-

INR の変動をきたすことが明らかとなっている。PT-

INR が延長する要因として抗がん剤との相互作用も報

告されているものの、ICIとの直接的な因果関係を示し

た報告例は少ない。ICIによる有害事象を調査する過程

においてワルファリンによる PT-INR の延長した症例

を認めたため、ICI との因果関係に関して解析した。

2013年4月から2023年3月までに当院、淀川キリス

ト教病院、住友病院、大阪国際がんセンター、大阪赤十

字病院において、継続的にワルファリンを服用された

がん患者26例を対象とした。調査の結果、PT-INRは

ICI 併用後に延長を認めた（併用前[範囲]vs.併用後[範

囲]：1.54 [1.24-2.10] vs. 2.49 [1.98-4.73]，P＜0.00001）。

Grade分類したところ、G1は8例、G2は5例、Gr3

は8例だった。ワルファリンの減量もしくは中止が12

例（46%）、ビタミンKが投与された患者は5例（19%）

であった。併用前後の肝機能や腎機能、アルブミン、血

小板数については有意な差は認めなかった。これらの

結果からワルファリン服用患者における ICI 併用は、

PT-INR延長を引き起こすことが示唆された。甲状腺ホ

ルモン製剤併用はGrade 0-1で0例、Grade 2-3で6例

だった（P＜0.05）ことから、ICI に起因する甲状腺機

能の変動が PT-INR に影響した可能性が考えられた。

ワルファリン服用中の患者においては、ICI併用開始後

は PT-INR の変動に注意が必要である。その他の因子

も含めて検討した結果を報告する。 

 

（結語） 

ICIによる irAEの中で重篤な腎障害発現はまれである

が、軽度な腎障害も含めるとPEM・NIVO・DURにお

いてどの薬剤でも認めることが検証された。また長期

的な ICI 投与が腎機能の低下に関連していることが示

唆された。 

 ワルファリン投与患者において ICI の投与を併用す

ることによって、PT-INR延長を引き起こす可能性が示

唆され、併用薬の確認や甲状腺機能も含めた検査値を

細やかにモニタリングすることが重要であると考える。 

免疫チェックポイント阻害薬による有害事象とその関連因子に関する研究 

病態生理・薬理研究部 上ノ山 和弥（薬剤部） 
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【背景】 

心不全患者の心不全増悪による再入院率は退院後 1

年間で35％と高値であり予後不良の病態である。心

不全患者のフレイルは生命予後や心不全再入院との

関連から、予後を規定する重要な因子である。さら

に、国内 15 施設を含めた大規模観察研究

（FRAGILE‐HF）では、身体的フレイル、社会的

フレイル、認知機能低下のような、複数領域の問題の

併存が心不全再入院や死亡と関連することが報告さ

れており、身体的側面に限定しない包括的評価の必

要性への認識が高まっている。 

フレイルの主要な概念として、表現型モデルまたは

欠損累積モデルの 2 つが存在する。表現型モデルは

主に身体的側面にフォーカスした概念であり、フレ

イルの有無のようにカテゴリ変数により評価を行う。

FRAGILE‐HF をはじめ心不全患者のフレイルに

関わる研究では表現型モデルが多く使用されている。

これに対して、欠損累積モデルでは、フレイルを身体

的側面のみだけでなく、さまざまな疾患や能力障害

などの積み重ねにより生じるものととらえ、連続変

数でその進行度を評価する。 

厚生労働省が作成した基本チェックリスト（KCL）

は要介護状態となる危険性の高い高齢者を特定する

目的で作成されたもので、日常生活活動、運動器、栄

養、口腔機能、閉じこもり、認知機能、抑うつの7領

域 25 項目の質問からなる。KCL の評価原理は欠損

累積モデルのコンセプトに類似している。KCLに含

まれる口腔機能、閉じこもり、抑うつなどの老年症候

群は心不全再入院の危険因子になりうる。しかし、こ

れまでの心不全患者のフレイル研究では、これらの

領域を含めた検討は行われておらず、KCLで評価さ

れたフレイルと心不全再入院との関連は明らかとな

っていない。そこで、本研究ではKCLで評価した心

不全患者のフレイルと心不全再入院との関連を検討

することとした。 

 

【方法】 

2018 年 10 月～2021 年 3 月で当院に入院した心不

全患者の内、65歳以上の自立歩行可能な症例を対象

とした。入院前のフレイルはKCLを用いて退院時に

評価し、総得点の四分位で4 群に分類した(Q1–4)。

アウトカムは退院後 2 年間の心不全再入院とした。

統計解析には、Cox 回帰モデルを用いて、総得点が

最も低いQ1 を基準に、Q2–4 のハザード比と 95％

信頼区間を算出した。交絡因子として、年齢、性別、 

独居、心不全の既往、糖尿病、NYHA Ⅲ/Ⅳ、LVEF、

BNP、eGFR、MMSEを調整した。 

 

 

【結果】 

分析対象は244例(平均81.7歳、女性133例)であっ

た。Q1(KCL総得点：0–7点)を基準にしたQ2(8–11

点)・Q3(12–14点)・Q4(15–22点)の心不全再入院の

調整済みハザード比(95％信頼区間)はそれぞれ、

9.7(2.8–33.1)・8.4(2.4–29.2)・9.3(2.6–33.7)であった。 

 

 

【結論】 

KCL総得点と心不全再入院は閾値型の関係を認

め、8点以上となるQ２–4で有意に発生しやすく、

同等のハザード比を示した。心不全再入院予防のた

めには、身体機能のみでなく、複数領域の老年症候

群の蓄積としてフレイルを捉え、評価・介入するこ

とが重要である。 

心不全患者のフレイルと再入院との関連 
 

保健・健康研究部 鶴本 一寿（リハビリテーション科） 
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【背景と目的】 

患者の高齢化と低侵襲内視鏡治療である内視鏡的粘

膜下層剥離術(ESD)の普及により, 高齢者に対する

胃ESD治療が注目されている. 当院では以前, 胃

ESDの治療成績を単施設での後ろ向きコホート研

究で検討した. 65歳未満の非高齢者, 65-84歳の高齢

者, 85歳以上の超高齢者の3群に分類して検討した

ところ, 治療関連合併症には群間差を認めなかった

ものの, 高齢であるほど全生存率(OS)が悪化するこ

とが示され, OSに栄養状態が寄与することが示唆さ

れた. しかし, 単施設の検討では超高齢者のサンプ

ル数が少なかったため(44例49病変), 超高齢者に

おけるESD関連合併症のリスク因子や予後に関す

る詳細な検討ができなかった. そこで本検討ではサ

ンプル数を増やし, 栄養状態が超高齢者における胃

ESDの併発症と予後に与える影響について検討す

ることとした. 

 

 

【方法】 

2006年1月から2020年12月までに治療時点で

85歳以上であった早期胃癌ESD症例について19

施設853例 920病変での多施設共同後ろ向きコホ

ート研究を行った.併発症のリスク因子をロジスティ

クス回帰分析にて検討した. 次に,1年未満に治療関

連死以外で死亡したことが確実な群21例と, 1年以

上生存したことが確実な群701例の2群に分け, 関

連する因子をロジスティクス回帰分析にて検討した. 

最後にOSについてcox比例ハザードモデルで検討

した. 栄養状態はGeriatric Nutritional Risk Index 

[GNRI; 41.7×BMI/22+14.89×Alb]という代表的な

高齢者の栄養指標を用いて評価した. 併存疾患は

Charlson Comorbidity index (CCI)で評価した. 

GNRIの他,既報で指摘されているリスク因子を説

明変数に加えた. 

 

【結果】 

男性503例/女性350例で,年齢中央値（範囲）は

87(85-96)歳であった.CCI中央値1(0-10),抗血栓薬

内服は264例(30.9%),CKDは385例(47.0%)に認め

た.領域(U/M/L)は146/310/461で,腫瘍長径平均値は

17.4±12.9mm,一括切除は904病変(98.3%)であっ

た.併発症は後出血58例(6.3%),穿孔34例(3.7%),治

療関連死1例(0.1%)認めた.後出血のリスク因子[オ

ッズ比(95%信頼区間)]は,GNRI [0.98(0.96-1.00), 

p=0.025],抗血栓薬[1.59(0.92-2.75), p=0.097]であっ

た.穿孔のリスク因子はL領域 [0.26(0.11-0.61), 

p=0.002],分割切除  

[5.81(1.53-22.1), p=0.010]であり,GNRI[1.00(0.97- 

1.04), p=0.912]であった.1年未満の死亡はGNRI 

[0.91 (0.87-0.95), p＜0.001]との関連を認めた. OS

不良の独立した因子[ハザード比(95%信頼区間)]は年

齢[1.08(1.01-1.16)]・性別[0.60(0.42-0.85)]・ECOG- 

PS[1.42(1.14-1.76)]・CCI[1.23(1.13-1.36)]・

GNRI[0.94(0.93-0.96)]であり, 治癒切除[0.71(0.49-

1.04)]は有意な因子ではなかった. 

 

 

【結語】 

85歳以上の早期胃癌に対するESDにおいて、後出

血, 1年死亡, 長期予後は栄養状態との関連が示唆さ

れた.治療適応は栄養状態も加味した判断が望まし

い.  

85歳以上の早期胃癌に対するESDにおいて栄養状態が与える影響に関する 

多施設共同後ろ向きコホート研究 

腫瘍研究部 吉川 貴章（消化器内科） 
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気管支喘息（以下、喘息）の長期管理は、吸入ステ

ロイドや長時間作用性気管支拡張薬などの吸入薬の

普及により向上し、残された課題の1つがこれらの

治療にてもコントロール不良な重症喘息である。近

年、喘息の気道炎症機序の理解が進み、フェノタイ

プやエンドタイプによる層別化から、生物学的製剤

による治療が行われるようになった。生物学的製剤

を用いた治療により、従来治療では制御できなかっ

た増悪抑制および経口ステロイド（OCS）減量が達

成される重症喘息患者が認められ、喘息の治療目標

は更なる高みを目指すことが可能となった。近年で

は喘息の管理目標は「臨床的寛解」を目指すことが

提唱され、本邦のガイドラインにおいても2023年

以降治療目標と明記された。 

 

しかし、重症喘息における臨床的寛解に関して以下

の１～５のような様々な課題が指摘されている。 

 

1. 様々な定が提唱されているが、各定義での臨床

的寛解の意義・長期経過が不明である。 

2. 生物学的製剤による臨床的寛解達成率は15～

70％と報告により様々であるが、なぜバラツキ

があるのか、寛解達成に寄与する因子が何か、

について十分な検討がされていない。 

3. 各生物学的製剤による臨床的寛解達成の差異、

生物学的製剤毎の寛解達成寄与因子は不明であ

る。 

4. 胸部画像から得られる指標を、症状、増悪を含

む臨床的寛解の基準や、呼吸機能、血液バイオ

マーカーとどのように組み合わせれば、疾患の

活動性の制御と長期の臨床的安定性を達成でき

るか、という点については不明である。 

5. 生物学的製剤により臨床的寛解が達成された際

に薬剤が中止可能かどうか、不明である。

 

 

そこで我々は、これらの課題を検証するために、多

施設共同の後ろ向き及び前向き観察研究

（Japanese Prospective Cohort Evaluating 

Features of PatIents with UncontRolled Asthma 

Achieving Clinical REmission [J-CIRCLE]）を計

画した。本研究の目的は、重症喘息における生物学

的製剤による臨床的寛解に関して、定義別・薬剤別

の達成率・長期経過を評価することで、定義別臨床

的寛解の意義やその予測因子、生物学的製剤を投与

する際には日常臨床においても開始前、開始後評価

として撮影される胸部CTや副鼻腔CTから得られ

る形態情報を、どのように臨床指標や血液検査所見

と組み合わせて長期的な喘息の寛解の予測や効果判

定に応用するか、さらには寛解後の生物学的製剤中

止がその後の臨床的寛解維持に与える影響を明らか

にすることである。研究の社会的意義は、生物学的

製剤の適正使用に寄与し、医療費抑制に寄与する可

能性があることである。 

 

本発表においては、後ろ向き研究の結果及び前向き

研究の展望につき発表予定である。 

重症喘息における臨床的寛解 ～多施設共同研究から見えてきたもの～ 

呼吸・循環研究部 丸毛 聡（呼吸器内科） 
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北野カデット 
 
 
 
 

第５期生 中間報告 
第 6期生 計 画 書 

 
 

 
泉  諒太  （５期生、内分泌・代謝・腎臓研究部） 
半田 貴也  （５期生、内分泌・代謝・腎臓研究部） 
 
柴  昌行  （６期生、呼吸・循環研究部） 
竹下 純平  （６期生、腫瘍研究部） 
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北野カデット 2年次研究中間報告書 

 

カデット R5 半田 貴也 

メンター        松原 雄  

 

計画課題名 

腎臓疾患いおける Glycocalyxの臨床的意義 

（Clinical significance of glycocalyx in renal disease） 

 

全体計画 

Glycocalyxはヒアルロン酸などのグリコサミノグルカンとシンデカンなどのコア蛋白から構成される

構造体であり、血管透過性の保持・血球と内皮細胞間での免疫反応の調整を含む多数の役割を果たす

が炎症や機械的ストレスで破綻することが知られている。腹膜透析および血管炎における Glycocalyx

の状態を評価し、新たな予後予測因子・治療薬の可能性について模索する 

 

[ 1 ] 腹膜炎惹起マウスにおける glycocalyxと腹膜透析の関与 

[ 2 ] 腹膜炎惹起糖尿病モデルマウスで glycocalyxと腹膜透過性の関与 

[ 3 ] 顕微鏡的多発血管炎患者における glycocalyxと病理所見・予後の相関 

 

年次計画 

１年次［1］腹膜炎モデルマウスにおける glycocalyxと腹膜透過性の関与 

２年次［2］腹膜炎惹起糖尿病モデルマウスで glycocalyxと腹膜透過性の関与 

［3］顕微鏡的多発血管炎患者における glycocalyxと病理所見・予後の相関 

 

研究計画の進捗と達成度 

［2］腹膜炎惹起糖尿病モデルマウスで glycocalyxと腹膜透過性の関与 

C57BL/6 マウスに vehicle 又はストレプトゾシン(STZ) 100mg/kg を連日 3 日間腹腔内投与後 PBS 又

はクロルヘキシジン(CG)2 週間の腹腔内投与を行い、腹膜機能検査・血中 syndecan-1 測定を行った。

下記 4群に分類した:1)vehicle + PBS:VP群 (n=5) 2)STZ + PBS：SP群 (n=7) 3)vehicle + CG：VC群 

(n=15) 4) STZ+ CG：SC群 (n=5)。SP群は VP群より・SC群は VC群より有意に腹膜機能低下を認

めたが、4 群間で血中 syndecan-1 濃度に差はなく、腹膜機能と相関しなかった。腹膜炎モデルと異な

り、糖尿病モデルでは腹膜機能は低下するが、血中シンデカン-1 濃度が腹膜機能・腹膜の glycocalyx

破綻の程度の指標とならないことが示唆された。 

[3] 顕微鏡的多発血管炎患者における glycocalyxと病理所見・予後の相関 

顕微鏡的多発血管炎 22例の血中ヒアルロン酸濃度(HA)・ヒアルロニダーゼ活性(HAA)・シンデカン-1

濃度(SY)を測定し、臨床所見・疾患活動性・腎組織学的所見との相関を Spermanの順位相関係数を用

いて解析した。炎症反応高値例で HA,SY が高値であり、腎機能悪化例・腎病理の荒廃例ほど

HA,HAA,SY が低値となった。胸部の疾患活動性が高い例で HA が高値であった。つまり、腎機能/病

理像の悪化例で GC濃度が低値であり、全身の炎症反応（胸部の臓器障害）が強い例で GC濃度が高値

となった。上記結果を 2024年日本腎臓内科学会総会にて発表した。 

 

決算報告 

２年次 

消耗品：100万円程度 Hyaluronic Acid ELISA Kit (K-1200), 

CD138 ELISA Kit (Diaclone 950.650.192), C57BL6J・麻酔薬・注射器・ブドウ糖液等  
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北野カデット 2年次研究中間報告書 

 

カデット R5 泉   諒太 

メンター 濵崎 暁洋 

 

計画課題名 

GIP/GLP-1受容体刺激が脂質代謝におよぼす影響の検討 

Investigation for the effect on lipid metabolism by GIP/GLP-1 receptor agonist 

 

全体計画 

GIP/GLP-1 受容体作動薬であるチルゼパチドは 2023 年糖尿病治療の新規薬剤として臨床応用される

に至った。チルゼパチドが糖代謝、肥満への効果とともに脂質代謝に影響することが報告されている

が、詳細な探索は行われていない。そこで紺研究は GIP/GLP-1受容体作動刺激が脂質代謝に与える影

響を明らかにすることを通じて、脂質異常症に対する新規治療の可能性を検討することを目的とする。 

 

[ 1 ] ラットを用いて、チルゼパチド投与前後で脂質代謝の変化を評価する。 

[ 2 ]  GIP/GLP-1受容体共作動と GLP-1単独作動との異同を検討する。 

[ 3 ] ヒトでの脂質代謝の変化を評価する。 

 

年次計画 

１年次 

ラットに対して、GIP/GLP-1 作動薬を投与し、脂質代謝に関わる各種のパラメータの測定を行う。

ヒトでの臨床検体を収集する。 

２年次 

上記ラットの遺伝子発現などさらに詳細な評価を進める。収集できた臨床検体のデータ解析を行う。 

 

研究計画の進捗と達成度 

ラットに対する GIP/GLP-1 作動薬投与について、レプチンとの共投与で当初想定していたよりも強

力な肥満抑制効果が認められたため、1 年次の途中よりレプチンとチルゼパチドの共投与における変

化の解析を中心に実験を行い、2年次にも引き続き実験を行った。一連の結果をまとめ、論文執筆中で

ある。 

 

決算報告 

２年次 

ラットおよび特殊飼料購入：65万円 

試薬 (投与薬剤、測定キット)：50万 

外注検査：35万 

その他消耗品など：50万円 
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北野カデット 研究計画書 

 

カデット R6 柴  昌行 

メンター 猪子 森明 

 

計画課題名 

CCU における早期経腸栄養による影響の評価 

(Evaluation of effects by early enteral nutrition in cardiac care unit) 

 

全体計画 

集中治療の分野において重症患者への入室 48時間以内の早期栄養開始、特に 48時間以内の経腸栄養

の開始はエビデンスを以て ASPEN (American Society of Parenteral and Enteral Nutrition)、 

ESPEN (European Society of Parenteral and Enteral Nutrition)、JSPEN (Japanese Society of 

Parenteral and Enteral Nutrition)のガイドラインで推奨されている。また、早期栄養介入管理加算

(400点/日、7日間まで)がみとめられている。しかし、上記のエビデンスは循環器重症疾患のみを対象

としたものではなく、十分な報告がないのが現状である。加えて、当院 CCU では早期の経腸栄養の

実施率が低いと考えられる。 

 

[1] 早期経腸栄養の必要性を啓蒙する。 

[2] 早期栄養介入管理加算を取得する。 

[3] 早期経腸栄養のプロトコルを作成する。 

 

年次計画 

1年次 

急性期の栄養療法に関する講義を関係部署(看護師、医師など)に対して行う。 

栄養部、リハビリテーション部と連携を図る。 

2年次 

栄養評価および早期経腸栄養のプロトコル化。データ収集。 

3年次 

データ収集。論文作成。 

 

予算案 

1年次 

関連学会参加(20-30万円)、関連書籍(5-10万円)、資料作成 PCソフト (5-10万円)、 

講義・プレゼン用タブレット (20-30万円) 

2年次 

関連学会参加(20-30万円)、関連書籍(5-10万円) 

3年次 

関連学会参加(20-30万円)、関連書籍(5-10万円)、データ整理・論文作成 PC(40万円)、 

論文投稿(30万円) 
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北野カデット 研究計画書 

 

カデット R6 竹下 純平 

メンター 西村 貴文 

 

計画課題名 

抗性に関わるがんの生物学的不均一性を解明する空間オミクス解析 

Spatial omics analysis to elucidate the biological heterogeneity of cancer related to treatment resistance 

 

全体計画 

近年の遺伝子解析技術の進歩により、ホルマリン固定パラフィン包埋組織検体から網羅的な空間遺伝

子発現プロファイルを空間情報と紐付けて解析できることが可能となった。この新技術である『空間

トランスクリプトーム解析』を用いることによりがん組織内でのがん細胞間またはがん細胞と周囲の

非がん細胞との細胞間ネットワークを直接計測できるようになった。 

 

[1] がん組織検体における空間トランスクリプトーム解析の手法を確立する。 

[2] 空間トランスクリプトーム解析のデータを用いてがん組織における均一性やがん微小環境の分子

病態を解明し革新的治療法構築の礎を築く事を目標とする。 

 

年次計画 

1年次 

上記研究計画を倫理委員会に承認頂く。 

対象患者(当科で治療歴のある固形腫の患者)から同意を得てがん組織検体を収集する。 

2年次 

がん組織検体を用いて空間トランスクリプトーム解析を実施する。 

3年次 

1-2 年次で得られたデータをまとめて学会発表・論文投稿を行う。 

 

予算案 

1年次 

初年度は現時点では 20万円以上を超える予算を使用する計画なし 

2年次 

1 年次の予算と合わせて空間トランスクリプトーム解析(約 300 万~400 万円の予定)を KOTAI バイ

オへ外注 

3年次 

空間トランスクリプトーム解析の結果をふまえて免疫染色やがん組織に対する遺伝子検査(全エクソ

ン解析)を外注予定。 
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京都大学大学院 

医学研究科連携大学院 

 

連携大学院講座 客員教授  武藤 誠（研究所長） 

   客員准教授  金丸 眞一（神経・感覚運動器研究部） 

 

先端・国際医学講座 客員准教授  寺嶋 宏明（腫瘍研究部） 

 

京都大学医学研究科 肝胆膵・移植外科 講師 

客員研究員（腫瘍研究部）・北野カデットメンター  内田 洋一朗 

 

客員研究員（腫瘍研究部） 

田中 康介（京都大学医学研究科 肝胆膵・移植外科 博士課程） 

木戸口 勇気（京都大学医学研究科肝胆膵・移植外科 博士課程） 

嵯峨 謙一（京都大学医学研究科 肝胆膵・移植外科 研究生） 

川本 浩史（京都大学医学研究科 肝胆膵・移植外科 研究生） 

川添 准矢（京都大学大学院 2021年 3月博士課程修了） 

 

 

2024年度 研究助成 

 (1) 2022－2024年度 文部科学省科学研究費補助金 基盤研究(C) 

 研究代表者：中村公治郎 

 研究分担者：影山詔一，内田洋一朗，瀬尾 智，波多野悦朗 

 「非感染性炎症における新たな自然免疫細胞制御機構の探求」 

 (2) 2023－2025年度 科学研究費助成事業 若手研究 

研究代表者：川添 准矢 

「ヒスタミン受容体シグナル制御による肝虚血再灌流障害の制御および肝移植への応用」 

(3) 2023－2025年度 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 

研究代表者：影山詔一 

研究分担者：中村公治郎，内田 洋一朗，波多野悦朗，秦 浩一郎   

「HO-1遺伝子多型性に基づいた常温機械灌流装置を用いた個別化治療の開発」 

 (4) 2024－2027年度 科学研究費助成事業 基盤研究(B) 

研究代表者：内田洋一朗 

研究分担者：川添准矢, 門野賢太郎, 平尾浩史, 影山詔一, 中村公治郎, 渡邊 武, 波多野悦朗   

「マウス脂肪肝移植を用いた代謝免疫学的アプローチによる肝虚血再灌流障害の機序解明」 
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(5) 2022－2024年度 イーエヌ大塚研究助成 

研究責任者：内田洋一朗 

研究分担者：寺嶋宏明 

「肝疾患モデル動物に対する栄養学的介入に関する基礎研究」 

(6) 2023－2024年度 ツムラ共同研究助成 

研究代表者：内田洋一朗 

研究担当者：寺嶋宏明 

「大建中湯における肝虚血再灌流障害に対する保護効果に関する基礎研究」 

 

2024年 論文（国際） 

(1) Ken Fukumitsu, Shoichi Kageyama, Takashi Ito, Natsuko Oimoto, Satoshi Ogiso, 

Takayuki Anazawa, Kazuyuki Nagai, Yoichiro Uchida, Takamichi Ishii, Etsuro Hatano 

Living-donor liver transplantation for non-resectable colorectal liver metastases: protocol 

for a multicentric, single-arm study. 

BMJ Open. 14: e088188, 2024 

(2) Yoichiro Uchida (corresponding), Takahiro Nishio, Etsuro Hatano 

Comment on "Surgical Margin of Resected Colorectal Liver Metastases: How Accurate Is 

Surgeon Prediction?" 

Annals of Surgery Open. 5(3):e493, 2024 

(3) Kei Yamane, Kazuyuki Nagai, Takayuki Anazawa, Yosuke Kasai, Tomoaki Yoh,  

Satoshi Ogiso, Yoichiro Uchida, Takashi Ito, Takamichi Ishii, Etsuro Hatano 

Optimizing terminology for pancreatectomy: Introducing a new notation system. 

J Hepatobiliary Pancreat Sci. 31:691–696, 2024  

(4) Takamichi Ishii, Kentaro Iwaki, Akiyoshi Nakakura, Tomoaki Yoh, Yoichiro Uchida,  

Etsuro Hatano 

Is routine lymph node dissection recommended for liver resection of intrahepatic 

cholangiocarcinoma? A systematic review and meta-analysis. 

HPB (Oxford) 26:731-740, 2024 

(5) Takamichi Ishii, Kentaro Iwaki, Akiyoshi Nakakura, Yoichiro Uchida, Takashi Ito,  

Etsuro Hatano 

Is the anterior approach recommended for liver resection of hepatocellular carcinoma? A 

systematic review and meta-analysis. 

J Hepatobiliary Pancreat Sci. 31:133-142, 2024 

(6) Tetsuya Tajima, Koichiro Hata, Kosuke Tanaka, Naomi Iyama, Jiro Kusakabe, Shoichi 

Kageyama, Eri Ogawa, Tatsuya Okamoto, Hironori Haga, Shinji Uemoto, Etsuro Hatano. 

Chronological alterations in de novo malignancies after living-donor liver transplantation: 

A cohort study of 1781 recipients using annual comparisons of standardized incidence 

ratios. 

J Hepatobiliary Pancreat Sci. 31:455-467, 2024 

 

 

 

2024年 論文（国内） 

(1) 石井隆道，楊 知明，西野裕人，小島秀信，西尾太宏，小木曾 聡，穴澤貴行，長井和之， 

内田洋一朗，伊藤孝司，波多野 悦朗 

下大静脈合併切除に必要な局所解剖 肝上部下大静脈～心囊内下大静脈の剝離法 

臨床外科 79：185-189, 2024  

(2) 西尾太宏, 楊 知明, 西野裕人, 小木曾 聡, 穴澤貴行, 長井和之, 内田洋一朗, 伊藤孝司,  

石井隆道, 波多野悦朗 

肝臓癌に対する術前・術後補助療法 

臨床外科 79：726-735, 2024 
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(3) 田中康介，影山詔一，伊藤孝司，政野裕紀，奥村晋也，田嶋哲也，平田真章，門野賢太郎

穴澤貴行，小山幸法，小木曽聡，石井隆道，長井和之，内田洋一朗，波多野悦朗 

生体肝移植後早期の血清プロカルシトニン値の意義－周術期血液培養陽性とグラフトロスの

潜在的予測因子－ 

移植 59:7-14, 2024 

(4) 石井隆道，楊 知明，西尾太宏，西野裕人，小木曾 聡，穴澤貴行，長井和之， 

内田洋一朗，伊藤孝司，波多野悦朗 

肝細胞癌 切除不能肝細胞癌に対する conversion surgery 

肝胆膵 89：99-105, 2024 

(5) 内田洋一朗 

会員のための企画：「臨床研修病院における外科医の働き方改革」によせて 

日外会誌. 125: 63, 2024 

(6) 石井隆道，楊 知明，西野裕人，穴澤貴行，長井和之，内田洋一朗，伊藤孝司， 

波多野悦朗 

学会活動，診療・研究にSNS 等のツールをどう活用するか：SNS を利用した若手医師・学

生への情報発信 

日外会誌. 125: 49-55, 2024 

(7) 内田洋一朗, 木戸口勇気, 松岡 森, 山田信子, 穴澤貴行, 長井和之, 寺嶋宏明, 波多野悦朗 

膵切除における周術期の栄養・リハビリテーション治療 

肝胆膵 88: 113-120, 2024 

 

 

 

2024年 学会発表（国際）：筆頭演者のみ 

(1) Yuki Kidoguchi, Yoichiro Uchida, Hiroshi Kawamoto, Junya Kawasoe,  

Tomoyuki Miyauchi, Kosuke Tanaka, Kenichi Saga, Kentaro Kadono, Hirofumi Hirao, 

Shoichi Kageyama, Kojiro Nakamura, Takeshi Watanabe, Hiroaki Terajima,  

Etsuro Hatano 

The Novel Findings in Liver Ischemia-Reperfusion Injury -Fasting and Short-Chain Fatty 

Acids- 

The 33rd Annual Meeting of the Asian Pacific Association for the Study of the Liver 

(APASL) 2024 Oral presentation 

Kyoto, Japan, 2024/3/27-3/31 

(2) Yoichiro Uchida, Hiroshi Kawamoto, Junya Kawasoe, Yuki Kidoguchi,  

Kosuke Tanaka, Kenichi Saga, Tomoyuki Miyauchi, Kentaro Kadono, Hirofumi Hirao,  

Shoichi Kageyama, Kojiro Nakamura, Takeshi Watanabe, Kojiro Taura,  

Hiroaki Terajima, Etsuro Hatano 

The novel possibility of short-chain fatty acids in liver surgery and transplantation - from 

bench to bedside - 

The 46th European Society for Clinical Nutrition and Metabolism (ESPEN) Congress 

Poster Tour 

Milan, Italy 2024/9/7-9/10 

(3) Hiroshi Kawamoto, Yoichiro Uchida, Tomoyuki Miyauchi, Junya Kawasoe,  

Yuki Kidoguchi, Kosuke Tanaka, Kenichi Saga, Kentaro Kadono, Hirofumi Hirao,  

Shoichi Kageyama, Kojiro Nakamura, Takeshi Watanabe, Kojiro Taura,  

Hiroaki Terajima, Etsuro Hatano 

A novel concept of preoprative care - short-term fasting to improve outcomes in liver 

surgery: Study in mice 

The 46th European Society for Clinical Nutrition and Metabolism (ESPEN) Congress 

Poster  

Milan, Italy 2024/9/7-9/10 
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(4) Masaaki Ito, Yoichiro Uchida, Yuki Kidoguchi, Hiroshi Kawamoto, Kosuke Tanaka, 

Kentaro Kadono, Takayuki Anazawa, Kazuyuki Nagai, Etsuro Hatano 

The usefulness of intravenous lipid emulsion in postoperative nutritional management -

proposal for the novel concept “intermediate parenteral nutrition.”- 

The 46th European Society for Clinical Nutrition and Metabolism (ESPEN) Congress 

Poster  

Milan, Italy 2024/9/7-9/10 

 

 

 

2024年 学会発表（国内）：筆頭演者のみ 

(1) 内田洋一朗 

肝移植における腸内環境の重要性 -新たなターゲット「短鎖脂肪酸」とこれからのSynbiotics 

療法- 

Liver Transplant Postoperative Management Forum 2024 講演 

京都 2024/2/3 

(2) 内田洋一朗 

術後DIC を発症した肝門部胆管癌の症例 

DICの診断と治療を考える ～３診療科を繋ぐ会～ 基調講演 

京都 2024/2/19 

(3) 田中康介，伊藤孝司，内田洋一朗，西尾太宏，影山詔一，奥村晋也，政野裕紀， 

小木曽 聡，穴澤貴行，波多野悦朗 

再肝移植症例におけるアロケーションシステムを再考する 

第42回肝移植学会学術集会 ワークショップ 

東京 2024/6/7 

(4) 内田洋一朗，奥村晋也，吉岡佑二，森 美知子，梅谷由美，村上裕美，笠井洋祐， 

門野賢太郎，政野裕紀，影山詔一，小木曾 聡，穴澤貴行，伊藤孝司，波多野悦朗 

肝移植におけるチーム医療の変遷および現在の取り組みと課題 

第42回日本肝移植学会学術集会 パネルディスカッション 

東京 2024/6/8 

(5) 田中康介，小木曾 聡，内田洋一朗，楊 知明，西尾太宏，影山詔一，奥村晋也，政野裕紀 

穴澤貴行，伊藤孝司，波多野悦朗 

ドナー肝切除における肝離断先行アプローチは手術時間を短縮させる 

第42回日本肝移植学会学術集会 一般演題 

東京 2024/6/8 

(6) 内田洋一朗 

中・高難易度肝切除における出血を克服する取り組み －希釈式自己血輸血の可能性－ 

日本麻酔科学会第71回学術集会 ランチョンセミナー 

神戸 2024/6/ 

(7) 内田洋一朗，楊 知明，穴澤貴行，長井和之，伊藤孝司，石井隆道，波多野悦朗 

次世代を担う若手外科医への魅力的なキャリアサポートとは？－Academic Surgeon育成に向 

けた取り組み－  

第60回日本肝臓学会総会 特別企画 

熊本 2024/6/13 

(8) Yuki Kidoguchi, Yoichiro Uchida, Yuki Masano, Kentaro Kadono, Yosuke Kasai,  

Takayuki Anazawa, Kazuyuki Nagai, Etsuro Hatano 

A Proposal of Novel Concept of “Intermediate Parenteral Nutrition” ~The Application for  

Perioperative Nutrition Management in Pancreaticoduodenectomy~ 

第36回日本肝胆膵外科学会・学術集会 要望演題 

広島 2024/6/28 
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(9) Yoichiro Uchida, Kentaro Kadono, Hirofumi Hirao, Yuki Kidoguchi, KosukeTanaka,  

Kenichi Saga, Hiroshi Kawamoto, Junya Kawasoe, Tomoyuki Miyauchi,  

Hiroaki Terajima, Etsuro Hatano 

Is the involvement into basic research required for Surgeon? －Trials to train Surgeon- 

Scientist－ 

第36回日本肝胆膵外科学会・学術集会 シンポジウム 

広島 2024/6/29 

(10) 内田洋一朗 

肝移植における腸内細菌叢の基礎と臨床 Up-to-date－これからのシンバイオティクス療法－ 

移植医療教育セミナー 講演 

東京 2024/7/5 

(11) 内田洋一朗 

消化器外科領域におけるこれからの周術期栄養管理－新概念「中間的静脈栄養 Intermediate  

Parenteral Nutrition：IPN」の提唱－ 

日本外科代謝栄養学会第61回学術集会 ランチョンセミナー 

大阪 2024/7/26 

(12) 田中康介，伊藤孝司，奥村晋也，政野裕紀，影山詔一，小木曾 聡，穴澤貴行， 

内田洋一朗，波多野悦朗 

今後の脳死下臓器摘出体制を考える―若手教育と働き方改革の両立に向けて― 

第60回日本移植学会総会 要望演題 

長崎 2024/9/14 

(13) 内田洋一朗 

高度侵襲手術の栄養管理 

第35回 京滋NST研究会 パネルディスカッション 

京都 2024/10/5 

(14) 内田洋一朗，楊 知明，山根 佳，西尾太宏，小木曾 聡，穴澤貴行，長井和之，伊藤孝司 

石井隆道，波多野悦朗 

当科における胆道癌に対する低侵襲手術の現状と課題 

第60回日本胆道学会学術集会 パネルディスカッション 

名古屋 2024/10/11 

(15) 内田洋一朗，笠井洋祐，門野賢太郎，小島秀信，政野裕紀，楊 知明，西野裕人， 

西尾太宏，小木曾 聡，石井隆道，波多野悦朗 

胆管腫瘍栓を伴う大腸癌肝転移切除症例の検討－外科医からみた切離断端評価－ 

第18回肝臓内視鏡外科研究会 一般演題 

宇都宮 2024/11/20 

(16) 嵯峨謙一，内田洋一朗，木戸口勇気，影山詔一，平尾浩史，中村公治郎，波多野悦朗 

大建中湯におけるマウス肝虚血再灌流障害に対する保護作用の検討（第二報） 

第34回外科漢方フォーラム学術集会・第86回日本臨床外科学会総会サテライトシンポジウ 

ム ワークショップ 

宇都宮 2024/11/22 

(17) 木戸口勇気，小木曾 聡，西野裕人，小林真美，中尾 恵，楊 知明，西尾太宏， 

内田洋一朗，伊藤孝司，石井隆道，波多野悦朗 

鏡視下肝切除のための術中AIガイドの開発 

第37回日本内視鏡外科学会総会 一般演題 

福岡 2024/12/5 

(18) 内田洋一朗，楊 知明，大倉啓輔，西野裕人，西尾太宏，小木曾 聡，石井隆道， 

波多野悦朗 

当科における肝悪性腫瘍に対する腹腔鏡下Major肝切除の導入と長期成績 

第37回日本内視鏡外科学会総会 一般演題 

福岡 2024/12/6 
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(19) 内田洋一朗 

肝切除術の次なる可能性 

第37回日本内視鏡外科学会総会 教育講演（ランチョンセミナー） 

福岡 2024/12/6 
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主 た る 医 学 研 究 

 

１. 2024 年 4 月１日～2025 年 3 月 31 日 研究課題 

 

○2024 年度 文部科学省･日本学術振興会 科学研究費補助事業採択テーマ  （ １１件） 

△2024 年度 文部科学省･日本学術振興会 科学研究費補助事業継続テーマ  （ ２４件） 

※2024 年度 国立研究開発法人医療研究開発機構（AMED）参画テーマ   （  ３件） 

 

 

医学研究所 

    理事長    稲垣 暢也 

    病院長    秦  大資 

    所長     武藤 誠 

 

〇 １ GIP/GLP-1受容体共刺激による血糖降下・体重減少作用増強メカニズムの解明 

(科学研究費助成事業 2024～2026 基盤研究(C))（稲垣 暢也） 

 〇 ２ マウスモデルと臨床材料を用いた大腸がん幹細胞亜型の転移機構の解析 

(科学研究費助成事業 2024～2026 基盤研究(C))（武藤 誠） 

 

腫瘍 研究部門 

部長     本庄 原   （病理診断科） 

研究主幹   岡田 卓也  （泌尿器科） 

宗田 武   （泌尿器科） 

堀江 昭史  （産婦人科） 

奥田 亜紀子 （産婦人科） 

吉岡 弓子  （産婦人科） 

高  忠之  （消化器 C 消化器内科） 

八隅 秀二郎 （消化器 C 消化器内科） 

寺嶋 宏明  （消化器 C 消化器外科） 

田浦 康二朗 （消化器 C 消化器外科） 

大角 明宏  （呼吸器外科） 

西村 貴文  （腫瘍内科） 

髙原 祥子  （乳腺外科） 

北野 俊行  （血液内科） 

梶山 徹   （緩和ケア科） 

堀木 優志  （緩和ケア科） 

 

呼吸器センター 呼吸器外科系 

１ 肺癌における抗腫瘍剤関連バイオマーカーに基づく個別化治療 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、平山安見子、熊谷陽介） 

２ 悪性縦隔腫瘍におけるバイオマーカーに基づく個別化治療 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、平山安見子、熊谷陽介） 

３ Wnt 抑制ベクターによる癌核酸医療の開発 
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（黄 政龍、尾田博美） 

４ TS 抑制による腫瘍間質反応の抑制及び腫瘍内微小環境の研究 

（黄 政龍、尾田博美） 

５ 肺癌における新規バイオマーカーの探索 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、平山安見子、熊谷陽介） 

６ 悪性縦隔腫瘍における新規バイオマーカーの探索 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、平山安見子、熊谷陽介） 

７ 肺癌切除例に対する術後補助化学療法の検討 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、平山安見子、熊谷陽介） 

８ 改良型内視鏡手術用ポートの使用 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、平山安見子、熊谷陽介） 

９ バーチャル気管支鏡ナビゲーションを利用した術前気管支鏡下マーキング 

（黄 政龍、長 博之、尾田博美、平山安見子、熊谷陽介） 

△ １０ ドナー肺の好中球細胞外トラップを標的とした新規移植前治療法の開発 

(科学研究費助成事業 2022～2025 基盤研究(C)) （大角明宏） 

 

泌尿器科系 

１ 尿路上皮癌に対する免疫チェックポイント阻害薬治療の多施設共同観察研究 

（岡田卓也、宗田 武、小池修平、大塚 光、西崎広典） 

２ ホルモン感受性転移性前立腺癌の治療実態に関する前向き研究 

（岡田卓也、宗田 武、小池修平、大塚 光、西崎広典） 

３ 前立腺がんに対するロボット支援根治的前立腺全摘術の多機関共同観察研究 

（岡田卓也、宗田 武、小池修平、大塚 光、西崎広典） 

４ 切除不能尿路上皮癌の治療に関する他機関共同観察研究 

（小池修平、岡田卓也、宗田 武、大塚 光、西崎広典） 

５ ロボット支援前立腺全摘術後の株尿路症状の検討 

（宗田 武、小池修平、大塚 光、西崎広典、岡田卓也） 

６ 前立腺肥大症に対する治療状況の検討 

（宗田 武、岡田卓也、小池修平、大塚 光、西崎広典） 

   

産婦人科系 

  １ 低侵襲広汎子宮全摘術の腫瘍学的予後の検討 

     （堀江昭史、奥田亜紀子、児嶋真千子、河合恵理、高折彩、井関莉花） 

  ２ 腹腔鏡下傍大動脈リンパ節郭清術の手術手技に関する検討 

     （堀江昭史、吉岡弓子、山内綱大、高折彩、岩井夏実、槇田美緒） 

  ３ 広汎性子宮頸部摘出術の腟式手術への発展 

（樋口壽宏、小薗祐喜、児嶋真千子、河合恵理、井関莉花） 

  ４ ロボット支援下の子宮体癌手術におけるセンチネルリンパ節検索の有用性の検討 

     （吉岡弓子、堀江昭史、山内綱大、槇田美緒） 

  ５ 腹腔鏡下子宮全摘術における排尿昨日温存に向けた術式の検討 

     （堀江昭史、樋口壽宏、奥田亜紀子、児嶋真千子、河合恵理、岩井夏実） 

   ６ 腹腔鏡下子宮筋腫核出時の筋腫細切術の工夫 

     （樋口壽宏、小薗祐喜、山内綱大、森部絢子、岩井夏実） 
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  ７ 婦人科癌手術における深部静脈血栓症の発生についての検討 

     （小薗祐喜、吉岡弓子、奥田亜紀子、河合恵理、高折彩） 

  ８ 妊娠後期辺縁静脈洞の臨床的意義に関する検討 

     （奥田亜紀子、小薗祐喜、森部絢子、岩井夏実、井関莉花） 

  ９ 切迫早産管理時の Short term tocolysis の有用性に関する検討 

     （奥田亜紀子、森部絢子、河合恵理、高折彩、槇田美緒） 

  １０ 当施設における産科危機的出血に対して子宮全摘術を施行した症例に対する検討 

     （樋口壽宏、奥田亜紀子、松川華那） 

  １１ 11当施設での術前診断Ⅰ期の子宮体癌における治療成績についての検討 

     （樋口壽宏、小薗祐喜、大城陽） 

  １２ 当施設における、子宮頸癌に対するセンチネルリンパ節生検の有効性に関する検討 

     （樋口壽宏、堀江昭史、岩井夏実、平川安佳里） 

  １３ 当施設における傍大動脈リンパ節郭清後の合併症発生率の減少についての検討 

     （樋口壽宏、児嶋真千子、林果穂） 

〇 １４ ヒト末梢血単核球(PBMC)の免疫寛容変化による胚着床改善効果の機能解明 

(科学研究費助成事業 2024～2026 基盤研究(C))（堀江昭史） 

〇 １５ 新規細胞内氷晶形成測定法の開発と次世代三次元組織凍結保存 

(科学研究費助成事業 2024～2028 基盤研究(A))（堀江昭史） 

〇 １６ 卵丘細胞のメタボロームに着目した SLEの病態に即した胚培養系の開発 

(科学研究費助成事業 2024～2026 基盤研究(C))（堀江昭史） 

△ １７ 新規胚シグナル laeverin の幹細胞と免疫システムに対する作用の解明と臨床応用 

(科学研究費助成事業 2021～2024 基盤研究(A))（堀江昭史） 

△ １８ 小児・AYA 世代がん患者に対するがん・生殖医療における心理社会的支援体制の構築 

と安全な長期検体保管体制の構築を目指した研究―サバイバーシップ向上を志向して  

(がん対策推進総合研究事業 2023～2025)（堀江昭史） 

 

消化器センター 消化器内科系 

１ 2 型糖尿病患者に対する膵癌発生についての前向き経過観察研究 

（栗田亮、八隅秀二郎、栗山勝利） 

２ ERCP 関連偶発症に関する多施設共同前向き観察研究 

（栗山勝利、八隅秀二郎） 

３ 家族性地中海熱遺伝子関連腸炎の診断法確立 

（山内淳嗣、八隅秀二郎） 

４ 血液透析中の消化器癌患者に対する FOLFOX 療法の安全性と有効性に関する多施設 

共同臨床試験 

（髙忠之、八隅秀二郎） 

５ 大規模データベース構築から明らかにする急性下部消化管出血患者のクリニカルアウ 

トカムの実態とその関連因子の解明：多施設共同後ろ向き研究 

（山内淳嗣、八隅秀二郎） 

６ 自己免疫疾患における抗原の同定 

（森田敏広、栗山勝利、東俊二郎、八隅秀二郎） 

７ プロトンポンプ阻害薬中止による胃過形成性ポリープ縮小効果に関する多機関共同前 

向き観察研究 
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（吉川貴章、八隅秀二郎） 

８ 切除不能膵頭部癌に伴う遠位胆管狭窄による閉塞性黄疸に対する大口径低 axial  

force 胆管金属ステント留置の有用性と安全性を検討する二施設前向き試験 

（栗田亮、東俊二郎、森田敏広、栗山勝利、八隅秀二郎） 

９ 家族性膵癌家系または遺伝性腫瘍症候群に対する早期膵癌発見を目指したサーベイラ 

ンス方法の確立に関する試験 

（栗田亮、森田敏広、東俊二郎、八隅秀二郎） 

１０ 血液中 miRNA 測定による消化器癌の診断法確立に向けた研究 

（森田敏広、八隅秀二郎） 

１１ 膵癌に対する GEM+nabPTX 術前化学療法 

（森田敏広、栗田亮、寺嶋宏明、髙忠之、八隅秀二郎） 

１２ 電子カルテデータを用いた、がん薬物療法と腎障害に関する診療実態調査と関連因子 

及び予後に関する研究 

（塚本達雄、髙忠之、遠藤知美、尾上雅英、半田貴也） 

１３ Niti-s大腸用ステント MDタイプ多施設共同前向き安全性観察研究 

（川井祐弥、山内淳嗣、八隅秀二郎） 

１４ 氷水を用いた十二指腸乳頭冷却による ERCP 後膵炎予防効果の検討 

（栗田亮、森田敏広、東俊二郎、栗山勝利、八隅秀二郎） 

１５ 悪性遠位部胆管狭窄に対する metal stent 留置に伴う合併症に関する多施設共同後ろ 

向き観察研究 

（栗山勝利、東俊二郎、森田敏広、八隅秀二郎） 

１６ 迅速ウレアーゼ試験における胃粘液検体からのヘリコバクターピロリ検出の検討 

（山内淳嗣、吉川貴章、八隅秀二郎） 

１７ 大阪早期膵癌プロジェクト 

（八隅秀二郎、栗山勝利、東俊二郎、森田敏広、藤田光一） 

１８ 巨大肝嚢胞に対するポリドカノール、無水エタノール、塩酸ミノサイクリンの臨床 

使用について 

（吉川貴章、八隅秀二郎） 

１９ 日本人の潰瘍性大腸炎、クローン病、関節症性乾癬患者を対象としたアダリムマブバ 

イオシミラーFKB327 の有効性と安全性について: FKB327 Japan Registry Study 

（山内淳嗣、吉川貴章、中神聡太、八隅秀二郎） 

２０ 10mm 以上 20mm 以下の大腸ポリープに対する Underwater EMR の局所遺残再発に関する 

検討 

（山内淳嗣、廣橋研志郎、吉川貴章、中神聡太、八隅秀二郎） 

２１ 閉塞性黄疸を有する 1型自己免疫性膵炎に対する胆管ステント非留置下ステロイド 

投与の安全性評価試験 

（栗田亮、栗山勝利、東俊二郎、森田敏広、八隅秀二郎） 

２２ NAFLD/NASH における線維化進展と肝発癌の観察研究 

（高橋健、八隅秀二郎） 

２３ 呼気揮発性有機化合物と肝疾患の関連 

（井口公太、寺嶋宏明、田浦康二朗、河合隆之、伊藤凌、高橋健、髙忠之、 

八隅秀二郎） 

２４ 膵炎/膵癌患者の腸内細菌叢制御を目的とする IgA 抗体医薬の検証 
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（井口公太、寺嶋宏明、田浦康二朗、河合隆之、仲野健三、東俊二郎、森田敏広、 

髙忠之、八隅秀二郎） 

２５ 膵癌局所の免疫賦活を最大化するナノ粒子 TLR9リガンド併用光免疫療法の開発 

（基盤研究（C）） 

（高橋健） 

△ ２６ 膵癌患者の膵液中 miRNA に対するバイオマーカーおよび分化・増殖に関する研究 

（若手研究） 

（森田敏広） 

２７ 新規自然免疫賦活アジュバントを光免疫療法と併用する消化器癌を対象とした 

in situ ワクチンの開発 

（高橋健） 

△ ２８ 炎症性肝発癌過程におけるミスマッチ修復遺伝子 MSH2の役割の解明 

(科学研究費助成事業 2023～2024 研究活動スタート支援) （中野重治） 

 

消化器センター 消化器外科系 

【食道】 

  １ 腹臥位胸腔鏡下食道亜全摘に関する観察研究 

    （田中英治）  

【胃･十二指腸･小腸】 

  ２ 京都大学外科関連多施設における胃癌手術レジストリ 

    （田中英治） 

  ３ 胃癌手術症例のバイオバンク構築 

    （奥知慶久、山本健人） 

  ４ 2型糖尿病を有する胃癌患者に対する幽門側胃切除術後の消化管再建法の糖尿病経過 

    への影響に関する多施設共同後ろ向き観察研究 

    （田中英治） 

  ５ 腹腔鏡下幽門側胃切除の術後疼痛に関する観察研究 

    （田中英治） 

  ６ 多国間における胃癌の臨床病理学的特徴及び予後の比較検討 国際共同後ろ向き観察 

    研究 

    （田中英治） 

  ７ 腹腔鏡下胃癌手術後の腹腔内 感染性合併症 の予防 に対するポリグリコール酸シー 

    トの有効性と安全性に関する 第Ⅱ相臨床試験 

    （田中英治、奥知慶久） 

  ８ 残胃癌に対する低侵襲手術の有用性・妥当性の検討; 多施設共同後ろ向き観察研究 

    （田中英治、奥知慶久） 

【大腸、消化管基礎研究】 

△  ９ 大腸癌における FGFR遺伝子が新規分子標的治療薬の感受性にもたらす影響と臨床的 

意義（学術研究助成基金助成金 2023 年-2027 年度 若手研究） 

（山本健人） 

△ １０ 腫瘍発生の土壌となる遺伝子発現変化を制御することよる新規大腸癌予防薬の開発 

（学術研究助成基金助成金 2021 年-2023 年度 若手研究） 

（奥知慶久） 
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１１ 局所進行下部直腸癌に対する術前補助化学療法の有効性と忍容性の研究(Estneo 研 

究)の長期予後調査研究 

（福田明輝） 

  １２ 消化管癌患者由来腫瘍を用いた移植片マウスモデル及びスフェロイド培養モデルの樹 

立に関する研究 

（山本健人） 

 １３ 局所進行直腸癌に対し強度変調放射線治療を利用した術前化学放射線療法の多施設第 

II 相臨床試験 

（福田明輝） 

 １４ 高齢者大腸癌に対する低侵襲手術の安全性に関する多施設共同研究 

（山本健人） 

〇 １５ 大腸がんに対する新規分子標的治療薬 FGFR3IIIc 阻害薬の開発 

(科学研究費助成事業 2024～2026 基盤研究(C))（上田修吾） 

〇 １６ 大腸がんに対する新規分子標的治療薬 FGFR3IIIc 阻害薬の開発 

(科学研究費助成事業 2024～2026 基盤研究(C))（奥知慶久） 

 

【肝臓、肝切除臨床研究、肝臓基礎研究】 

△ １７ ヒスタミン受容体シグナル制御による肝虚血再灌流障害の制御および肝移植への応用 

（学術研究助成基金助成金 2023-2025 年度 若手研究） 

（川添准矢（客員研究員）） 

  １８ 肝虚血再灌流障害とその制御における概日リズムの関与（学術研究助成基金助成金  

2021-2023年度 基盤研究 C） 

（寺嶋宏明、宮内智之（客員研究員）） 

△ １９ 肝細胞癌における癌幹細胞を標的とした新規治療戦略構築に関する研究 

（学術研究助成基金助成金 2021-2023 年度 若手研究）（河合隆之） 

 ２０ 肝臓外科領域における食事療法の有効性および腸内環境の変動解析 

（学術研究助成基金助成金 2020-2023 年度 基盤研究(B)）（宮内智之） 

 ２１ 肝疾患モデル動物に対する栄養学的介入に関する基礎研究（イーエヌ大塚 研究支援）  

（寺嶋宏明、内田洋一朗（客員研究員）） 

  ２２ 大建中湯における肝虚血再灌流障害に対する保護効果に関する基礎研究 

（ツムラ共同研究助成） 

（寺嶋宏明、内田洋一朗（客員研究員）） 

 ２３ 大腸癌肝転移に対する肝切除法と予後に関する多施設共同前向き観察研究 

（SAMURAI study） 

（河合隆之） 

 ２４ 肝内胆管癌の末梢型と中枢型における解剖学的分類の妥当性に関する研究 

（日韓合同プロジェクト研究） 

（田浦康二朗） 

 ２５ Clinical impact of 18F-fluorodeoxyglucose positron emission  

tomography/computed tomography in the patients with pancreatic ductal  

adenocarcinoma treated with neoadjuvant therapy（日韓合同プロジェクト研究） 

（田浦康二朗） 

 ２６ Implementation status of indocyanine green fluorescence-guided laparoscopic  
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liver resection: an international multicenter study in Asian countries 

（日韓合同プロジェクト研究） 

（田浦康二朗） 

 ２７ 同時性切除不能大腸癌肝転移に対する肝先行切除または原発先行切除の有用性および 

安全性の検討 

（寺嶋宏明） 

 ２８ 肝切除後肝再生･肝不全における脂質代謝ネットワークを探る 

（井口公太） 

 ２９ 肝切除後の予想残肝容量を増大させ、術後肝不全のリスクを回避する新しい肝切除術 

式（ALPPS手術）導入 

（河合隆之） 

 ３０ BRAF V600E 変異陽性切除不能大腸癌肝転移に対する conversion 療法に関する 

多施設共同前向き観察研究 

（寺嶋宏明） 

 ３１ 呼気揮発性有機化合物と肝疾患の関連 

（井口公太） 

 ３２ 肝切除後合併症発生リスクの経時的変化に基づく最適な入院期間の検討 

（日本肝胆膵外科学会プロジェクト研究） 

（田浦康二朗） 

 ３３ 生体適合吸収性素材を用いた人工胆管の開発 

（学術研究助成基金助成金 2024 年度 基盤研究(C)基金 申請） 

（田浦康二朗） 

△ ３４ NASH 肝癌発生過程を血液と肝臓プロテオームから解き明かす～ブタからヒトへ～ 

(科学研究費助成事業 2019～2024 基盤研究(C))（井口公太） 

【胆道】 

 ３５ 肝葉切除を伴わない胆道癌切除例を対象としたゲムシタビン/シスプラチン（GC）併用 

療法とゲムシタビン/S-1（GS）併用療法の術後補助化学療法のランダム化第Ⅱ相試験 

（KHBO1901） 

（河合隆之、寺嶋宏明） 

 ３６ 全国胆道癌の後方視的観察研究 

（寺嶋宏明、田浦康二朗） 

 ３７ 胆嚢癌に対する至適術式の検討 

（田浦康二朗） 

 ３８ T因子に基づく胆嚢癌における最適手術範囲と手術方法の検討 

（日韓合同プロジェクト研究） 

（田浦康二朗） 

 ３９ 切除不能または再発胆道癌を対象としたゲムシタビン/シスプラチン/S-1（GCS） 

療法とゲムシタビン/シスプラチン/免疫チェックポイント阻害薬療法のランダム化 

比較第Ⅲ相試験（KHBO2201） 

（河合隆之、寺嶋宏明、田浦康二朗） 

【膵臓、膵切除】 

 ４０ 膵･消化管および肺･気管支･胸腺神経内分泌腫瘍の患者悉皆登録研究 

（寺嶋宏明） 
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 ４１ 膵癌に対する GEM+nabPTX 術前化学療法 

（寺嶋宏明、田浦康二朗） 

 ４２ 糞便解析と栄養学的指標から検討した膵切除後脂肪肝の治療戦略 

（井口公太） 

 ４３ 膵頭十二指腸切除術の標準化と段階的 renovation の意義 

（寺嶋宏明、田浦康二朗、井口公太、河合隆之） 

 ４４ 膵体尾部切除における膵断端処理の標準化と段階的 renovation による POPF 発症 

軽減への取り組み 

（寺嶋宏明、田浦康二朗、井口公太、河合隆之） 

 ４５ 切除可能／切除可能境界膵癌に対する至適術前治療の探索 

（仲野健三）  

 ４６ 当院における膵癌切除例の治療成績および予後因子の検討 

（仲野健三） 

 ４７ 切除不能局所進行膵癌に対する Conversion Surgery の新規化学療法導入後治療成績 

の再検討（日本肝胆膵外科学会プロジェクト研究） 

（寺嶋宏明、河合隆之） 

 ４８ 膵管内管状乳頭腫瘍（Intraductal tubulopapillary neoplasm）に関する多施設共同 

後ろ向き観察研究（日本肝胆膵外科学会プロジェクト研究） 

（仲野健三） 

 ４９ 膵体尾部切除術における膵切離法と術後膵液瘻に関する多機関共同後ろ向き観察研究 

（河合隆之、寺嶋宏明） 

 ５０ 当院における成人先天性胆道拡張症に対する手術症例の検討 

（河合隆之、寺嶋宏明） 

５１ 腹腔洗浄細胞診陽性膵癌に対し切除の是非を明らかにするための比較研究（日本肝胆 

膵外科学会プロジェクト研究） 

（河合隆之、寺嶋宏明） 

５２ 膵炎/膵癌患者の腸内細菌叢制御を目的とする IgA 抗体医薬の検証 

 （井口公太、新藏礼子） 

【その他】 

５３ Multi-gene Panel を用いた遺伝学的検査の遺伝カウンセリングモデルに関する研究 

（寺嶋宏明）  

 ５４ 腹腔鏡下鼠径ヘルニアの術後疼痛に関する観察研究 

（田中英治、河合隆之） 

 ５５ 消化器手術が体蛋白崩壊量と栄養代謝動態に与える影響 

（田中英治） 

 ５６ 2型糖尿病患者に対する消化器悪性腫瘍手術において術前血糖コントロールが術後成 

績に及ぼす影響に関する多施設共同後ろ向き観察研究 

（田中英治） 

 ５７ イマチニブ投与中の進行消化管間質腫瘍に対する腫瘍減量手術の臨床的有用性を評価 

する国際多施設共同後方視的研究 

（上田修吾、寺嶋宏明） 

 ５８ フェロトーシスと揮発性有機化合物による抗がん剤治療効果の非侵襲的モニタリング 

（井口公太、杉浦悠毅、松岡悠太） 

55



12 

 

５９ 80 歳以上の高齢鼠径ヘルニア患者に対する至適手術治療の検討：京都大学外科関連多

機関共同コホート研究 

（河合隆之） 

〇 ６０ マウス脂肪肝移植を用いた代謝免疫学的アプローチによる肝虚血再灌流障害の機序解 

明(科学研究費助成事業 2024～2027 基盤研究(B))（川添准矢） 

 

腫瘍内科系 

１ がん化学療法における有害事象に関する臓器横断的研究 

（西村貴文） 

   ２ 治療抵抗性に関わるがんの生物学的不均一性を解明する空間オミクス解析 

（竹下純平） 

 

乳腺外科系 

【遺伝医学】 

１ 乳癌患者に対する、研究にて判明した遺伝子変異の結果開示における遺伝カウンセリ 

ングのニーズ及び効果に関する調査 

（高原祥子、板垣あい、吉本有希子） 

２ BRCA 遺伝学的検査に関するデータベースの作成 

（高原祥子、板垣あい、吉本有希子） 

３ 遺伝性乳癌卵巣癌症候群疑い患者に対する BRCA1/2 遺伝子検査関連情報提示後の行動 

様式とその動機の研究 

（高原祥子、板垣あい、吉本有希子） 

４ 遺伝性腫瘍における医療格差の打開に必要なツールの検討 Ver.1 

（板垣あい、吉本有希子、高原祥子） 

５ HBOC 患者に対するリスク低減手術がもたらす心理・身体・社会的変化についての調査 

（板垣あい、吉本有希子、高原祥子） 

６ 当院における HBOC 患者に対するリスク低減乳房切除の現状と課題 

（吉本有希子、高原祥子、橘強、板垣あい） 

７ BRCA1/2 遺伝学的検査バリアント症例の長期フォローアップ 

（高原祥子 板垣あい 吉本有希子 橘強） 

８ 当院の HBOC 診療における血縁者診断と医学的管理の現状と今後の課題 

（吉本有希子、高原祥子、橘強、板垣あい） 

９ 当院における生殖細胞系列 MGPT の現状と課題 

（吉本有希子、板垣あい、高原祥子） 

１０ ゲノム医療にむけた院内体制づくりに関する研究 

（板垣あい、吉本有希子、高原祥子） 

１１ 当院の HBOC 診療における血縁者診断と医学的管理の現状と今後の課題 

（吉本有希子、板垣あい、橘強、高原祥子） 

１２ リスク低減卵巣卵管摘出術(RRSO)未実施者の現状と遺伝診療の課題 

（板垣あい、吉本有希子、橘強、高原祥子） 

【化学療法】 

１３ 化学療法誘発性末梢神経障害発症軽減に関する多施設共同研究 

（高原祥子、吉本有希子、橘強） 
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１４ 「エンハーツ点滴静注用 100mg 特定使用成績 調査 乳癌 」患者を登録対象とした 

トラスツズマブ デルクステカン 中止後の後治療に関するコホート研究(EN-SEMBLE) 

（高原祥子、吉本有希子、橘強） 

１５ HER2 低発現転移再発乳癌に対する T-DXd治療の臨床病理学的検討 

（高原祥子、吉本有希子、橘強） 

１６ 免疫チェックポイント阻害剤併用周術期化学療法の治療成績と安全性について 

（橘強、吉本有希子、高原祥子） 

１７ AYA世代女性がん患者で、がん治療前に妊孕性温存療法に関して情報提供を受けた 

患者における卵巣機能評価に関する前向きコホート研究 

（寺嶋宏明、田浦康二朗、北野俊行、髙原祥子、橘強、吉本有希子） 

【内分泌療法】 

１８ ER 陽性転移乳癌におけるアベマシクリブの効果予測並びに腸管毒性予測因子を探索 

する臨床研究 

（吉本有希子、高原祥子） 

１９ 当院における ER・PgR 低発現乳癌の臨床病理学的検討 

（吉本有希子、橘強、高原祥子） 

 【その他】 

２０ 乳がん微小環境形成に関わる分子生物学的機序の生体試料を用いた探索研究 

（高原祥子、吉本有希子、橘強） 

２１ cStageI 乳癌におけるセンチネルリンパ節生検の必要性の検討 

（橘強、吉本有希子、高原祥子） 

２２ 再発高リスク早期乳がん患者の血中循環腫瘍 DNA の発現状況および転移・再発との 

関連を検討する前向き遺伝子解析研究 

（高原祥子、吉本有希子、橘強） 

２３ 血清中短鎖 RNA測定による乳癌の診断法確立に向けた研究 

（高原祥子、吉本有希子、橘強） 

２４ ICG蛍光法センチネルリンパ節生検施行後の予後を調査する観察研究 

（高原祥子、吉本有希子、橘強） 

２５ 葉状腫瘍の悪性度による臨床病理学的特徴と治療についての考察 

（吉本有希子、橘強、高原祥子） 

２６ 乳癌診断における MRI 撮影標準化に向けた複数施設前向き研究 

（石守崇好、髙原祥子、岡澤藍夏） 

 

血液内科系 

１ 白血病細胞における HBO1阻害剤、DOT1L 阻害剤、MENIN阻害剤などの有効性について 

    （高橋慧） 

  ２ 細胞内蛋白を標的とした分子標的治療の構築 

    （稲野将二郎） 

  ３ 網羅的遺伝子検査を血液腫瘍の診療に役立てるための臨床研究 

    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

  ４ 遺伝性造血器疾患に関する遺伝子解析研究 

    （羽田美沙祈、土井究、河崎直人、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

  ５ 造血幹細胞移植の治療成績の解析 
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    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

  ６ 多発性骨髄腫に対する新規薬剤の臨床研究 

    （田端淑恵、島田充浩、土井究、羽田美沙祈、坂本宗一郎、北野俊行） 

  ７ 骨髄増殖性疾患に対する新規薬剤の臨床研究 

    （田端淑恵、島田充浩、土井究、羽田美沙祈、坂本宗一郎、北野俊行） 

  ８ 初発及び再発/難治 Diffuse large B cell lymphoma に対するポラツキシマブの有用性 

の臨床研究 

    （土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

  ９ FLT3阻害薬の臨床研究 

    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

 １０ AML におけるベネトクラクス＋アザシチジン併用療法の有用性の検討 

    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

 １１ ベネトクラクスの体内動態の研究 

    （田端淑恵、北野俊行） 

 １２ 慢性活動性 EB ウイルス感染症に対する同種移植の有効性の検討 

    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

 １３ ランゲルハンス組織球症の臨床研究 

    （田端淑恵） 

 １４ HLA1座不適合非血縁者間骨髄移植における従来型 GVHD 予防法と抗ヒト胸腺細胞 

免疫グロブリン併用 GVHD 予防法の比較研究 

    （北野俊行） 

 １５ HLA 半合致移植の臨床応用 

    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

 １６ リンパ腫様肉芽腫症の病態、治療に関する検討 

    （土井究、田端淑恵） 

 １７ POEMS 症候群の自家移植とその後の経過 

    （田端淑恵、北野俊行） 

 １８ 再発難治低悪性度リンパ腫での、ベンダムスチン・リツキシマブ併用療法の予後因子 

の探索 

    （北野俊行） 

  １９ 好酸球増多症候群（HES）被験者を対象とした、ベンラリズマブの 24 週間投与後の 

有効性及び安全性を評価する多施設共同、無作為化、二重盲検、並行群間、プラセボ 

対照、非盲検継続投与期間を含む第 III 相試験 

    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

 ２０ 再発性及び／又は難治性多発性骨髄腫（RRMM）を有する成人患者を対象としたポマ 

リドミド・デキサメタゾン併用でのイサツキシマブの静脈内投与と皮下投与を比較検 

討するランダム化、第 III相、非盲検試験 

    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

 ２１ 臨床試験で過去にダニコパンを投与した発作性夜間ヘモグロビン尿症（PNH）患者を対

象に、補体 C5 阻害薬（C5i）へ追加投与したときのダニコパンの安全性及び有効性を

検討する長期継続投与（LTE）試験 

    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

 ２２ 急性前骨髄球性白血病に対し ATRA と ATO を併用した寛解導入及び地固め療法 
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    （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

 ２３ 高齢悪性リンパ腫患者の治療と自立性喪失、介護度増悪に関する前向き観察研究 

     （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

 ２４ 成人急性リンパ性白血病に対する治療プロトコール 

     （羽田美沙祈、土井究、島田充浩、坂本宗一郎、田端淑恵、北野俊行） 

△ ２５ タンパク質分解系を利用した神経変性疾患の病態解明と治療法の探索 

（学術研究助成基金助成金 2023-2024 年度 挑戦的研究(萌芽)基金）（稲野将二郎） 

※ ２６ 神経変性疾患原因タンパク質の効率的な除去方法の探索 

（国立研究開発法人日本医療研究開発機構 創薬ブースター 2023～2024 年度） 

（稲野将二郎） 

△ ２７ 活性化型 KRAS の特異的分解による膵癌新規治療法を創る 

(科学研究費助成事業 2022～2024 若手研究) （稲野将二郎） 

 

病理診断科系 

１ 膵液細胞診の精度向上のための検討 

（仲村佳世子、本庄原） 

２ 悪性中皮腫診断のための酵素抗体法パネルの検討 

（本庄原） 

３ EUS-FNA における細胞診と組織診との整合性について 

（本庄原） 

４ 婦人科細胞診における LBC と従来法の比較検討 

（西岡千恵子、仲村佳世子、本庄原） 

 

 緩和ケア科 

   １ 高度がん疼痛に対するヒドロモルフォンとフェンタニルの持続皮下注タイトレーショ 

     ンに関する前向き比較試験 

     （梶山徹） 

   ２ 中等度がん疼痛に対するトラマドールとヒドロモルフォンの前向き比較試験 

     （梶山徹） 

 

呼吸・循環 研究部門  

部長     春名 徹也  （心臓 C 不整脈科） 

研究主幹   中根 英策  （心臓 C 循環器内科） 

       金光 ひでお （心臓 C 心臓血管外科・臨床工学部） 

福井 基成  （呼吸器 C 呼吸器内科） 

丸毛 聡   （呼吸器 C 呼吸器内科） 

井上 大生  （呼吸器 C 呼吸器内科） 

 

心臓センター 循環器内科、不整脈科系 

１ 心臓デバイス植え込み患者に対する遠隔モニタリングのデータ統合管理の有用性 

     （春名徹也、張田健志、木村光輝、臨床工学部） 

   ２ 遠隔モニタリングのデータ統合管理システムを用いた、デバイス植え込み患者の発作

性心房細動の管理及び治療効果判定における有用性 
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   （春名徹也、張田健志、木村光輝、臨床工学部） 

   ３ 日本におけるカテーテルアブレーションの現状把握:アブレーション全例登録観察 

      研究（Japan Ablation Registry: J-AB study） 

      （春名徹也、張田健志、木村光輝、） 

   ４ 難治性心房頻拍及び心房細動を対象としたマーシャル静脈に対するケミカルアブレー 

ションを用いた探索的介入研究 

      （春名徹也、張田健志、木村光輝、） 

   ５ 植え込み型心臓電気デバイス治療に関する登録調査 

      New Japan Cardiac Device Treatment Registry 2023 （New JCDTR 2023） 

      （春名徹也、張田健志、木村光輝） 

６ 心臓デバイス・リード抜去症例の実態調査（J-LEXレジストリー） 

  （木村光輝、春名徹也、張田健志） 

７ 循環器疾患診療実態調査（JROAD）のデータベースと CRT 患者の予後に関わる因子に関

する研究 

（張田健志、春名徹也、木村光輝） 

８ 持続性心房細動例における積極的洞調律化の妥当性を心房細動適応現象から判定する 

  （春名徹也、張田健志、木村光輝） 

９ 高齢者頻脈徐脈症候群における比較的高位心房中隔ペーシングによる心房細動抑制効

果の検討 

  （春名徹也、張田健志、木村光輝） 

１０ 心房細動アブレーションにおける左心房後壁電気的隔離追加の意義と方法に関する 

検討 

（張田健志、春名徹也、木村光輝） 

１１ 心房細動アブレーション直後の心臓電気生理学的特徴と再発時期との関連についての 

検討 

（張田健志、春名徹也、木村光輝） 

１２ 非肺静脈起源心房細動症例の心房細動アブレーション術前の予測因子に関する検討 

   （張田健志、春名徹也、木村光輝） 

１３ 心房細動アブレーション後の心房粗動、心房頻拍症における左心房前壁の伝導異常に 

対する治療介入に関する検討：最新の不整脈マッピングシステム（Rhythmia)を用いた 

治療戦略 

（木村光輝、春名徹也、張田健志） 

１４ 心房細動アブレーションの際に、para-sinus nodal pacing から描出される右肺静脈 

への心外膜伝導に対する Ensite-Ｘシステムを用いた、activation map 及び peak  

frequency map の検討 

     （木村光輝、春名徹也、張田健志） 

１５ CRT治療における、右室リード位置による、体表面 QRS幅や各種心臓パラメータの 

検討 

（木村光輝、春名徹也、張田健志） 

１６ 持続性心房細動アブレーション後患者の抗凝固薬継続の是非と左心耳閉鎖術の適応の 

検討 

     （春名徹也、木村光輝、張田健志） 

１７ 高齢心不全患者の心臓リハビリテーションの効果と予後因子に対する網羅的検討 
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   （中根英策、福田弘毅、猪子森明） 

１８ 大動脈弁狭窄症患者に対する治療法選択とその予後を検討する多施設前向きコホー 

   ト研究（CURRENT-AS Study-2） 

   （猪子森明、加藤貴雄、春名徹也、山地雄平、中根英策、福田弘毅、北野真理子、 

柴昌行、張田健志、濱口桃香、木村光輝、河合龍馬、山本裕貴、伊堂寺諒、 

中川靖章、森島学、荻野均、金光ひでお） 

１９ 多施設共同研究 CREDO-Kyoto 3（Coronary REvascularization Demonstrating 

   Outcome Study in Kyoto）追跡調査：日本における経皮的冠動脈インターベンショ 

   ン（PCI）および冠動脈バイパス手術（CABG）のレジストリー・多施設による冠動 

   脈疾患血行再建術後の長期成績・予後調査コホート 3 

   （猪子森明、山地雄平、張田健志、中根英策、福田弘毅、北野真理子、柴昌行、 

木村光輝、濱口桃香、河合龍馬、山本裕貴、伊堂寺諒、中川靖章、春名徹也） 

２０ 慢性心不全患者のフレイル実態調査 

   （吉田 都、鶴本一寿、上坂健太、中根英策、猪子森明） 

２１ 急性冠症候群に対するエベロリムス溶出性コバルトクロムステント留置後の抗血小 

   板剤 2剤併用療法（DAPT）期間を 1 ヵ月に短縮することの安全性を評価する研究 

   （STOPDAPT-2 ACS） 

   （山地雄平、福田弘毅、濱口桃香、北野真理子、柴昌行、山本裕貴、伊堂寺諒、 

河合龍馬、中川靖章、中根英策、猪子森明） 

２２ 至適な血管内超音波ガイド経皮的冠動脈インターベンションの複雑性病変における 

   臨床経過を評価する前向き観察研究（OPTIVUS-Complex PCI） 

   （山地雄平、猪子森明） 

２３ レセプトおよび DPCデータを用いた循環器疾患における医療の質に関する研究 

   （猪子森明、山地雄平、張田健志、中根英策、福田弘毅、北野真理子、柴昌行、 

木村光輝、濱口桃香、河合龍馬、山本裕貴、伊堂寺諒、中川靖章、春名徹也） 

２４ 心アミロイドーシス患者の臨床的特徴と予後を検討する多施設前向きコホート研究 

   （CAPTURE-AMYLOID） 

   （濱口桃香、中根英策、山地雄平、張田健志、福田弘毅、北野真理子、柴昌行、 

木村光輝、河合龍馬、山本裕貴、伊堂寺諒、中川靖章、春名徹也、猪子森明） 

２５ 大阪心不全地域連携の会（Osaka Stops HEart Failure, OSHEF）の心不全地域連 

   携パスの導入例における心不全再入院回避率および回避例・非回避例 

   （猪子森明、山地雄平、張田健志、中根英策、福田弘毅、北野真理子、柴昌行、 

木村光輝、濱口桃香、河合龍馬、山本裕貴、伊堂寺諒、中川靖章、春名徹也） 

２６ 肥大型心筋症の診療実態に関する多施設前向き登録研究（PREVAIL HCM） 

   （北野真理子、柴昌行、濱口桃香、中根英策、猪子森明） 

２７ 心不全患者の再入院防止を目的とした新たな心不全管理システム前後における医療 

   経済効果 

   （中根英策、猪子森明） 

２８ 心不全患者の症状緩和におけるモルヒネ投与の有効性と安全性に関する多施設共同 

   前向き観察研究（Morphine-HF study） 

   （北野真理子、中根英策、猪子森明） 

２９ うっ血性心不全（心性浮腫）患者における五苓散追加投与の浮腫に対する有効性を 

   検証する研究（GOREISAN-HF Trial） 
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   （中根英策、猪子森明） 

３０ 2 型糖尿病左室拡張不全患者の左室拡張機能に及ぼすトホグリフロジンの効果の検討 

（TOP-HFPEF） 

   （福田弘毅、中根英策、猪子森明） 

３１ 本邦における心血管インターベンションの実態調査 （J-PCI）を用いた日本心血管 

   インターベンション治療学会内登録データを用いた統合的解析 

   （猪子森明、山地雄平、張田健志、中根英策、福田弘毅、北野真理子、柴昌行、 

木村光輝、濱口桃香、河合龍馬、山本裕貴、伊堂寺諒、春名徹也） 

３２ オールジャパンで行う全身性アミロイドーシスコホート研究 （J-COSSA） 

   （濱口桃香、中根英策、猪子森明） 

３３ 慢性閉塞性肺疾患を有する慢性心不全患者における LAMA/LABA 投与による心不全 

   改善効果の検討に関する探索的臨床試験（COPD-HF） 

   （福田弘毅、中根英策、猪子森明） 

３４ 肥大型心筋症患者における診療の実態調査および突然死／拡張相への移行に関する  

   新規予測プログラムの開発とその検証のための多施設後向き登録研 

（REVEAL-HCM） 

（北野真理子、柴昌行、濱口桃香、河合龍馬、中根英策、猪子森明） 

３５ 循環器疾患診療実態調査（JROAD）のデータベースによる心臓サルコイドーシスの 

診療実態調査と二次調査に基づく診断・治療プロトコールの策定に関する研究 

（MYSTICS 研究） 

（北野真理子、柴昌行、濱口桃香、中根英策、猪子森明） 

３６ リモート行動変容支援と外来診療医への健康データ提供による虚血性心疾患のリスク 

因子是正効果に関する研究 

（上坂健太、鶴本 一寿、中根英策、猪子森明） 

３７ 血行再建の適応とならない慢性冠症候群患者に対するアスピリンの有効性および安全 

性の検討（ASA IN 研究） 

（北野真理子、濱口桃香、中根英策、山地雄平、張田健志、福田弘毅、柴昌行、 

河合龍馬、山本裕貴、伊堂寺諒、中川靖章、春名徹也、猪子森明） 

３８ 補助循環用ポンプカテーテルに関するレジストリ事業（J-PVAD 研究） 

（山地雄平、中根英策、猪子森明） 

３９ 心不全管理ツールを用いた心不全地域連携システム導入による心不全再入院に及ぼす 

効果の検討 

（中根英策、猪子森明） 

４０ エベロリムス溶出性プラチナクロムステント留置後の抗血小板療法を P2Y12 阻害薬 

単剤とすることの安全性と有効性を評価する研究 

（山地雄平、中根英策、猪子森明） 

４１ 川崎病既往成人における急性冠症候群とカテーテル治療例の診療実態に関する全国調 

査研究(AKD-ACS/PCI) 

（山地雄平、中根英策、猪子森明） 

４２ 冠動脈 3 枝疾患に対する定量的冠血流比（QFR）に基づく機能的虚血評価の 

意義:CREDO-Kyoto Registry Cohort-3 QFR Study 

（山地雄平、中根英策、猪子森明） 

４３ 急性冠症候群や他臓器虚血の原因となる特発性冠動脈解離の診断基準策定・診療実態 
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ならびに予後についての臨床エビデンスを創出する研究 ISCAD-CATCH 

（山地雄平、中根英策、猪子森明） 

４４ 肥大型心筋症患者における重症一次性僧帽弁閉鎖不全症の合併と治療法に関する予後 

の検討 

（北野真理子、柴昌行、濱口桃香、中根英策、猪子森明） 

４５ 連合弁膜症の疫学および予後に関する多施設前向き観察研究(EACVI-MMVD study) 

（北野真理子、柴昌行、濱口桃香、中根英策、猪子森明） 

４６ 心臓サルコイドーシスの診療実態に関する多施設前向き登録研究（MYSTICS-PRO） 

（北野真理子、柴昌行、濱口桃香、中根英策、猪子森明） 

４７ 心血管障害におけるペルオキシレドキシン 6の意義に関する研究 

（中根英策、猪子森明） 

４８ 成人心不全患者を対象に，ponsegromab またはプラセボを反復皮下投与したときの 

症状，機能，健康関連 QOL および安全性を検討する第 2 相，二重盲検，無作為化， 

プラセボ対照，4 群試験 

（猪子森明、北野真理子、濱口桃香、福田弘毅、柴昌行、中川靖章、中根英策） 

４９ 月担当表 治療抵抗性高血圧患者を含む、2剤以上の治療薬を使用しているコントロ 

ール不良の高血圧患者を対象として baxdrostat の有効性及び安全性を評価する二重 

盲検、ランダム化、プラセボ対照、多施設共同試験 

（猪子森明、北野真理子、濱口桃香、福田弘毅、柴昌行、中川靖章、中根英策） 

５０ EASi-HF – 左室駆出率（LVEF）が 40%以上の症候性心不全（HF：NYHA II～IV）患者を 

対象に，BI 690517 とエンパグリフロジンを併用経口投与したときの有効性及び安全 

性をプラセボ及びエンパグリフロジンと比較して評価する第 III 相，二重盲検，無作 

為化，並行群間比較，優越性検証試験 

（猪子森明、北野真理子、濱口桃香、福田弘毅、柴昌行、中川靖章、中根英策） 

５１ ナトリウム利尿ペプチド分子型制御機構に基づく心不全の新規治療法・診断法の開発 

（中川靖章、猪子森明） 

５２ 種々の心疾患におけるナトリウム利尿ペプチド分子型のバイオマーカーとしての意義 

の検討 

（中川靖章、柴昌行、猪子森明） 

 

心臓センター 心臓血管外科 

１ 冠動脈バイパス術におけるグラフト評価としての Transit flow meter の有用性 

（森島学、金光ひでお） 

２ 内視鏡を用いた大伏在静脈グラフト採取の利点と欠点  

（森島学、金光ひでお） 

３ Cryo ablation による肺静脈隔離の遠隔期成績 

（森島学、金光ひでお） 

４ 感染性心内膜炎の至適手術時期の検討 

（森島学、金光ひでお） 

５ 総大腿動脈病変に対する内膜摘除術の遠隔予後 

（森島学、金光ひでお） 

６ 心臓手術術前 MRIによる頭部評価は術後脳合併症の発症抑制に繋がる 

（森島学、金光ひでお） 

63



20 

 

△  ７ ヒト iPS 細胞を用いた異種動物由来ヒト化自己成長型血管グラフトの開発 

     （科学研究費助成事業 2022-2024 年度 基盤研究(C)） 

（金光ひでお） 

 

呼吸器センター 呼吸器内科系 

【肺癌関係】 

１ アジア人の非小細胞肺癌における個別化医療の確立を目指した、遺伝子スクリーニン 

グとモニタリングのための多施設共同前向き観察研究（LC-SCRUM-Asia） 

（神野志織、伊元孝光、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、 

森本千絵、北島尚昌、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

【呼吸器感染症関係】 

２ 非結核性抗酸菌症の重症化予防を目的とした栄養介入実施と新たな栄養指示療法の 

提案 

（高山祐美、北島尚昌、永井成美、福井基成） 

３ 非結核性抗酸菌症におけるアディポサイトカイン、ミオカインの検討 

（北島尚昌、本田憲胤、高山祐美、野原英瑛、神野志織、田嶋範之、森本千絵、 

井上大生、丸毛聡、福井基成） 

４ 成人市中発症肺炎（COP）における肺炎球菌性肺炎の疫学研究 

（井上大生、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

森本千絵、北島尚昌、丸毛聡、福井基成） 

５ COVID-19後遺症の病態解明に向けた観察研究 

（丸毛聡、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

森本千絵、北島尚昌、井上大生、福井基成） 

６ マルチプレックス PCR法を用いた成人気道感染症におけるウイルスの役割の検討 

（大倉千明、丸毛聡、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

森本千絵、北島尚昌、井上大生、福井基成） 

７ レジオネラ肺炎診断におけるリボテスト®レジオネラとイムノキャッチ®－レジオネラ 

の有用性の比較検討～多施設共同前向き観察研究～ 

（井上大生、大倉千明、嶋村優志、植木康光、塚本信哉、船内敦司、神野志織、 

森本千絵、北島尚昌、丸毛聡、福井基成） 

【喘息・ＣＯＰＤ関係】 

８ 閉塞性肺疾患の病態に関連した臨床指標に関する研究 

（丸毛聡、松本久子、室 繁郎、北島尚昌、井上大生、福井基成） 

９ COPD 患者における COPD アセスメントテストのスコアと臨床症状との検討 

（丸毛聡、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

森本千絵、北島尚昌、井上大生、福井基成） 

１０ 調剤薬剤師主導による吸入指導体制が喘息・COPD 患者および地域医療に及ぼす影響 

（丸毛聡、勝 啓子、三井克巳、井戸雅子、小山美鈴、福井基成） 

１１ 慢性閉塞性肺疾患（COPD）における気道好酸球炎症と気道壁肥厚の関連の検討 

（丸毛聡、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

森本千絵、北島尚昌、井上大生、福井基成） 

１２ 本邦リアルワールドでの重症喘息における生物学的製剤の使用実態および効果に寄与 

する因子の検討 多施設共同研究 
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（丸毛聡、北島尚昌、福井基成） 

１３ 閉塞性気道疾患における胸部 CT 解析の日常臨床応用への可能性に関する多施設共同 

研究 多施設共同研究 

（丸毛 聡、福井基成） 

１４ 慢性呼吸器疾患患者の呼吸運動を cineMRI を用いて定量的に評価する研究 

（白石祐介、白石依里香、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、 

神野志織、森本千絵、北島尚昌、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

１５ COPD 患者におけるフレイル・サルコペニアの関連する因子の同定 多施設共同前向き 

観察研究 

（丸毛聡、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

森本千絵、北島尚昌、井上大生、福井基成） 

１６ 慢性咳嗽患者の治療反応性に関わる因子の検討 

（森本千絵、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

北島尚昌、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

１７ 重症喘息における臨床的寛解に関する多施設共同研究（Japanese Prospective Cohort  

Evaluating Features of Patients with UncontRolled Asthma Achieving Clinical  

REmission （J-CIRCLE）） 

（丸毛聡、大倉千明、野原瑛里、神野志織、田嶋範之、森本千絵、北島尚昌、 

井上大生、福井基成） 

【びまん性肺疾患関係】 

１８ 多分野合議による間質性肺炎診断に対する多施設共同前向き観察研究 

（森本千絵、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

北島尚昌、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

１９ 間質性肺疾患患者の血液および BAL におけるサイトカインなどの検討 

（森本千絵、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

北島尚昌、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

２０ びまん性肺疾患の疫学およびバイオマーカーに関する研究 

（森本千絵、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

北島尚昌、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

２１ 過敏性肺炎における真菌特異的 IgG 抗体の有用性に関する検討 

（森本千絵、大倉千明、神野志織、北島尚昌、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

２２ 間質性肺疾患における真菌感作と真菌特異的 IgG 抗体についての検討 

（森本千絵、大倉千明、神野志織、北島尚昌、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

【呼吸不全関係】 

２３ 高齢者に対する長期非侵襲的人工呼吸療法についての検討 

（北島尚昌、本田憲胤、高山祐美、野原英瑛、神野志織、田嶋範之、森本千絵、 

井上大生、丸毛聡、福井基成） 

２４ 慢性閉塞性肺疾患への呼気圧負荷トレーニングに対する運動療法の上乗せ効果-多施 

設無作為化コントロール比較試験 -多施設無作為化コントロール比較試験- 

（北島尚昌、本田憲胤、福井基成） 

２５ 長期非侵襲的人工呼吸療法中の気胸の影響についての検討 

（北島尚昌、野原英瑛、神野志織、田嶋範之、森本千絵、井上大生、丸毛聡、 

福井基成） 
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２６ 労作時低酸素血症を呈する慢性呼吸不全患者における在宅酸素療法の酸素投与量適正 

評価 

（浦慎太郎、北島尚昌、本田憲胤、野原英瑛、神野志織、田嶋範之、森本千絵、 

井上大生、丸毛聡、福井基成） 

２７ 慢性呼吸不全患者に対する包括的呼吸ケアプログラムが身体活動性および健康関連 

QOL に及ぼす影響についての検討 

（北島尚昌、本田憲胤、野原英瑛、神野志織、田嶋範之、森本千絵、井上大生、 

丸毛聡、福井基成） 

２８ 高二酸化炭素血症および長期非侵襲的人工呼吸療法が肺非結核性抗酸菌症の予後に 

及す影響についての検討 

（北島尚昌、野原英瑛、神野志織、田嶋範之、森本千絵、井上大生、丸毛聡、 

福井基成） 

２９ 慢性閉塞性肺疾患の増悪予測因子としての episodic Nocturnal Hypercapnia について 

の多施設共同研究 

（福井基成、北島尚昌、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、 

神野志織、森本千絵、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

３０ 慢性閉塞性肺疾患に対する呼気圧負荷トレーニングの有効性の検討および適応基準の 

決定(学術研究助成基金助成金 2021-2023 年度 基盤研究(C)基金) 

（北島尚昌、福井基成） 

３１ パルスオキシメータ（PULSOX-500i）の活動量推定における有効性の検証 

（本田憲胤、野村知里、浦慎太郎、富謙伸、佐竹裕輝、北島尚昌、福井基成、 

大洞佳代子）  

【その他】 

３２ 研修医における呼吸器関連身体所見の知識と実臨床での経験についてのサーベイラン 

ス 

（濱川瑶子、大倉千明、嶋村優志、船内敦司、塚本信哉、植木康光、神野志織、 

森本千絵、北島尚昌、井上大生、丸毛聡、福井基成） 

 

内分泌・代謝・腎臓 研究部門 

部長     濵崎 暁洋  （糖尿病内分泌内科） 

研究主幹   松原 雄   （腎臓内科） 

       本庶 祥子  （栄養部） 

 

 糖尿病内分泌内科系 

 １ 糖尿病と脳構造との関係分析 

  （放射線科・放射線部、京都大学との共同研究） 

  （泉諒太、酒井麻里子、濵崎暁洋、成田晃大、西川祐貴、澁江公尊、本庶祥子 

稲垣暢也） 

△ ２ 膵α細胞の IRS1 制御性オートファジーにて調節されるグルカゴン分泌調節機構の 

探索 

（渋江公尊） 

３ 内分泌代謝疾患の新規バイオマーカーの探索 

  （長谷部雅士、酒井麻里子、塚口諒、松城真里、泉諒太、渋江公尊、本庶祥子、 
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濵崎暁洋、吉治智志、岩﨑順博、岩﨑可南子、境内大和、綾野志保、阿部恵、 

木村貞仁） 

４ 遺伝性内分泌代謝疾患診断のための遺伝子解析研究 

  （長谷部雅士、酒井麻里子、塚口諒、泉諒太、渋江公尊、本庶祥子、濵崎暁洋、 

吉治智志、岩﨑順博、岩﨑可南子、境内大和、綾野志保、阿部恵、木村貞仁） 

５ 代謝内分泌疾患の病態生理解明と治療効果検討のための観察研究 

  （酒井麻里子、塚口諒、松城真里、泉諒太、渋江公尊、本庶祥子、濵崎暁洋、 

吉治智志、岩﨑順博、岩﨑可南子、境内大和、綾野志保、阿部恵、 

木村貞仁） 

６ GH 産生下垂体腺腫における術後再発および薬物療法有効性予測因子の検討 

  （京都大学と共同研究） 

  （本庶祥子、濵崎暁洋、岩﨑順博、岩崎可南子） 

７ 妊娠時耐糖能異常症例に対する介入効果の研究 

  （綾野志保、博多恵美、増田有美、古河てまり、竹内麻衣） 

８ 1 型糖尿病患者における低血糖応答性グルカゴン分泌機構に関する研究 

  （渋江公尊） 

９ アミノ酸投与によるミトコンドリア機能改善に関する研究 

  （渋江公尊） 

  １０ インスリンシグナルを介したグルカゴン分泌制御についての研究 

  （渋江公尊） 

  １１ 原発性アルドステロン症の診断および治療経過に関する研究 

  （本庶祥子、濱崎暁洋） 

  １２ 糖尿病患者における膵癌発生の前向き観察研究（消化器内科との共同研究） 

  （本庶祥子、濱崎暁洋） 

  １３ 高齢者糖尿病患者の予後と予後にかかる因子、サルコペニアの評価と介入に 

関する研究 

  （本庶祥子、角田晃啓、濱崎暁洋） 

 １４ GIP/GLP-1受容体作動薬の脂質代謝への影響、体重抑制効果に関する研究 

  （泉諒太） 

１５ 全科型糖尿病診療サポートチームの多面的効果に関する検討 

   （竹内麻衣） 

１６ インスリン分泌と感受性、インクレチン作用の定量的評価、腸内環境と 

内分泌・代謝修飾連関の解明に関する研究 

   （濵崎暁洋） 

１７ 日常診療環境において持続的運用が可能なデータベースとその統合についての検討 

（濵崎暁洋） 

 

腎臓内科系 

１ 厚生労働省科学研究費補助金事業・AMED 関連事業・科研費 

1-1 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業）「難治性血管炎に関する調査

研究」 

（研究協力者；遠藤知美、武曾惠理） 

・好中球細胞質抗体関連血管炎関連遺伝子に関する研究 

67



24 

 

 （RemIT-JA、RemIT-JAV-RPGN、RemIRIT との連携） 

・大型血管炎（高安動脈炎と巨細胞性動脈炎）の治療の現状とその有効性と安全性に関 

 する観察研究 （塚本達雄、遠藤知美） 

・ANCA 関連血管炎（AAV）における腎組織病変とサイトカインプロファイルの相関 

 研究（RemIT-JAV-RPGN 公募二次研究） 

・本邦における抗好中球細胞質抗体関連血管炎に対するリツキシマブ療法の安全性と有

効性に関するコホート研究（RemIRIT） 

・JPVAS 血管炎前向きコホート研究（RADDAR-J） 

・血管炎病理診断コンサルテーション事業（武曾惠理） 

・AAV の上気道生検組織の病理学的特徴の解明（武曾惠理） 

1-2 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業『難治性腎障害に関する調査 

研究』ネフローゼ症候群ワーキンググループ 

（研究協力者；塚本達雄） 

・日本ネフローゼ症候群コホート研究（JNSCS） 

・新規日本ネフローゼ症候群コホート研究（JNSCS-In 研究） 

・Primary MPGN/C3 腎症と補体研究 

・膜性腎症に対するリツキシマブ臨床試験（PRIME） 

・指定難病臨床個人調査票のデータベース活用に関する研究 

1-3 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業『難治性腎障害に関する調査 

   研究』急速進行性糸球体腎炎ワーキンググループ 

 （研究協力者；塚本達雄、武曾惠理） 

・JKDR/JRBR を用いた RPGNの臨床病理学的解析 

・RPGN の疫学二次調査：全国 RPGN アンケート調査 

・指定難病臨床調査票を用いた疫学調査 

1-4 日本医療研究開発機構（AMED）研究 

  （研究協力者；塚本達雄、遠藤知美） 

・日本ネフローゼ症候群バイオマーカー研究（J-MARINE） 

1-5 厚生労働行政推進調査事業補助金難治性疾患等政策研究事業『指定難病の普及・ 

   啓発に向けた包括的研究』 

  （研究協力者；塚本達雄） 

・指定難病制度の運用基盤構築（基盤分科会） 

△ 1-6 基盤研究（C）22K08350 

免疫チェックポイント阻害薬に関連した腎障害における三次リンパ節の機能解析 

（研究代表者 松原雄） 

1-7 ANCA関連血管炎の寛解導入においてリツキシマブ併用下でのアバコパン＋短期低

用量グルココルチコイドレジメンと低用量グルココルチコイドレジメンを比較す

る多施設共同、オープンラベル、ランダム化比較、非劣性試験（ARRIA 試験）（遠

藤知美、松原雄、半田貴也、宮内美帆、大植薫） 

 

２ 共同研究・受託研究 

2-1 わが国の腎臓病疾患における腎生検データベース構築ならびに腎臓病総合データ 

   ベース構築に関する研究（J-RBR、J-CKD-DB） 

   （塚本達雄、森 慶太、平木秀輔、遠藤知美、武曾惠理） 
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・成人ループス腎炎の予後に関する観察研究（J-RBR 公募二次研究） 

   （遠藤知美、武曾惠理、塚本達雄、リウマチ膠原病内科：井村嘉孝） 

・日本腎生検レジストリーを利用したわが国における巣状分節性糸球体硬化症の 

 variant の予後についての二次調査 

   （塚本達雄、遠藤知美） 

 ・抗がん剤腎障害 J-RBR 研究（塚本達雄、遠藤知美、平木秀輔、森慶太） 

2-2 ヨーロッパと本邦における IgA 腎症の臨床的特徴の比較調査研究 

   （塚本達雄、遠藤知美） 

2-3 抗原特異的測定法による ANCA 検査の評価：小型血管炎における ANCA 検査の 

   2017年国際合意の改訂を検証するための多施設共同前向き研究 

   （塚本達雄、遠藤知美）  

2-4 遺伝子異常が疑われる腎疾患患者の遺伝子診断・解析、血液学的検査と臨床観察 

   研究 

   （塚本達雄） 

2-5 腎臓疾患および体液制御の異常に関わる危険遺伝子および遺伝子変異の同定 

  （遠藤知美） 

2-6 透析患者における α1-microglobulin 除去率が生存・合併症予後に与える影響の 

   検討 

   （塚本達雄） 

2-7 Low-Density Lipoprotein （LDL）アフェレシス療法の重度尿蛋白を伴う糖尿病 

   性腎症に対する多施設臨床試験（LICENSE-ON 研究） 

   （塚本達雄、森慶太、遠藤知美、武曾惠理） 

2-8 京都大学医学部附属病院腎臓内科関連病院腎疾患データベース構築に関する観察 

   研究 

   （塚本達雄、遠藤知美、森慶太、平木秀輔、武曾惠理） 

2-9 日本アフェレシスレジストリ 

   （塚本達雄） 

    2-10 標準化腎生検組織評価法の確立 

       （塚本達雄） 

2-11 「HTLV-1 陽性臓器移植レジストリ」を活用した臓器移植における HTLV-1感染 

   のリスクの解明に関する研究【RADDAR-J[0-3]】 

  （塚本達雄） 

2-12 経皮的腎生検における予防抗菌薬投与についてのランダム化比較試験 

  （塚本達雄、遠藤知美、半田貴也、森慶太） 

2-13 腎臓病・透析患者における COVID-19 対策の全国調査 および易感染性・重症化 

   因子の後方視的解析 

  （塚本達雄） 

2-14 電子カルテデータを用いた、がん薬物療法と腎障害に関する診療実態調査と関連 

   因子および予後に関する研究 

  （塚本達雄、森慶太） 

 2-15 腹膜透析の患者予後と治療方法についての調査（PDOPPS phase3） 

       （遠藤知美、塚本達雄） 

 2-16 腎生検で診断の得られた希少 6腎疾患の臨床像と病理学的特徴の検討に関する 
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   研究 

   （遠藤知美、武曾惠理） 

 2-17 腹膜透析血液透析併用療法(PD+HD)における 1週間の腹膜透析除水量の変化の 

   検討 

   （塚本達雄、遠藤知美、森慶太） 

2-18 急性血液浄化法の安全管理に関するアンケート、急性血液浄化法に関するアクシ

デント報告 

（塚本達雄） 

    2-19 GATM 遺伝子変異による家族性腎疾患に関する臨床情報の検討 

       （塚本達雄、高柳俊亮、森慶太） 

    2-20 腎不全患者の透析非導入および透析中止症例に関する臨床情報の検討 

       （塚本達雄、遠藤知美） 

    2-21 腎代替療法における共同意思決定の実態調査と規定因子の臨床疫学調査 

       （塚本達雄、遠藤知美、森慶太） 

2-22  包括的高度慢性下肢虚血患者に対する LDL アフェレーシス療法における血中ブラ 

ジキニン・一酸化炭素中毒濃度に関する研究 

（半田貴也、松原雄、塚本達雄） 

 

３ 企業治験（責任医師、分担医師） 

・原発性 IgA 腎症患者を対象とした，LNP023 の有効性及び安全性を評価する，多施設共

同，ランダム化，二重盲検，プラセボ対照，並行群間，第 III 相臨床試験およびロー

ルオーバー試験（ノバルティスファーマ株式会社、ノイエス（株）） 

（塚本達雄、遠藤知美、平木秀輔、森 慶太） 

・成人期発症のネフローゼ症候群（頻回再発型あるいはステロイド依存性）患者に対す 

る IDEC-C2B8 の有効性及び安全性を確認する臨床第Ⅲ相試験 

（医師主導治験、ノイエス（株）） 

（塚本達雄、遠藤知美、平木秀輔、森 慶太） 

 ・C3腎症または免疫複合体型膜性増殖性糸球体腎炎の患者を対象とした、 

PEGCETACOPLAN の有効性及び安全性を検討する第 III 相、無作為化、プラセボ対 

照、二重盲検、多施設共同試験（Apellis Pharmaceuticals 社、ノイエス（株）） 

(遠藤知美、塚本達雄、森慶太、高柳俊亮、東良亮) 

・免疫グロブリン A 腎症（IgAN）を有する被験者を対象として Atacicept の有効性及び 

安全性を評価する第 2b/3 相、複数パート、ランダム化、二重盲検、プラセボ対照試 

（Vera Therapeutics, Inc.、アイロム株式会社） 

（遠藤知美、塚本達雄、半田貴也、東良亮） 

   ４ 臨床研究 

・ANCA 関連血管炎患者の腎生検病理所見における、長期腎予後予測に有用なパラメータ

ー検索と評価法の検討 

 （遠藤知美） 

・透析患者の乳汁の尿毒素物質解析および母乳哺育の可能性についての研究 

（遠藤知美、塚本達雄） 

    ・透析用カテーテルの機能不全およびカテーテル関連感染症に関する研究 

（塚本達雄） 
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    ・血液透析患者への定期的静注鉄補充によるヘモグロビン・サイクリングとエリスロポ

イエチン反応性に関する研究 

（塚本達雄） 

    ・腎臓疾患および体液制御の異常に関わる危険遺伝子および遺伝子変異の同定 

（塚本達雄、遠藤知美） 

    ・慢性腎臓病地域連携診療におけるアウトカム分析 

（塚本達雄） 

    ・IgA 腎症の EPA+Aspirin 療法の有効性 

（遠藤知美、塚本達雄） 

    ・IgA 腎症におけるメサンギウム C4 沈着意義の検討 

（鳥越和雄 武曾惠理、 遠藤知美、塚本達雄） 

・IgA 腎症に対する肥満の影響について大規模コホートにおける腎機能と性によるサブ

解析 （有安由紀、武曾惠理、鳥越和雄、遠藤知美、塚本達雄） 

    ・SGLT2 阻害薬の腎機能の低下した DM 腎症に対する有効性と安全性 

（塚本達雄、森慶太） 

    ・VINCENT で測定した多発性嚢胞腎体積の推移・トルバプタン効果・腎不全進行の 

     検証 

（塚本達雄） 

    ・高齢発症 ANCA 関連血管炎患者の寛解導入における免疫抑制剤併用の有効性と 

     安全性 

（塚本達雄、遠藤知美） 

    ・CKD 患者における HDL 機能と腎疾患との関連についての観察研究 

     （武曾惠理） 

・ANCA 関連血管炎患者の間質性肺炎合併有無による臨床的意義の研究 

（東良亮、遠藤知美） 

・抗 MDA5 抗体陽性皮膚筋炎における血漿交換の有用性についての検討 

（渡邊友香、東良亮、高柳俊亮、森慶太、遠藤知美、塚本達雄） 

・透析患者における前誘発性銅欠乏性貧血の検討 

（渡邊友香、塚本達雄） 

・透析患者における末梢動脈疾患に対するレオカーナ・アフェレシスの有用性の検討 

（半田貴也、塚本達雄、松原雄） 

・慢性腎臓病・血管炎症例の Glycocalyx と臨床的特徴及び予後関連の解析 

（半田貴也、松原雄） 

・各腎臓疾患での慢性腎臓病進行に伴う組織学的変化・予後因子について 

 （半田貴也、塚本達雄、松原雄、遠藤知美） 

・Late onset lupus nephritis における腎病理・予後に関する検討 

（半田貴也、桂健介、松原雄） 

    ・日本腎生検レジストリーにおける抗がん剤による腎障害の臨床像に関する検討 

（SUrvey of renal Biopsy database and Anticancer dRUg therapy in Japan：SUBARU-J 

研究） 

（松原 雄、遠藤知美、半田貴也、塚本達雄） 

・慢性腎臓病（CKD）合併高トリグリセライド（TG）血症患者を対象としたペマフィブラ 

ート投与による腎機能への影響の検証研究 
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Japan Kidney Association-Pemafibrate Intervention for Chronic Kidney Disease  

patients Study: JKAPI-CKD study 

（塚本達雄、松原雄、遠藤知美、半田貴也、森慶太） 

・抗 GBM 抗体腎炎における血漿交換の有用性についての検討 

（塚本達雄、櫻木実、松原雄、遠藤知美） 

 

栄養部系 

  １ 肺 NTM 症患者のサルコペニア予防に関する栄養学的研究  

-筋肉の維持に関わる生活習慣・栄養摂取・栄養関連マーカーの探索- 

     （高山祐美、北島尚昌、福井基成） 

  ２ SCU における経腸栄養プロトコル導入後の効果 

     （京面ももこ） 

  ３ ICU-AW が自宅退院時の食事摂取に及ぼす影響 

（京面ももこ）  

   ４ 腸管切除部位が腸内細菌叢および栄養代謝に及ぼす影響 

   （京面ももこ） 

   ５ 膵臓手術患者における周術期および術後の栄養管理介入の有用性 

   （巽絢子） 

   ６ 消化器手術患者に対する栄養管理介入の有用性 

   （巽絢子） 

   ７ 消化器手術が体蛋白崩壊量と栄養代謝動へ与える影響 

   （田中英治、京面ももこ、巽絢子） 

   ８ 血液腫瘍患者における好中球減少時の食事内容が感染症発症率に及ぼす影響 

（高山祐美、中川佳恵、毎熊由美子、田端淑恵、北野俊行） 

   ９ 早期栄養介入による SCU 患者へのアウトカム検証 

（京面ももこ） 

  １０ 骨粗鬆症の栄養管理の検討。人間ドック受診者アンケートから 

（松元知子、毎熊由美子） 

     １１ 当院における管理栄養士病棟配置のアウトカム検証 

     （毎熊由美子） 

     １２ 厨房経過 20 年を機に病院給食管理について考える 

     （毎熊由美子） 

     １３ 北野式栄養管理手順と栄養リスクの検証 

     （京面ももこ、毎熊由美子） 

     １４ 病棟管理栄養士の効率的な活動 ～北野式栄養管理手順～ 

     （毎熊由美子） 

 

炎症・免疫 研究部門  

部長     井村 嘉孝  （リウマチ膠原病内科） 

研究主幹   吉川 義顕  （皮膚科） 

 

リウマチ･膠原病内科系 

１ 抗MDA5陽性間質性肺炎合併皮膚筋炎に対する 3剤併用寛解導入治療レジメンの有効性
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と安全性についての長期観察研究 

--- 多施設共同研究 

（井村嘉孝） 

 ２ 自己免疫性筋炎の診断 

（井村嘉孝） 

  

 皮膚科系 

    １ 乾癬における生物学的製剤を基盤とした集学的治療の有用性評価に関する研究 

   （吉川義顕、古賀玲子、山上優奈、臼居志保） 

   ２ 円形脱毛症における標準的治療の最適な介入時期とアウトカムに関する研究 

   （吉川義顕、古賀玲子、山上優奈、臼居志保） 

   ３ 蕁麻疹の標準的治療と臨床的効果に関する研究 

（吉川義顕、古賀玲子、山上優奈、臼居志保） 

   ４ アトピー性皮膚炎における標準的治療の有効性の臨床的評価方法に関する研究 

   （吉川義顕、古賀玲子、山上優奈、臼居志保） 

 

 

神経・感覚運動器 研究部門 

    部長 戸田 弘紀  （神経 C 脳神経外科） 

    研究主幹    金子 鋭   （神経 C 脳神経内科） 

        宮原 晋介  （眼科） 

  髙木 賢一  （神経精神科） 

  田村 治郎  （整形外科） 

  太田 雅人  （整形外科） 

  鈴木 義久  （形成外科） 

  前谷 俊樹  （耳鼻咽喉科・頭頸部外科） 

  金丸 眞一  （耳鼻咽喉科・頭頸部外科） 

  西田 南海子  （神経 C 脳神経外科） 

 

脳神経外科系 

１ 脳腫瘍全国統計調査と解析 （臓器がん登録調査） 

（戸田弘紀 他 研究代表者：成田善孝（国立がん研究センター中央病院・ 

 脳脊髄腫瘍科）） 

２ グリオーマにおける化学療法感受性の遺伝子指標の検索とそれに基づくテーラーメー

ド治療法の開発 

（戸田弘紀 他 研究代表者：金村米博（大阪医療センター･臨床研究センター・室長）） 

３ 小児頭蓋内悪性腫瘍の遺伝子診断体制の構築 Ⅰ．髄芽腫、上衣腫 

（戸田弘紀 塩田光隆 武部軌良 研究代表者：永根基雄（日本脳腫瘍学会理事長） 

 伊達 勲（日本小児神経外科学会理事長）） 

４ 硬膜動静脈瘻に対する Onxy液体塞栓システムを用いた経動脈塞栓術に関する多施設 

共同登録研究 

（戸田弘紀、石橋良太） 

５ 未破裂脳動脈瘤の増大・破裂を促進する因子同定のための臨床研究 
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（戸田弘紀、石橋良太） 

６ 無症候性頚動脈狭窄症の虚血発症リスク層別化に関する観察研究（SmartK study） 

（戸田弘紀、石橋良太） 

７ 成体神経幹細胞増殖制御における IGF-1・インテグリン αｖβ３協調作用の役割 

（戸田弘紀） 

   ８ Japan Neurosurgical Database（JND） 

（戸田弘紀 他 研究代表者：嘉山孝正・飯原弘二（一般社団法人日本脳神経外科学

会 ）） 

△  ９  高度難治性振戦に対する定位機能神経外科の治療最適化と振戦制御機構の解明 

     （学術研究助成基金助成金 2021-2024 年度 基盤研究(C）基金 延長申請)（戸田弘紀） 

  １０ 深部脳電極埋込時における頭位の影響に関する検討 

（西田南海子、戸田弘紀、岡 佑和 他）  

  １１ 特発性正常圧水頭症における症状改善のための臨床研究—アルツハイマー病理が疑わ 

     れる患者に対するシャントの有効性・安全性に関して— 

（西田南海子、小松研一 研究代表者：森 悦朗・宮嶋雅一・數井裕光（日本正常圧

水頭症学会）） 

  １２ 特発性正常圧水頭症の髄液不均等分布及び脳白質障害と L-PGDS についての研究 

（西田南海子、永田奈々恵（東京大学農学部・農学生命科学研究科）他） 

  １３ 胚細胞腫瘍の治療経過に関する検討 

（西田南海子、戸田弘紀、塩田光隆） 

  １４ パーキンソン病に対する視床集束超音波治療による小脳視床路、淡蒼球視床路の 

     可塑性検討（2021 年度第１回きたの研究奨励金） 

（西田南海子、戸田弘紀） 

  １５ 運動機能を強化する情動に関する神経ネットワークの解明 

     （澤田眞寛） 

 １６ 振戦の起源と脳白質障害に応じた集束超音波治療の最適化の為の研究 

（西田南海子） 

〇 １７ パーキンソン病・本態性振戦患者における小脳・視床・皮質回路の機能解剖の解明  

(科学研究費助成事業 2024～2026 基盤研究(C)) （戸田弘紀） 

 

 脳神経内科系 

  １ パーキンソン病患者における L-ドパ/DCI 配合剤治療へのセレギリンあるいは 

    ゾニサミドの上乗せ効果に関する無作為化比較第Ⅱ相試験 

    （jRCT 登録番号：jRCTs051180098） 

        （金子 鋭） 

  ２ パーキンソン病患者の振戦に対する MRgVim-FUS の適応評価、有効性・安全性の 

    解析研究 

    （金子 鋭、樽野陽亮、小松研一、宮本将和） 

   ３ パーキンソン病に対する脳深部刺激療法の適応基準と認知機能、精神状態への影響に 

     関する検討 

    （金子 鋭、樽野陽亮） 

  ４ パーキンソン病に対する DAT（Device Aided Therapy: DBS, FUS, LCIG）の適応 

    評価と有効性、安全性に関する研究 
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    （金子 鋭、樽野陽亮、小松研一、宮本将和） 

   ５ パーキンソン病患者におけるイストラデフィリンのジスキネジア発現に対する臨床 

研究 

    （小松研一、金子 鋭、樽野陽亮、古川公嗣、宮本将和） 

  ６ 神経内科診療における精神科連携の意義の検討 

    （小松研一） 

 

眼科系 

１ 日本網膜硝子体学会（Japanese Retina and Vitreous Society）における黄斑前膜 

レジストリ研究 

（田辺晶代、宮原晋介、槁本宗典、玉垣瑛、山川百李子、遠谷寛人） 

２ 網膜疾患の治療薬に関する長期リアルワールドデータを収集する多施設国際前向き 

観察研究：VOYAGER Study 

  （田邉晶代、宮原晋介、槁本宗典、玉垣瑛、山川百李子、遠谷寛人、泉谷祥之、 

兜坂明由） 

３ 高度近視緑内障眼における網膜神経線維層構造の長期経過 

  （田邉晶代） 

４ 高度近視緑内障眼に対する濾過手術後の視機能変化 

  （田邉晶代） 

５ 線維柱帯切開術の長期成績 

  （田邉晶代） 

６ サイトメガロウイルス起因性続発緑内障の長期経過 

  （田邉晶代） 

７ 前眼部 OCT を用いた強膜、テノン嚢の術前評価と術中所見 

  （田邉晶代） 

８ 難治性黄斑円孔に対する硝子体手術の術式選択 

  （宮原晋介） 

９ 裂孔原性網膜剥離に対する緊急手術について 

  （宮原晋介） 

１０ 嚢胞様黄斑浮腫に対する嚢胞切開の術後成績 

   （宮原晋介） 

 

神経精神科系 

１ 総合病院精神科に受診するうつ病患者に対する精神療法 

（高木賢一） 

２ 緩和ケアにおける精神療法についての研究 

（高木賢一） 

３ 精神科リエゾンコンサルテーションにおける統計学的研究 

（高木賢一） 

４ 総合病院入院中の認知症患者および高齢者に対する精神科薬物療法および非薬物療法 

（高木賢一） 

５ パーキンソン病関連疾患の精神症状に対する精神科薬物療法 

（高木賢一） 
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整形外科系 

  １ Surgical navigation system を応用した頚椎手術の臨床評価 

    （太田雅人、北折俊之） 

  ２ 骨粗鬆症性脊椎圧迫骨折に対する椎体再建術の臨床研究 

    （太田雅人、北折俊之） 

  ３ クロスリンクポリエチレンと 26ミリ径コバルトクロム人工股関節骨頭との組み合わ 

    せによるソケット磨耗の経時的臨床的測定評価、ソケットレントゲン所見の経時変化。 

    （田村治郎） 

  ４ 高強度チタン合金ダブルテーパーステム（HS-3 Taper）を用いた人工股関節の開発、 

    中長期臨床成績の分析（大腿骨皮質へのストレス分散に関する検討） 

    （田村治郎） 

  ５ ハイドロキシアパタイト顆粒（ボーンセラム）を用いた生体活性骨セメント手技に 

    よる人工股関節ソケット固定の中期レントゲン所見、および臨床成績の分析 

    （田村治郎） 

  ６ 超長期耐用を目指した新しい生体活性骨セメント手技の開発研究（生体界面における 

    ハイドロキシアパタイト骨顆粒の分散および適切な顆粒径の分析） 

    （田村治郎） 

  ７ ハイドロキシアパタイト顆粒を用いた大腿骨頭壊死に対する小侵襲の骨頭温存手術の 

    開発、臨床成績の分析 

    （田村治郎） 

  ８ セメント固定による人工股関節再置換におけるロングステム、サポートプレートおよ 

    び人工骨、同種骨の併用使用症例の臨床成績の分析 

    （田村治郎） 

  ９ 新しい後十字靭帯切除型人工膝関節置換術（BS５）の従来型（KU4）との比較検討 

    （田村治郎、佐治隆彦） 

 １０ 後十字靭帯切除型人工膝関節置換術（KU4, BS５）の後方拘束性人工膝関節 

    （Posterior stabilizer type）との臨床的比較検討 

    （田村治郎 佐治隆彦） 

 １１ 人工股関節手術、人工膝関節手術の術後骨折のリスクファクターおよび術後臨床成績 

    の分析 

    （田村治郎） 

 １２ リバース型人工肩関節置換術の術後成績 

    （佐治隆彦） 

 １３ 高齢者膝関節症における脛骨高位骨切り術の術後成績 

    （佐治隆彦） 

 

形成外科系 

１ アルギン酸をもちいた人工神経の製品化 

  （鈴木義久） 

２ ダナン病院で実施中の脊髄損傷治療の継続とベトナム厚生省への結果提出 

  （鈴木義久） 

 ３ 磁場による神経血管再生 
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  （石川奈美子） 

４ 四肢リンパ浮腫患者のリンパ管の再生 

  （石川奈美子） 

△ ５ 磁場を用い瘢痕を制御する神経再生のメカニズムの解明 

(科学研究費助成事業 2021～2024 基盤研究(C))（石川奈美子） 

 

耳鼻咽喉科･頭頸部外科系 

１ 乳突蜂巣再生による難治性中耳炎に対する再生医療の開発 

（金丸眞一、金井理絵、山口智也、前谷俊樹） 

２ 組織工学的手法による外耳道軟部組織の再生医療と医師主導治験 

（金丸眞一、金井理絵、山口智也、前谷俊樹） 

３ 鼓膜組織幹細胞の同定と動態の解明 

（金丸眞一、金井理絵、山口智也、前谷俊樹） 

４ グローバル、スタンダードを目指した bFGF による鼓膜再生療法の開発 

（金丸眞一、金井理絵、山口智也、前谷俊樹） 

５ 鼓膜再生療法の海外展開 

（金丸眞一、金井理絵、山口智也、前谷俊樹） 

６ 突発性難聴に対する i-TASS（intra-Tympanic adominstration of Steroid Sponge） 

療法の開発 

（金丸眞一、金井理絵、山口智也、前谷俊樹） 

７ 人工神経管と単核球移植による末梢神経の機能的再生 

（金丸眞一、金井理絵、山本季来、前谷俊樹） 

８ 末梢性顔面神経麻痺に対する高濃度ステロイド鼓室内投与療法の開発 

    （学術研究助成基金助成金 2017 年度 基盤研究 CC）（金丸眞一、金井理絵、山口智也） 

  ９ 認知症発症のリスクファクターである難聴への治療介入がもたらす発症遅延/予防効 

果の研究 

（金丸眞一、金井理絵、山口智也、前谷俊樹） 

△ １０ 飲酒・喫煙以外の原因による口腔癌の解明 

 （学術研究助成基金助成金 2021 2024 年度 基盤研究 C 延長申請）（原田博之） 

 １１ 形態的・機能的正常鼓膜再生療法の開発 

     （科学研究費助成事業 2024 年度 基盤研究( 一般 申請） 

     （金丸眞一、金井理絵、山口智也） 

 １２ 鼓膜固有層の再生機序の解明 

     （科学研究費助成事業 2024 年度 基盤研究( 一般 申請）（金井理絵、金丸眞一） 

  １３ 飲酒・喫煙以外の原因による口腔癌の解明 

2021年度科研費基盤 C（継続、延長２０２４年度終了（原田博之） 

  １４ マルチオミクス解析による若年性舌癌機構の解明 

2024年度 きたの研究奨励金 医師研究部門（原田博之） 

 

発達・再生 研究部門 

 部長     塩田 光隆  （小児科） 

    研究主幹   水本 洋   （小児科） 

        佐藤 正人  （小児外科） 
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福澤 宏明  （小児外科） 

        羽田 敦子  （小児科・感染症科） 

 

小児科系 

  １ 免疫グロブリン療法不応の川崎病に対するステロイド療法の併用に関する検討 

    （吉岡孝和、中川権史、熊倉 啓、水本 洋、塩田光隆、 

羽田敦子、渡辺 健、秦 大資） 

  ２ 乳児一過性高フェリチン血症に関する診断と治療の検討について 

    （塩田光隆） 

  ３ 「水痘ワクチン追加接種後追跡調査」 

    （羽田敦子、呼吸器内科 丸毛 聡、秦 大資） 

  ４ グロブリン製剤の濃度の違いによる川崎病治療効果の差異の検討 

（吉岡孝和） 

  ５ 新生児一過性高インスリン血症における血中 reverse T3 の検討 

    （阿水利沙、水本 洋） 

  ６ 小児難治性単ー症候性夜尿症（NME）におけるビベグロン治療効果の検討 

    （髙田尚志、羽田敦子、山下純英、秦 大資） 

  ７ 糖原病１ｂ型に対する SGLT2阻害剤の有効性、および最適な内服方法に関する検討 

    （三上真充、荒井 篤、水本 洋） 

  ８ 新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）伝搬形態が小児と成人でなぜ違うのか。 

    （羽田敦子） 

  ９ i-gel と T-pieceを使用した新しい新生児蘇生法 

    （阿水 利沙、水本 洋） 

  １０ 日本膜性増殖性糸球体腎炎/C3 腎症コホート研究 

      （遠藤知美、塚本達雄、武曾恵理、羽田敦子） 

 １１ ヒト臍帯組織を使用した実習の教育効果に関する検討 

    （水本 洋） 

   １２ アデニロコハク酸リアーゼ欠損症の臨床像の検討 

     (梶本智史、兵頭勇紀、熊倉啓) 

   １３ PACS1 異常症の臨床像の検討 

      (永田徹、兵頭勇気、熊倉啓) 

１４ CLTC 異常症の臨床像の検討 

(古川智偉、熊倉啓) 

  １５ 重症心身障害者におけるカルシウムアルカリ症候群の検討 

      (中西隆哉、熊倉啓) 

  １６ 乳児虐待における急性脳損傷と FDP、D-dimer 値の検討 

      (後藤直人、兵頭勇気、熊倉啓) 

    １７ 自閉症児における偏食（カルシウム摂取不足とリン過剰摂取）と低 Ca血症についての

症例検討 

（土井脩平、松村誠紀、熊倉啓） 

１８ 脳脊髄末梢神経炎（EMRN）の臨床像の検討 

      （野々原洋輔、兵頭勇紀、高折徹、熊倉啓） 
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小児科循環器／心臓 C先天性心疾患系 

 １９ インスタントメッセンジャーおよびクラウドを用いた心エコー遠隔診療支援システム 

    の構築 

（久米英太朗、佐藤一寿、鶴見文俊） 

 

小児科 感染症部門系 

 ２０ ワクチンによる糖尿病患者における水痘帯状疱疹ウイルス特異的免疫反応の検討 

    （文部科学省科学研究費補助金事業） 

    （羽田敦子、糖尿病内分泌内科 濵崎暁洋、本庶祥子、河崎祐貴子、瀬野陽平、 

     渡邊 武、小林由佳、榊原敦子、浜本芳之、兵庫医科大学 奥野壽臣、 

     医学研究支援センター 片山俊郎） 

 ２３ 新型コロナウイルス感染症に対するイベルメクチン（ストロメクトール錠）による 

    治療効果の検討 

    （大島正義、丸毛 聡、羽田敦子） 

 ２４  新型コロナワクチン有効性の検討 

      （中川隆太郎、喜多村恭平、丸毛 聡、羽田敦子） 

 ２５ 日本における帯状疱疹と COVID-19 ワクチン接種の関連性 

      （羽田敦子、片山俊郎、） 

 ２６ COVID-19 関連免疫異常の研究 

      （羽田敦子、井上大生、丸毛 聡） 

 

 小児外科系 

   １ 人工気胸下小児胸腔鏡手術における循環動態の研究 

     （佐藤正人、遠藤耕介、東尾篤史、園田真理、福澤宏明） 

   ２ 重症心身障がい児に対する腹腔鏡下噴門形成術の定型化の試み 

  （佐藤正人、遠藤耕介、東尾篤史、園田真理、福澤宏明） 

   ３ 小児内視鏡外科教育システムの構築 

     （佐藤正人、東尾篤史、園田真理、遠藤耕介、福澤宏明） 

   ４ 小児外科領域における単孔式腹腔鏡下手術の開発 

     （遠藤耕介、東尾篤史、園田真理、福澤宏明、佐藤正人） 

   ５ ASH（abdomino scrotal hydrocele）の成因についての研究  

     （東尾篤史、遠藤耕介、園田真理、福澤宏明） 

   ６ 小児消化管異物症例の疫学的検討 

     （園田真理、東尾篤史、遠藤耕介、佐藤正人） 

   ７ 先天性胆道拡張症に対する腹腔鏡手術術式の開発ならびに成因の検討 

     （福澤宏明、佐藤正人、遠藤耕介、東尾篤史、園田真理、） 

   ８ 膀胱尿管逆流症に対する低侵襲手術の開発 

     （遠藤耕介、東尾篤史、園田真理、福澤宏明、佐藤正人） 

   ９ ヒルシュスプルング病類似疾患における腸管神経細胞の分布についての検討 

     （佐藤正人、園田真理、東尾篤史、遠藤耕介、福澤宏明） 

   １０ ヒルシュスプルング病診断におけるカルレチニンの応用 

   （佐藤正人、東尾篤史、遠藤耕介、園田真理、福澤宏明） 

   １１ 先天性胆道閉鎖症の成因についての研究 
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      （福澤宏明、遠藤耕介、東尾篤史、園田真理、佐藤正人） 

   １２ 先天性胆道閉鎖症初回手術時における線維化ならびに炎症性マーカーからの予後推 

      定に関する研究 

     （園田真理、東尾篤史、遠藤耕介、福澤宏明、佐藤正人） 

  １３ 腹腔鏡下鼡径ヘルニア根治術（LPEC）術式が清掃に及ぼす影響の検討 

      （福澤宏明、東尾篤史、遠藤耕介、園田真理、佐藤正人） 

   １４ 漏斗胸手術至適年齢の検討 

     （遠藤耕介、東尾篤史、園田真理、福澤宏明、佐藤正人） 

     

病態生理・薬理 研究部門  

部長      尾上 雅英  （薬剤部） 

研究主幹    加藤 茂久  （麻酔科） 

        黒嵜 明子  （麻酔科） 

        前川 俊   （麻酔科） 

  宮崎 嘉也  （集中治療部） 

 平川 昭彦  （救急科） 

 

薬剤部系 

１ 電子カルテシステムを活用した医薬品の体内動態と薬効・副作用情報の体系的評価と

薬物療法の最適化に関する研究 

（薬剤師全員） 

２ 抗菌薬の使用状況に関する実態調査 

（上田 覚、高橋 有、小林和博、尾上雅英） 

   ３ 抗がん剤の副作用発現に関する因子の探索 

     （上ノ山和弥、近藤 篤、宇佐美友佳子、河野正憲、三宅麻文、尾上雅英） 

４ 多剤併用高齢者に対する薬剤師介入と多職種協働による処方適正化について 

（河野正憲、上ノ山和弥、三宅麻文、尾上雅英） 

   ５ 新生児期の薬物動態変動機構の解析（新生児における酢酸亜鉛製剤投与後の血清亜鉛

及び血清銅の推移に関する個体間変動要因の解明） 

   （伊藤俊和、尾上雅英） 

６ 免疫チェックポイント阻害薬使用中の腎機能変動に関する研究 

（上ノ山和弥、尾上雅英） 

   ７ ワルファリン服用患者における免疫チェックポイント阻害薬投与による PT-INRの変 

動に関する調査研究 

（上ノ山和弥、尾上雅英） 

   ８ 抗 MRSA 薬とカルバペネム系の経験的治療における投与の適正性の評価について 

     （上田 覚、平石沙織、尾上雅英） 

９ 全身性エリテマトーデス患者におけるヒドロキシクロロキンの適正使用に向けた

PK/PD/PG 解析 

  （尾上雅英） 

１０ 低用量シスプラチンレジメンにおける適切な hydrationに関する多施設共同後方視的 

コホート研究 

（近藤 篤） 
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１１ 糖尿病を合併したがん患者の化学療法時における発熱性好中球減少症発症率に及ぼ 

す影響について 

（近藤 篤、尾上雅英） 

 

麻酔科系 

１ 麻酔台帳ＩＴ化を利用した周術期合併症の要因分析 

（原 朋子） 

２ 糖尿病患者の術前コントロールと周術期合併症に関する後ろ向き研究 

（直井紀子） 

３ 新生児、乳児の鏡視下手術の麻酔管理 

（黒嵜明子） 

４ 小児前投薬における経口ミダゾラムシロップの有用性に関する研究 

（黒嵜明子） 

５ 高度低肺機能患者の胸腔鏡下手術における自発呼吸下麻酔の有用性および安全性に 

関する研究 

（加藤茂久） 

６ 術後悪心嘔吐の予防目的で術中投与するドロペリドールの副作用である錐体外路症状

に関する調査研究。特に若年者における状況 

（加藤茂久） 

７ 当院における下肢切断術後の予後に関する研究 

（加藤茂久） 

   ８ 可逆性抗血小板剤カングレロールによる血小板機能維持が可能な希釈式自己血輸血の

開発 

     （村田裕） 

 ９ 人工心肺使用手術における血小板機能維持が可能な希釈式自己血輸血法の有効性の検討 

     （科学研究費助成事業 2024 年度 若手研究 申請）（村田裕） 

 

 集中治療部系 

   １ 周術期塞栓症における上肢静脈エコーの有用性に関する検討 

（宮崎嘉也） 

   ２ 難治性痙攣重積に対する吸入麻酔薬イソフルランの抑制効果に関する検討 

（宮崎嘉也） 

 

救急科 

１ 重症外傷患者での血中ミトコンドリア DNAの推移と重症度評価の検討 

（平川昭彦） 

２ アジア地域における病院前救護と救急医療体制の検討 

（王 徳雄） 

 

保健・健康 研究部門 

 部長      寺井 美峰子 （看護部） 

研究主幹    石守 崇好  （放射線診断科） 

高木 雄久  （腫瘍放射線科） 
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今葷倍 敏行 （腫瘍放射線科） 

塚本 達雄  （健診部） 

中川 靖章  （健診部） 

向井 秀幸  （臨床検査部） 

髙橋 克   （歯科口腔外科） 

 

看護部系 

△ １ 医療安全的観点からの、医師の働き方改革に対応するための医師の勤務時間帯間引継 

ぎ体制の整備に資する研究 

 (地域医療基盤開発推進研究事業 2024～2024) （寺井美峰子） 

          

放射線診断科系 

   １ 乳癌診断における MRI 撮影標準化に向けた複数施設前向き研究 

 （石守崇好、井上依里香、奥村亮介、高原祥子、岡澤藍夏*、本田茉也*、飯間麻美*、

大橋茜**、片岡正子**、中本裕士**） 

（*：医学研究所客員研究員・京都大学大学院医学研究科画像診断学・核医学） 

（**：京都大学大学院医学研究科画像診断学・核医学） 

△ ２ ケモカイン受容体イメージングによる腫瘍のコンパニオン診断と個別化医療の探索 

     （学術研究助成基金助成金 2020 202 4 年度 基盤研究(C C）基金 延長申請)) 

（石守崇好） 

３ mDIXON 法を用いた Time-of-flight-MRA における眼動脈描出の至適条件の検討 

  （中村好貴、澤田健、三嶋司、井上秀昭） 

※ ４ MRI イメージングバイオマーカー開発と PⅠ試験後観察研究  

(創薬ベンチャーエコシステム強化事業 2024～2025年度) 

    

腫瘍放射線科系 

１ 骨転移のある去勢抵抗性前立腺癌に対する塩化ラジウム内用療法の臨床的有用性に 

関する検討（継続） 

（熱田智子、高木雄久） 

２ 進行食道癌患者に対する緩和的放射線科治療の QOL への影響のご検討（継続） 

（熱田智子、高木雄久） 

３ Ⅲ期非小細胞肺癌に対する同時胸部化学放射線療法および逐次的デュルバルマブ維持

療法における至適照射範囲の検討 

（熱田智子、宮部結城 高木雄久） 

４ SAVI（Strut Adjusted Volume Implant）を用いた乳房温存術後小線源治療の治療効果

に関する検討 

     （熱田智子、宮部結城 高木雄久） 

  ５ 局所進行直腸癌に対して強度変調放射線治療を利用した術前化学放射線療法の多施 

設第 II相臨床試験 

（熱田智子 宮部結城 高木雄久） 

 ６ 高線量率密封小線源治療の高精度化に向けた品質保証・品質管理ツールの開発 

 （宮部結城） 

 ７ 子宮頚がんに対する画像誘導密封小線源治療における Intra-fractional motion の 
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評価 

（宮部 結城 熱田智子 高木雄久） 

△ ８ 放射線治療において椎体の屈曲・伸展・回旋による誤差を検出補正する方法の検討 

（科学研究費助成事業 2023 年度 基盤研究（C）一般 申請）（宮部結城） 

 ９ 肝臓がんに対する動態追跡定位放射線治療についての検討 

（熱田智子 宮部結城 高木雄久） 

 

健診部系 

1. 文部科学省科学研究費補助金研究 

〇 1-1 心不全病態形成に関わる心筋エピゲノム制御回路の包括的解明と治療標的の同定 

（基盤 B 2024-2026 研究責任者；桑原宏一郎、研究分担者；中川靖章） 

〇 1-2 心不全患者における TRPC3/6 シグナルのバイオマーカーとしての潜在的意義の検討 

（基盤 C 2024-2026 研究責任者；森内健史、研究分担者；中川靖章） 

△ 1-3 心不全における BNP、ANP 前駆体の分泌調節不全の機序解明と新規治療法の開発 

（基盤 C 2022-2024、研究責任者；中川靖章） 

1-4 がん対策推進と患者の意思決定支援を目的とする「子宮頸がん予後予測モデルの開

発」 

（基盤 C 2025-2027、研究代表者；榊原敦子） 

2. 厚生労働省科学研究費補助金事業・AMED 関連事業 

△ 2-1 厚生労働行政推進調査事業補助金難治性疾患等政策研究事業『難病の克服に向けた 

研究推進と医療向上を図るための戦略的統括研究』（課題番号：24FC2004） 

  （研究協力者；塚本達雄） 

2-2 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業『難治性腎障害に関する調査

研究』ネフローゼ症候群ワーキンググループ 

（研究協力者；塚本達雄） 

・日本ネフローゼ症候群コホート研究（JNSCS） 

・新規日本ネフローゼ症候群コホート研究（JNSCS-In 研究） 

・Primary MPGN/C3 腎症と補体研究 

・指定難病臨床個人調査票のデータベース活用に関する研究 

2-3 厚生労働科学研究費補助金難治性疾患等政策研究事業『難治性腎障害に関する調査 

   研究』急速進行性糸球体腎炎ワーキンググループ 

 （研究協力者；塚本達雄） 

・JKDR/JRBR を用いた RPGNの臨床病理学的解析 

・RPGN の疫学二次調査：全国 RPGN アンケート調査 

・指定難病臨床調査票を用いた疫学調査 

2-4 日本医療研究開発機構（AMED）研究 

  （研究協力者；塚本達雄） 

・日本ネフローゼ症候群バイオマーカー研究（J-MARINE2） 

・膜性腎症に対するリツキシマブ臨床試験（PRIME） 

3. 日本腎臓学会関連事業 

3-1 安全推進小委員会 

 （研究協力者；塚本達雄） 

3-2 腎臓病登録・追跡小委員会 
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 （研究協力者；塚本達雄） 

4. 共同研究・受託研究 

4-1 公益財団大阪成人病予防協会『地域がん登録と日本産婦人科学会のデータを用いた

若年子宮頸がんの予後に関する研究』 

（研究代表者；榊原敦子） 

（1） 多時的コホートによる時系列変化の検討 

（2） 年齢と予後の関連についての検討 

4-2 子宮頸がん症例に対する手術療法・放射線療法（同時化学放射線療法）・化学療法

の成績における年齢因子の影響の解析（日本産科婦人科学会データ） 

（研究協力者；榊原敦子） 

 

5. 臨床研究 

5-1 当院健康管理センター健診受診者における健診データ及び生体試料、及び北野病院

での関連各科の診療情報を用いた疾病の予防および早期発見を目的としたより有用な検

査項目の同定、及び、新たな予防・診断法の開発 

（塚本達雄、中川靖章、遠藤真紀子、榊原敦子、豊田絵子、小倉早奈恵、重山智忠、土

山明子） 

5-2 人間ドックの下部消化管内視鏡検査で発見された大腸ポリープの検討 

（遠藤真紀子） 

5-3 就労世代における代謝機能障害関連脂肪性肝疾患（MASLD）の検討 

（遠藤真紀子） 

5-4 日本人女性における喫煙割合と子宮頸がん死亡・罹患率の経年変化：Birth cohort 

analysis  

（榊原敦子） 

5-5 日本人女性における喫煙割合と子宮頸がん死亡・罹患率の経年変化：Joinpoint 

analysis  

（榊原敦子） 

5-6 出生コホートによる子宮頸がん罹患率とリスクファクターの関連：相関・回帰分析 

（榊原敦子） 

5-7 子宮頸癌における年齢と予後の関連についての検討：多施設共同研究  

（榊原敦子） 

5-8 北野病院医療情報を使用した HPV ワクチン接種状況の記述統計学的分析 

（榊原敦子） 

5-9 北野病院産婦人科癌登録データを使用した若年子宮頸癌および CIN3 の時系列分析 

（榊原敦子） 

5-10 日本における若年子宮頸がん予防対策の効果の推計 

（榊原敦子） 

  

臨床検査部系 

   １ 内部精度管理における管理値決定方法の見直しと改善 

    （垣内真子、*元江明希野、土肥慎哉、涌嶋美甫香、吉川侑花、細谷悠稀） 

２ CLALIS リンク Plus の試薬管理システムを用いた入出庫管理の効果と課題 

    （涌嶋美甫香、*垣内真子、土肥慎哉、前田記代子） 
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   ３ パニック値の設定と報告方法についての検討と改善 

     （垣内真子、*涌嶋美甫香、土肥慎哉、元江明希野、吉川侑花、細谷悠稀、岩本紗英      

前田記代子） 

   ４ 検査室工程自動化モジュラーシステム LPAM導入後の効果と課題 

     （土肥慎哉、*細谷悠稀、垣内真子、涌嶋美甫香、吉川侑花） 

５ 労力削減を目的とした Alinity i の試薬包装単位の見直しと適正化 

     （伊東知沙紀、*新枝稜介、見戸杏優、吉川侑花、岩本紗英） 

６ 検体検査搬送システム更新の評価及び次期検体検査の構築 

    （前田記代子、*垣内真子、涌嶋美甫香、土肥慎哉） 

  ７ 院外検査センターからのネットワーク通信による画像結果至急報告システムの構築 

    （前田記代子） 

  ８ Sysmex 社 XNシリーズ BFモードによる体腔液細胞数の臨床報告結果への活用の検討 

    （高橋明日香、*志賀千代美、平田恵、神田結奈） 

９ 多項目自動血球分析装置による末梢血前駆細胞数測定値を、末梢血幹細胞採取時に 

おいて活用する検討 

    （志賀千代美 *高橋明日香 平田恵） 

１０ オーソ輸血自動分析機 VISION Swift による異型移植抗体価測定の検討 

    （上西徳治、*丸石桃花、高橋明日香、泉知沙、宮内万知子） 

１１ 輸血管理ソフト BTDX を用いたオーダリングシステムとの輸血連携について 

    （上西徳治、*丸石桃花、高橋明日香、宮内万知子） 

１２ 幹細胞移植（BANK も含む）における輸血連携業務について 

    （高橋明日香、*丸石桃花、志賀千代美、上西徳治、宮内万知子） 

１３ アルブミン製剤の管理運用と適正使用の評価について 

    （高橋明日香、*丸石桃花、上西徳治、泉知沙、宮内万知子） 

１４ 輸血後鉄過剰症のマネージメントについて 

    （丸石桃花、高橋明日香、上西徳治、宮内万知子） 

１５ 自己血輸血における製剤管理と適正輸血の評価について 

    （高橋明日香、*丸石桃花、上西徳治、宮内万知子） 

１６ 緊急輸送依頼から見る血液製剤の適正依頼と院内在庫数の評価 

    （丸石桃花、高橋明日香、上西徳治、宮内万知子） 

１７ 微生物検査室から診療科への情報発信の有用性 

    （小林賢治、宇野将一、*中塚由香利、石川綾那、鋸本遙、三村咲子、藤森舞子、前田

記代子） 

１８ 血液培養陽性自動報告システムの構築と運用 

     （宇野将一、*中塚由香利、小林賢治、石川綾那、鋸本遙、三村咲子、藤森舞子、前田

記代子） 

１９ PSG検査における閉塞性呼吸障害患者の AHI と BMI の相関 

     （飯田奈緒、*渡邊裕子、井上美砂、宮原佳子、山吹海斗） 

２０ 左室肥大所見について心電図と心エコーデータとの比較検討 

     （岩本[馬渡]梨沙、*南 奈月、吉田美由紀、伴 洋子、辻 美佳、中野尋文、 

和田紗季、西山小雪、寺尾有紗） 

２１ 大動脈弁狭窄症に対する負荷試験の有用性 

     （平井絵理香、*生熊誠子、小田嶋康雄、上妻玉恵、土井千賀子、秋田育美、白﨑太一、
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本谷有規、長谷川友香、大西めぐみ） 

２２ シアウェーブ計測値の検討 B モード評価との比較について 

     （土井千賀子、*上妻玉恵、坂本亜里紗、秋田育美、河関恵理子 生熊誠子、本谷有規、

金久祐子、恩塚茜、大西めぐみ）   

２３ 塞栓源精査におけるバブルテストの有用性 

    （白﨑太一、*大西めぐみ、生熊誠子、小田嶋康雄、上妻玉恵、土井千賀子、平井絵理

香、秋田育美、本谷有規、長谷川友香）   

２４ アルカリ金属イオン濃度の変化が、細胞内リン酸化シグナル伝達に及ぼす影響の解析 

     （向井秀幸） 

  

 歯科口腔外科系 

※ １ 希少疾患先天性無歯症患者の欠損歯を再生する新規抗体医薬品の開発 

国立研究開発法人日本医療研究開発機構 難治性疾患実用化研究事業 

（髙橋 克） 

   ２ 健康寿命延伸に向けた、歯の数を増やす薬（歯生え薬）の開発 

公益財団法人京都産業 21 令和５年度中小企業経営改革支援事業業展開コース 

（喜早ほのか、髙橋 克） 

△ ３ USAG-1 を標的分子とした分子標的治療による歯の再生 

（学術研究助成基金助成金 2022-2024 年度 基盤研究 C） 

（髙橋 克） 

      ４ 発汗異常を伴う稀少難治療性疾患の治療指針作成、疫学調査の研究 

     厚生労働科学研究費  

     （室田浩之、高橋 克） 

      ５ 欠如歯および欠損歯を再生する新規抗体製剤の研究開発 

     国立研究開発法人日本医療研究開発機構 創薬ベンチャーエコシステム強化事業/創薬 

ベンチャー公募- 

（高橋克、喜早ほのか） 

 

医療情報部系 

   １ 病院情報化とシステム開発・導入に関する研究 

     （平木秀輔、加藤玲奈、玉井宏幸、長谷川義継、平山洋輔、前田洋平、立山慎一郎） 

   ２ タスクシフトの経営的効果に関する研究 

     （平木秀輔、播本真須美、赤松由香） 

   ３ 診療報酬請求データを用いた病院経営改善に関する研究 

     （平木秀輔、朝山欣英、篠田佳幸、山本 翔） 

   ４ 診療録質的監査におけるクオリティマネジメントに関する研究 

     （平木秀輔、桑田ひとみ） 

   ５ 退院時サマリの完成日に関する研究 

  （平木秀輔、桑田ひとみ） 

   ６ 病院経営マネジメントシステムの導入に関する研究 

     （平木秀輔、西 貴士） 

   ７ 病院物流データを活用した原価計算に関する研究 

     （平木秀輔、藤田将史） 
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   ８ 代用貨幣を用いた病院経営意思決定に関する研究 

     （学術研究助成基金助成金 2019-2021 年度 若手研究） 

     （平木秀輔） 

   ９ 実地医療機関におけるリアルワールドデータを活用した薬剤疫学研究 

     （平木秀輔） 

 １０ 生成 AIを活用した退院時サマリの作成に関する研究 

     （桑田ひとみ、西 貴士、玉井宏幸） 

 １１ 代用貨幣によって医療における貢献価値を可視化する手法の開発と検証に関する研究 

     （学術研究助成基金助成金 2024 年度 若手研究 申請）（平木秀輔） 

１２ タスクシフトによる医師労働時間短縮効果と医療機関経営上の影響に関する研究 

     (政策科学総合研究事業 2021-2023 年度 厚労科研費) 

 １３ レセプトデータベース（NDB)の利用を容易にするための包括的支援システムの開発 

（科学研究費助成事業 2018-2024 年度 基盤研究(A)）（平木秀輔） 

 １４ レセプトデータ（NDB）を用いた眼科難病・希少疾患・難治性疾患の疫学研究 

     (学術研究助成基金助成金 2021-2023 年度 基盤研究(C)基金)（平木秀輔） 

 

 リハビリテーション科系 

１ 心不全患者の社会参加と予後ならびにフレイルとの関連の検討 

（鶴本一寿、上坂建太） 

２ 心臓外科術後の要介護度悪化に関わる因子の検討 

（上坂建太、鶴本一寿） 

３ 労作時低酸素血症を呈する慢性呼吸不全患者における在宅酸素療法の酸素投与量適正価  

（浦慎太朗、本田憲胤、大洞佳代子、北島尚昌、福井基成） 

４ パーキンソン病患者の重症度と身体機能との関連 

（浦慎太朗） 

５ リハビリテーション科におけるインシデント・アクシデント事例に関する観察研究 

（松岡森、本田憲胤、大洞佳代子） 

６ 高齢の慢性呼吸器疾患患者における新たなリハビリテーションプログラムの有効性に関 

する大規模多施設研究 

（松岡森、神津玲、花田匡利、他,当院含む 57施設） 

７ 脳卒中患者の急性期リハビリテーションの進行や急性期病院退院時の機能的予後に影響 

を与える要因についての調査 

（辻本実奈美、浦慎太朗） 

８ 新生児における四肢・体幹の筋厚・脂肪厚の検討 

（本田憲胤、富謙伸、水本洋、阿水 利沙） 
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４．論 文 

 

 凡例 

 ・アンダーライン--北野病院所属（…は他機関所属の共著者） 

 ・＊----------corresponding author 

  ・＃----------co-first author 

 

呼吸器センター 呼吸器外科 

（原著論文） 

1 Megumi Kobayashi, ..., Hiromi Oda, Hiroyuki Cho, Cheng-long Huang. Single-center 

experience of thoracoscopic sympathectomy for palmar hyperhidrosis with long-term 

postoperative questionnaire survey. General Thoracic and Cardiovascular Surgery 

2024 (in-press).（査読有り） 

2 Matsumoto K, Ohsumi A, ..., Date H. Trends in serum KL-6 levels following lung 

transplantation for interstitial lung diseases. Gen Thorac Cardiovasc Surg. 2025 

Feb 24.（査読有り） 

3 Tanaka S, ..., Ohsumi A, ..., Date H. Activation of anti-donor CD8 alloimmune 

response in clinically diagnosed acute rejection early after living-donor lobar 

lung transplantation and its impact on outcome. Transpl Immunol. 2025 Feb 

21;90:102201.（査読有り） 

4 Morimura Y, ..., Ohsumi A, ..., Date H. Survival and functional outcomes after 

pediatric living-donor lobar lung transplantation and deceased-donor lung 

transplantation: A Japanese multicenter retrospective study. J Heart Lung 

Transplant. 2025 Jan 22:S1053-2498(25)00021-X.（査読有り） 

5 Yutaka Y, ..., Ohsumi A, ..., Date H. Extended segmentectomy for intersegmental 

lesions with intraoperative surgical margin assessment by radiofrequency 

identification markers. JTCVS Tech. 2024 Sep 11;28:141-150.（査読有り） 

6 Inoue M, ..., Ohsumi A, Mizowaki T. Hyponatremia unleashes neutrophil 

extracellular traps elevating life-threatening pulmonary embolism risk. Proc Natl 

Acad Sci U S A. 2024 Nov 5;121(45):e2404947121.（査読有り） 

7 Tanaka S, ..., Ohsumi A, ..., Date H. Differences in chronic lung allograft 

dysfunction between deceased-donor lung transplantation and living-donor lobar 

lung transplantation. J Thorac Cardiovasc Surg. 2024 Oct 10:S0022-5223(24)00913-

9.（査読有り） 

8 Takahashi R, ..., Ohsumi A, ..., Terada T. Model-Informed Dosing Optimization of 

Tacrolimus for Concomitant Administration With Itraconazole to Japanese Lung 

Transplant Recipients. Ther Drug Monit. 2025 Apr 1;47(2):248-257.（査読有り） 

9 Sato T, ..., Ohsumi A, ..., Date H. Fan Therapy for Dyspnea in Lung Transplant 

Recipients in the Intensive Care Unit: A Before-and-After Study. Cureus. 2024 May 

10;16(5):e60029.（査読有り） 

10 Hirama T, ..., Ohsumi A, ..., Okada Y. Letermovir prophylaxis for cytomegalovirus 

in lung-transplant recipients: a comprehensive study with literature review of 

off-label use and real-world experiences. Clin Exp Med. 2024 Apr 5;24(1):68.（査

読有り） 

論　文　　
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11 Sakanoue I, ..., Ohsumi A, ..., Date H. Pulmonary metastasectomy after immune 

checkpoint inhibitors in malignant melanoma. Asian Cardiovasc Thorac Ann. 2024 

Sep;32(6-7):417-420.（査読有り） 

12 Mineura K, ..., Ohsumi A, ..., Date H. Fibrotic progression from acute cellular 

rejection is dependent on secondary lymphoid organs in a mouse model of chronic 

lung allograft dysfunction. Am J Transplant. 2024 Jun;24(6):944-953.（査読有り） 

13 Umemura K, ..., Ohsumi A, ..., Terada T. Comparison of the safety and cost-

effectiveness of nebulized liposomal amphotericin B and amphotericin B 

deoxycholate for antifungal prophylaxis after lung transplantation. J Infect 

Chemother. 2024 Aug;30(8):741-745.（査読有り） 

 

（症例報告） 

1 Kimitaka Shibue, ..., Hiromi Oda, ..., Cheng-long Huang, ..., Nobuya Inagaki. 

Gestational ectopic hyperparathyroidism: a case report of perioperative and 

perinatal outcomes. Cureus. 16(3): e56406, 2024.（査読有り） 

2 Kobayashi M, Ohsumi A, ..., Date H. Feasibility of the lung base-flip approach 

for complex segmentectomy of the lower lobe. Multimed Man Cardiothorac Surg. 2025 

Mar 31;2025.（査読有り） 

3 Date N, Ohsumi A, ..., Date H. Living-donor lobar lung transplantation for 

pulmonary Langerhans cell histiocytosis complicated by extensive thrombi in 

central pulmonary arteries. Surg Case Rep. 2024 Jul 11;10(1):169.（査読有り） 

 

泌尿器科 

産婦人科 

（原著論文） 

1 児嶋真千子，吉岡弓子，岩井夏実，森部絢子，小薗祐喜，奥田亜紀子，堀江昭史，樋口壽

宏 子宮頸部胃型腺癌に対してペムブロリズマブ投与を行った 1 症例 産婦人科の進歩 76 

(4) 357-363, 2024. 10.11437/sanpunosinpo.76.357（査読有り） 

2 Ono M, ..., Horie A, ..., Suzuki N. Out-of-pocket fertility preservation expenses: 

data from a Japanese nationwide multicenter survey. Int J Clin Oncol. 2024 

Dec;29(12):1959-1966. 10.1007/s10147-024-02614-z. Epub 2024 Sep 4.（査読有り） 

3 Kitawaki Y, Horie A, ..., Mandai M. Intrauterine administration of peripheral 

blood mononuclear cells helps manage recurrent implantation failure by normalizing 

dysregulated gene expression including estrogen-responsive genes in mice. Cell 

Commun Signal. 2024 Dec 5;22(1):587. 10.1186/s12964-024-01904-3.（査読有り） 

4 Fukuda M, ..., Horie A, ..., Mandai M. Real-world application of comprehensive 

genomic profiling for gynecological malignancies: a multicenter observational 

study. Int J Clin Oncol. 2024 Sep 25. 10.1007/s10147-024-02628-7. Online ahead of 

print.（査読有り） 

5 Tamura S, ..., Horie A, ..., Mandai M. Investigation of the clinical implications 

of anterior cervical invasion in locally advanced cervical squamous cell carcinoma. 

J Obstet Gynaecol Res. 2024 Sep;50(9):1581-1590. 10.1111/jog.16019. Epub 2024 Jul 

6.（査読有り） 
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6 Furutake Y, ..., Horie A, ..., Mandai M. YAP1 suppression by ZDHHC7 is associated 

with ferroptosis resistance and poor prognosis in ovarian clear cell carcinoma. 

Mol Cancer Ther. 2024 Jul 3. 10.1158/1535-7163.MCT-24-0145. Online ahead of print. 

（査読有り） 

7 Horikawa N, ..., Otsuki M, Yamauchi K, ..., Yamaguchi K, for the KAMOGAWA Study 

Group. Adjuvant Chemotherapy for Stage I Ovarian Clear Cell Carcinoma O&G Open 

1(3): p 031, September 2024. DOI: 10.1097/og9.0000000000000031（査読有り） 

 

（症例報告） 
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NFKB2 variant with hypertensive emergency and nephrotic syndrome leading to CKD 

5D. Pediatr Nephrol. 2024 Sep;39(9):2637-2640. doi: 10.1007/s00467-024-06334-4. 

Epub 2024 Apr 8. （査読あり）  

2 坂口大典, 三上真充, 酒井達紘, 藤尾光,秦大資, ..., 塩田光隆*. NUTM1 融合遺伝子を有

した乳児急性リンパ性白血病の一例 日本小児血液・がん学会雑誌 61 巻 1 号 Page80-85

（査読あり） 

3 藤尾光，熊倉啓，高田尚志，塚原尭，梶本智史，兵頭勇紀，秦大資，塩田光隆*. 舌咽神経

麻痺による構音障害・嚥下困難が先行したギラン・バレー症候群の 11 歳男児例 小児科臨

床 2023/4/7 受理 （査読あり） 

4 金奏希, 三上真充, 辰巳正樹, 三輪将大, 塩田光隆*. クラリスロマイシンによる薬物性肝

障害が疑われた一例 小児科臨床 2024; 77(4): 613-618. (査読有り) 

5 三原勇太郎, 阿水利沙, ..., 水本洋*．遺伝子診断で診断に至った新生児期発症 Niemann-

Pick 病 C 型の１例 診断病理 42 巻 1 号 p58-64 2025 年（査読あり） 
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6 三浦崇徳,水本洋,阿水利沙*．迅速網羅遺伝子解析により診断した ACTG2 Viscer al 

myopathy の 1 例 日本周産期新生児医学会雑誌 In press（査読あり） 

7 新田優紀子, 田中かおり, 久保優佳, 山口かおり, 羽田敦子. 看護師によるＤｙｓｆｕｎ

ｃｔｉｏｎａｌ Ｖｏｉｄｉｎｇ Ｓｙｍｐｔｏｍ Ｓｃｏｒｅ（ＤＶＳＳ）を用いた非単一

症候性夜尿症児への適切なウロセラピー実施の検討．夜尿症研究(1342-1735)29 巻 

Page53-58(2024.11) (査読あり) 

 

（総説） 

1 羽田 敦子 おねしょ・おもらしは必ずよくなる 4000 家族を救った夜尿症診療の実際(解

説) 愛媛県小児科医会雑誌 5 巻 1 号 Page47-50(2024.08) (査読なし) 

2 水本洋 これでわかる新生児呼吸管理 2024 呼吸管理の実際 ガス酸素療法 周産期医学 

54 巻 6 号 p559-661 2024年（査読なし） 

3 水本洋 新生児の非侵襲モニタリング 今日の治療指針 2024 年版 医学書院（査読なし） 

 

小児外科 

（原著論文） 

1 Yudai Tsuruno, Hiroaki Fukuzawa, ..., Toshifumi Tada. Evaluation of Liver Fibrosis 

Using Shear Wave Elastography after Surgery for Congenital Biliary Dilatation. Kobe J 

Med Sci 70(3) e100-105 2024 (査読あり) 

 

（症例報告） 

1 岩出珠幾 停留精巣を認めた重症心身障害児（者）の４名に対する精巣固定術の経験 日本

重症心身障害学会誌 48(3) p447-452 2024 (査読あり) 

2 岩出珠幾，園田真理，遠藤耕介，佐藤正人 乳児の急性膿胸に対して胸腔鏡下膿胸掻爬術を

行った１例 日本内視鏡外科学会雑誌 29(4) p265-271 2024 (査読あり) 

3 上杉 裕紀, ..., 鶴野 雄大, 岡本 光正, 福澤 宏明 可逆性後頭葉白質脳症を契機に診断した

副腎性 Cushing 症候群 日本小児科学会雑誌 128(9) p1171-1176 2024 (査読あり) 

4 植松 綾乃, …, 福澤 宏明, …, 吉田 牧子 後腹膜奇形腫との鑑別が困難であった腎外性腎芽

腫の 1 例 日本小児外科学会雑誌 60(6) p927-933 2024 (査読あり) 

5 Kosuke Endo*, Hiroaki Fukuzawa, Yumi Mizoue, Atsushi Higashio, Mari Sonoda, 

Masahito Sato. A case of isolated malrotation without midgut volvulus diagnosed 

prenatally and treated by laparoscopic surhery. Surg Case Repoets. 26; 10(1); 226 2024 

(査読あり) 

6 Sanae Naito, …, Hiroaki Fukuzawa, Masaaki Kugo. A Case of an Extremely Preterm 

Infant with Intussusception Triggered by Acquired Cytomegalovirus Infection Kobe J 

Med Sci. 12; 70(2) e66-69 2024 (査読あり) 

 

（総説） 

1 佐藤正人，園田真理，岩出珠希，遠藤耕介 特集：腹腔鏡下噴門形成術ー新技術認定制度に
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向けて：再発例に対する再手術ーCollis-Nissen 手術を含む 小児外科 56(1) p71-76 2024 

(査読なし) 

2 福澤宏明，…，岡島英明 特集：門脈血行異常に対する治療 up to date：肝外門脈閉塞症に

対する meso-Rex バイパス手術ー５例の手術経験から至適手術時期の考察ー 小児外科 

56(5) p430-435 2024 (査読なし) 

3 佐藤正人，溝上優美，東尾篤史，園田真理，遠藤耕介，福澤宏明. 特集：再手術の戦略と

実際：Hirschsprung 病 小児外科 56(7) p692-696 2024 (査読なし) 

4 福本 弘二, …, 福澤 宏明 特集：再手術の戦略と実際：食道狭窄症 小児外科 56(7) 678-

681 2024 (査読なし) 

 

薬剤部  

（原著論文） 

1 河野正憲*，伊藤俊和，尾上雅英. 院内フォーミュラリ導入による院内・院外処方への影響. 

日本病院薬剤師会雑誌 60(6):604-6082024(査読有り)  

2 安倍さつき*，岡田麻佑，尾上雅英. 「薬剤師による手術・検査・処置前の休薬指示に関す

るプロトコル」体制構築と有用性評価 日本病院薬剤師会雑誌 60(9)：1006-10112024(査

読有り) 

3 Uenoyama K, Onoue M*,…, Rikitake Y* Administration of Immune Checkpoint 

Inhibitors to Patients on Warfarin May Elevate PT-INR. YAKUGAKU ZASSHI 145, 71–

78 (2025)2025(査読有り) 

 

（総説） 

1 尾上雅英 実務家教員と病院実習を行っている病院の立場から 薬学教育 2024 年 8 巻 

https://doi.org/10.24489/jjphe.2024-0012024(査読有り) 

2 尾上雅英  論摘：日病薬病院薬学認定薬剤師のこれまでの歩み O.H.P. NEWS66(10): 

2372024(査読なし) 

3 尾上雅英 編集後記大阪府薬雑誌 75(8):682024(査読なし) 

4 尾上雅英 第 26 回近畿薬剤師学術大会 分科会 3「薬剤師としての薬剤総合評価」大阪府薬

雑誌 76(1):132025(査読なし) 

 

（症例報告） 

1 谷口麻由加，伊藤俊和，樋口壽宏，尾上雅英* 妊娠・出産によりラモトリギンの血中濃度が

変動したてんかん合併妊婦 3 例日本病院薬剤師会雑誌 60(5)，485-4892024(査読有り)  

 

救急科 

（原著論文） 

1 Chen TH, ..., Wang TH, Tsai ML. Glucagon-like peptide 1 receptor agonists 

outperform basal insulin in cardiovascular and renal outcomes for type 2 diabetes 

mellitus: a retrospective cohort study. Acta Diabetol. doi: 10.1007/s00592-024-
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02443-6. （査読あり） 

 

（総説） 

1 平川昭彦 キサンチン誘導体中毒（テオフィリン中毒・カフェイン中毒）.今日の診断指針 

医学書院：2025,1336-37（査読なし） 

 

放射線診断科 

（原著論文） 

1 Aika Okazawa, ..., Ryosuke Okumura, Sachiko Takahara, Tomotaka Noda, Taro Nishi, 

Takayoshi Ishimori, Yuji Nakamoto* Diagnostic Utility of an Adjusted DWI Lexicon 

Using Multiple b-values to Evaluate Breast Lesions in Combination with BI-RADS.  

Magn Reson Med Sci. 23(4):438-448 2024（査読有り） 

 

（症例報告） 

1 油谷英孝，久保滋人，髙橋瞭，伊藤玲佳，髙田知和，井上依里香, 大橋茜，糟谷誠，澤田

健，奥村亮介，広川侑奨，石守崇好. 腹膜・大網・卵巣に播種し，肝転移を伴う性腺外卵

黄嚢腫瘍の一例. J Jpn Coll Radiol 日本放射線科専門医会・医会 4:13-19 2024（査読有

り） 

 

腫瘍放射線科 

（原著論文） 

1 Iizuka Y, Inoue M, Kokubo M, Sakamoto T, Murofushi KN, Imagumbai T, Shimizuguchi 

T, Hiraoka M, Mizowaki T. Long-term results of dynamic tumor-tracking 

stereotactic body radiotherapy with real-time monitoring using a gimbal-mounted 

linac for liver tumors: a multicenter observational study. Int J Clin Oncol. 

2025 Mar 21. doi: 10.1007/s10147-025-02740-2.（査読有り） 

2 Hiraoka S, Nakajima A, Kikuchi M, Nomura M, Imagumbai T, Yoshimura M, Nakashima 

R, Kishimoto Y, Shinohara S, Kokubo M, Omori K, Mizowaki T. Postoperative 

hyperfractionated IMRT with weekly cisplatin for head and neck cancer: phase IIa 

trial. J Radiat Res. 2025 Mar 24;66(2):167-175. doi: 10.1093/jrr/rraf006.（査読

有り） 

3 Sanuki N, Kimura T, Takeda A, Ariyoshi K, Oyamada S, Yamaguchi T, Tsurugai Y, 

Doi Y, Kokubo M, Imagumbai T, Katoh N, Eriguchi T, Ishikura S. Final Results of 

a Multicenter Prospective Study of Stereotactic Body Radiation Therapy for 

Previously Untreated Solitary Primary Hepatocellular Carcinoma (The STRSPH 

Study). Int J Radiat Oncol Biol Phys. 2025 Mar 15;121(4):942-950. doi: 

10.1016/j.ijrobp.2024.10.040.（査読有り） 

4 Ishibashi N, Ejima Y, Soejima T, Kawaguchi H, Taguchi S, Ito H, Shimizuguchi T, 

Isobe K, Hasegawa M, Sasai K, Imai M, Shimoda E, Kaizu, H, Okano N, Imagumbai T, 
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Akimoto T. Autologous Peripheral Blood Stem Cell Transplantation and Timing of 

Local Radiation Therapy in Patients With Malignant Lymphoma: Results of the 

Japanese Radiation Oncology Study Group Questionnaire Survey. Anticancer Res. 

2024 Jul;44(7):3033-3041. doi: 10.21873/anticanres.17116.（査読有り） 

5 Nakamura K, Nihei K, Saito Y, Shikama N, Noda SE, Hara R, Imagumbai T, Mizowaki 

T, Akiba T, Kunieda E, Someya M, Ohga S, Kawamori J, Kozuka T, Ota Y, Inaba K, 

Kodaira T, Itoh Y, Funakoshi K, Kagami Y. A Japanese multi-institutional phase 

II study of moderate hypofractionated intensity-modulated radiotherapy with 

image-guided technique for prostate cancer. Int J Clin Oncol. 2024 

Jun;29(6):847-852. doi: 10.1007/s10147-024-02517-z.（査読有り） 

6 Tokuda PJK, Mitsuyoshi T, Ono Y, Kishi T, Negoro Y, Okumura S, Ikeda I, Sakamoto 

T, Kokubo Y, Ashida R, Imagumbai T, Yamashita M, Tanabe H, Takebe S, Tokiwa M, 

Suzuki E, Yamauchi C, Yoshimura M, Mizowaki T, Kokubo M; Kyoto Radiation 

Oncology Study Group. Acute adverse events of ultra-hypofractionated whole-

breast irradiation after breast-conserving surgery for early breast cancer in 

Japan: an interim analysis of the multi-institutional phase II UPBEAT study.  

Breast Cancer. 2024 Jul;31(4):643-648. doi: 10.1007/s12282-024-01577-3.（査読有

り） 

7 Matsumoto S, ..., Miyabe Y, ..., Nakamura M. Margins to compensate for 

respiratory-induced mismatches between lung tumor and fiducial marker positions 

using four-dimensional computed tomography. Phys Imaging Radiat Oncol. 2025 Feb 

7;33:100728. doi: 10.1016/j.phro.2025.100728（査読有り） 

 

健診部 

（原著論文） 

1 Nishikimi T, Nakagawa Y, ..., Ono K. Responses of B-type natriuretic peptide 

(BNP), mature BNP and proBNP to sacbitril/valsartan differs between resonders 

and non-responders. Open Heart BMJ Publishing Group 2025 Feb 23;12(1):e002990. 

doi;10.1136/openhrt-2024-002990 2025 （査読有り） 

2 Watanabe T, Taniguchi M, Ogura S, Asou M, Takayanagi S, Sokai Y, Tsuji Y, Mori 

KP, Endo T, Nakajima T, Imura Y, Tsukamoto T. Effectiveness and safety of plasma 

exchange for anti-MDA5 antibody-positive clinically amyopathic dermatomyositis 

with rapidly progressive interstitial lung disease refractory to intensive 

immune suppression therapy: A case series Ther Apher Dial. 28(3):432-441 2024 

（査読有り） 

3 Handa T, Fujii M, Ando M, Masuda M, Sokai Y, Tsuji Y, Fukuda Y, Ohue K, Higashi 

Y, Mori KP, Endo T, Tsukamoto T. Correlation between bradykinin concentration 

and blood pressure during Rheocarna therapy: A single-center case series. Ther 

Apher Dial. 28(3):453-459 2024 （査読有り） 
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4 Torikoshi K, Endo T, Tsukamoto T, Yasuda T, Yasuda Y, Kawamura T, Matsuo S, 

Suzuki Y, Muso E. Serum IgA/C3 ratio: a useful marker of disease activity in 

patients with IgA nephropathy. Int Urol Nephrol. 56(10):3389-3396. 2024（査読有

り） 

5 Ariyasu Y, Torikoshi K, Tsukamoto T, ..., Muso E. Analysis of the impact of 

obesity on the prognosis of IgA nephropathy according to renal function and sex. 

Clin Exp Nephrol. 28(11):1155-1167. 2024  （査読有り） 

6 Kuwabara T, ..., Tsukamoto T, ..., Yanagita M, .... SUrvey of renal Biopsy 

registry database and Anticancer dRUg therapy in Japan (SUBARU-J study). Clin 

Kidney J. 17(12):sfae327. 2024  （査読有り） 

7 Toriu N, ..., Tsukamoto T, ...,Yanagita M. Cancer diagnosis and prognosis after 

initiation of hemodialysis: multicenter Japan CANcer and DialYsis (J-CANDY) 

study. Clin Kidney J. 18(2):sfae430 2024 （査読有り） 

8 Yahata K, ..., Mori KP, ..., Tsukamoto T, ..., Sakane N. Prospective randomized 

trial of antibiotic prophylaxis for percutaneous renal biopsy. Clin Exp Nephrol. 

29(3):269-275. 2024 （査読有り） 

 

（症例報告） 

1 Taniguchi M, Endo T, Asou M, Tsukamoto T. Nephrotic "full-house" 

glomerulonephritis successfully treated with antibiotics alone in secondary 

syphilis: a case report. CEN Case Rep. 13(2):86-92 2024 （査読有り） 

2 Watanabe T, ..., Kawaguchi K, Tsukamoto T. Copper deficiency anemia due to zinc 

supplementation in a chronic hemodialysis patient. CEN Case Rep. 13(6):440-444 

2024 （査読有り） 

 

（総説） 

1 松元知子,毎熊由美子,辻秀美,塚本達雄,本庶祥子 骨粗鬆症に対する人間ドックでの管理

栄養士の取り組み 「骨コツ御膳」 臨床栄養  145(2):130-132 2024  （査読有り） 

2 塚本達雄 急性血液浄化療法の要点 医工学治療  36(1):106-111 2024  （査読なし） 

 

歯科口腔外科 

（総説） 

１ Takahashi K, Kiso H, Mihara E, Takagi J, Tokita Y, Murashima-Suginami A. 
Development of a new antibody drug to treat congenital tooth agenesis. J Oral 
Biosci. 2024 Dec;66(4):1-9（査読有り） 

２ 髙橋克（2024）:先天性無歯症患者の新たな治療技術の開発、北野病院紀要、2023 年度, 
p11-21（査読なし） 

３ 髙橋克（2024）: 先天性無歯症患者の欠如歯を再生する新規抗体医薬品の開発～臨床試験
開始に向けた取り組み～、日本歯科医師会雑誌、Today’s Viewpoint 今日の視点、p6-7
（査読有り） 
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リハビリテーション科 

（原著論文） 

1 Tsurumoto K, Kamisaka K#, Nakane E, Inoko M, Uemura K＊. Association of Frailty Assessed 

by the Kihon Checklist Upon the Readmission of Older Patients With Heart Failure. 

Circulation journal, 89(4):457-462, 2025. （査読有り） 
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５．出 版  
 

呼吸器外科 

 １ 黄政龍 左肺下葉切除術と気管分岐部リンパ節郭清（胸腔鏡） 外科レジデントのための呼吸器

のベーシック手術 2024年 日本医事新報社 

 ２ 大角明宏 後縦隔腫瘍摘出術（胸腔鏡） 外科レジデントのための呼吸器のベーシック手術 2024 

年 日本医事新報社 

 

 産婦人科 

  １ 堀江昭史 CQ30 術前に良性腫瘍の診断で手術施行し、術後に卵巣がんの診断を受けた症例に対 

して腹腔鏡手術(ロボット支援手術を含む)での追加手術は勧められるか？ 産婦人科内視鏡手 

術ガイドライン 2024年版 p183-185金原出版株式会社 

  ２ 伊澤直樹、堀江昭史、大島琴絵、篠崎英司、立花眞仁、脇本裕 消化器 小児、AYA世代がん患 

者等の妊孕性温存に関する診療ガイドライン 2024年 日本癌治療学会 編. p416-460 金原出版 

株式会社 

 

消化器外科 

 １ 山本健人 医師１年目になる君たちへ：誰も教えてくれない些細で、とても大切なこと P1-286 

2025 羊土社 

 

呼吸器内科 

 １ 丸毛聡 Ⅱ 疾患編 A.閉塞性肺疾患と気道疾患 2.喘息 原悠/金子猛 編集：研修医が知りたい

対応をチャートで整理！呼吸器診療エッセンシャル P35-43 2024 南江堂 

２ 丸毛聡 4 治療 4-2 喘息の長期管理 5)生物学的製剤 一般社団法人日本喘息学会喘息診療実

践ガイドライン作成委員会 作成：喘息診療実践ガイドライン 2024 P30-36 協和企画 

３ 丸毛聡 Chapter 3 喀痰総論 3-4 最近のトピック（閉塞性肺疾患における気道粘液栓） 一般

社団法人日本呼吸器学会咳嗽・喀痰の診療ガイドライン第 2版作成委員会 作成：咳嗽・喀痰

の診療ガイドライン第 2版 2025 P55-58 メディカルレビュー社 

 

 糖尿病内分泌内科 

１ 稲垣暢也、田中大祐、山根俊介. 糖尿病治療薬. Pocket Drugs 2024、監修 福井次矢、編集 小 

松康宏、渡邉裕司、医学書院、東京、p437-439, 2024. 

２ 小倉雅仁、稲垣暢也. 高齢者糖尿病診療ガイドライン 2023. 糖尿病学 2024、編集 門脇孝、山 

内敏正、診断と治療社、東京、p64-70, 2024. 

３ 稲垣暢也、田中大祐、山根俊介. 糖尿病治療薬. Pocket Drugs 2023、監修 福井次矢、編集 小 

松康宏、渡邉裕司、医学書院、東京、p437-439, 2024. 

４ 小倉雅仁、幣 憲一郎、稲垣暢也. がんの栄養代謝 がんにおける糖質、脂質、蛋白質代謝. が 

ん病態栄養専門管理栄養士のためのがん栄養療法ガイドブック 2024、編集 一般社団法人 日本 

病態栄養学会、南江堂、東京、p83-84, 2024. 

５ 小倉雅仁、幣 憲一郎、稲垣暢也. がんの栄養代謝 エネルギー・三大栄養素・微量栄養素・ 

水の必要量.がん病態栄養専門管理栄養士のためのがん栄養療法ガイドブック 2024、編集 一般 

社団法人 日本病態栄養学会、南江堂、東京、p85-86, 2024. 

６ 稲垣暢也. インクレチン関連薬. 糖尿病ケア+（プラス）2024年秋季増刊（通巻 262号）病気 

のしくみから合併症、三大療法、まで 支援に活かせる知識が身に着く 糖尿病のからだ イラ 

スト大事典、編集 細井雅之、メディカ出版、大阪、p133-136, 2024. 

 

栄養部 

 １ 本田佳子、朝倉比都美、池谷昌枝、岩川裕美、辻秀美他 慢性膵炎 新臨床栄養学栄養ケアマネ

ジメント第 5版 P255-258 2025 医歯薬出版 

２ 栗原伸公、今本美幸、辻秀美 消化器疾患における栄養ケア・マネジメント、循環器疾患にお

ける栄養ケア・マネジメント サクセスフル食物と栄養学基礎シリーズⅡ臨床栄養学 

P105-114,P137-141 2024 学文社 
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３ 京面ももこ 糖尿病療養指導ガイドブック 2025 担当箇所非公開 2025 メディカルレビュー社 

４ 松元知子、毎熊由美子、辻秀美、塚本達雄、本庶祥子 骨粗鬆症に対する人間ドックでの管理

栄養士の取り組み「骨コツ御膳」 臨床栄養 145 (2), 130-132 2024 医歯薬出版 

 

皮膚科 

  １ 吉川義顕（分担執筆） 静脈瘤性症候群、うっ滞性皮膚炎、硬化性脂肪織炎 皮膚疾患最新の 

治療 2025-2026  P82-83, 2024 高橋健造、佐伯秀久 編. 南江堂（東京） 

 

小児外科 

  １ 佐藤正人（分担執筆） 内鼠径ヘルニア LPEC法の全て 南山堂 p129-135 2024年発行 
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